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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クリック？

　クラック！




　さあ、今日は『シンデレラ』のお話をしましょう。




　昔、奥さんを亡くした貴族がいて、とても心が醜みにくい女と再婚しました。

　この女には二人の連れ子がいて、母親とそっくりな、全く同じ心根の持ち主でした。

　夫の方にも娘がいましたが、こちらはとても心の美しい娘でした。継まま母ははは婚こん礼れいが済むとたちまち悪い本性をあらわして、この優しい娘に家中のつらい仕事を何もかも押し付けました。

　娘は毎日灰だらけになって仕事をしたので、家の者は『シンデレラ』と呼びました。シンデレラとは、灰かぶりという意味です。

　あるとき、この国の王子が舞踏会を開くことになりました。この王子の結婚相手を探すための舞踏会には、国中のきれいな娘達が招待されました。二人の意い地じ悪わるな娘は、シンデレラに舞踏会の支し度たくをさせました。二人の支度を済ませると、シンデレラは継母に言いました。

「わたしも舞踏会に連れて行って下さい」

　しかし継母は馬鹿にして笑いました。

「おまえみたいなみっともない娘を、舞踏会なんかに連れて行けるものかね」

　そう言うと継まま母ははは二人の娘だけを連れて、シンデレラを置いて舞踏会へと出かけてしまいました。継母と二人のお姉ねえさんが出かけてしまうと、シンデレラはひとり涙を流しました。気がつくと、魔ま法ほう使いのおばあさんが立っていました。

「かわいそうなシンデレラ。お前の願いをかなえてあげよう」

　おばあさんが杖つえを振ると、かぼちゃが立りつ派ぱな馬車に、ねずみが真っ白な馬に、そまつな服は見たこともないほど美しいドレスに変わりました。最後に美しいガラスの靴を与えると、おばあさんは言いました。

「これで舞踏会に行くといい。でも忘れてはいけないよ。魔法は十二時できえてしまうから、十二時の鐘かねが鳴り終わるまえに戻ってこなければいけない。そうしないと馬車も、馬も、ドレスも、みんな元に戻ってしまうよ」

　シンデレラがお城につくと、大おお広間の人々の誰もが、その見たこともないお姫様の美しさに見とれました。

　王子がやってきて、シンデレラの手をとるとダンスに誘いました。王子とシンデレラは踊り続け、夢のような時間がすぎました。楽しいひとときに時間を忘れ、気がつくと十二時の鐘がきこえてきました。

　シンデレラは急いで大広間から抜け出して、お城の階段をかけおりていきました。王子がそのあとを追いかけましたが、間に合いませんでした。シンデレラは急いでいたので、階段にガラスの靴を片方落としていきました。王子はそれを、大事に拾いあげました。

　鐘が鳴り終わると、シンデレラは元のみすぼらしい格かつ好こうに戻っていました。ただガラスの靴の片方だけが、残っていました。

　舞踏会が終わっても、王子の心の中はシンデレラのことでいっぱいでした。

　王子はおふれを出しました。

「この靴がぴったり合う娘を妻に迎える」

　家け来らいたちがガラスの靴を持って、靴のはける娘を探して国中をたずねてまわりましたが、なかなか見つかりません。やがて靴はシンデレラの家にも運ばれてきました。

　二人のお姉さんが試しましたが、靴は小さすぎてはけませんでした。

　そこにシンデレラがやってきて、たずねました。

「わたしもはいてみていいですか？」

「とんでもない！」

　継母たちはシンデレラを追い払おうとしましたが、家来たちは、全ての娘たちに靴を試すよう命令されているのだから、とシンデレラに靴をはかせました。

　靴はシンデレラの足にぴったりと合いました。継母と二人の姉は驚きましたが、シンデレラがポケットからもう片方の靴を出したときには、もっと驚きました。

　誰もが、シンデレラがあの時の美しいお姫様であることがわかりました。二人の姉はシンデレラの前に身を投げ出して、今までの意い地じ悪わるなふるまいの全てをあやまりました。

　シンデレラはお城に連れて行かれ、まもなく王子と結婚しました。シンデレラは美しいだけでなくやさしい心の持ち主なので、継まま母ははも二人の姉もお城にむかえて、みんなでしあわせに暮らしたということです。




　…………………………







　　　序章　夢と断章の神話







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪あく夢む〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全ての人間の意識の遙か奥、集しゆう合ごう無意識の海の深みに、神は存在している。

　この概がい念ねん上『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有ゆう史し以来ずっと眠り続けている。眠っているから僕ら人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全ぜん知ちなので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性ゆえに僕らの意識に溶け出して、個人の抱える固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




「じゃ、行ってくるよ。母かあさん」

「蒼あお衣い、忘れ物ない？」

「ない……と思う」

　そんなあやふやな答えをしながら玄関に座って、学校指定の革かわ靴ぐつの紐ひもを結ぶ。

　男としては線の細い顔を下に向けたまま、白しら野の蒼衣はキッチンにいる母親とやり取りしながら靴紐を結び終え、少しだけ急ぐような動作で立ち上がると、傍かたわらに置いた学生鞄かばんを取り上げて早足で家の玄関を出た。

　とはいえ、別に遅ち刻こくしかかっているとかいうわけではない。

　普通に学校に辿たどり着くためには、むしろ少しだけ早めの時間。蒼衣が家を出て、住宅地の路地から車道に出て角を曲がると、バス停近くの自動販売機で、缶コーヒーを飲む振りをしながらセーラー服の少女が待っていた。

「ごめん、雪ゆき乃のさん。ちょっと遅れた」

「……」

　少女の姿を認めた蒼あお衣いが声をかけると、雪乃と呼ばれたその少女は目を引くほどの整った容姿に不ふ機き嫌げんな色を浮かべて蒼衣を一いち瞥べつした。そしてとっくに空からになっていた缶コーヒーを、自販機横よこのゴミ箱に乱暴な動作で放り込んだ。

　少女の名は時とき槻つき雪乃。

　臙えん脂じのリボンがついた古式ゆかしいセーラー服は、蒼衣が着ているモスグリーンのブレザーとは違う、公立高校のもの。抜けるように白い肌はだと、少し目つきのきつい美び貌ぼう。ポニーテール風ふうにまとめた黒くろ髪かみは古風なセーラー服によく似に合あっていたが、その髪を束ねるのは黒いレースのついたリボンで、それが少女の硬い印いん象しようを別のものに変えていた。

　いわゆる、ゴシックロリータのアイテム。

「……」

　次に何と声をかけようか迷っている蒼衣の前で、雪乃は寄りかかっていた自販機から無言で背を離し、肩から下げていた黒いスポーツバッグをかけ直した。

「……い、行こうか。雪乃さん」

「ええ」

　雪乃はそっけなくそれだけ答えて、さっさと先に立って歩いてゆく。

　蒼衣はその反応に微かすかに困った表情を浮かべて、どうしたものかと思し案あんしながら、セーラー服の背中を追った。

　今日は金曜日。ここ三日の間、雪乃は毎朝ここで蒼衣を待っていた。

　初めは蒼衣の家の前で待っていたのだが、すっかり家族に彼女か何かだと誤ご解かいされて、昨日両親によって実に妙みような雰ふん囲い気きで家の中に招かれかけてからは、雪乃の待たい機き場所は変へん更こうされてこの場所になった。

　蒼衣の目の高さで、雪乃の黒いリボンが不機嫌に揺れる。

　同じ市内にあるとはいえ学校も違う二人での登校は、このまま蒼衣の学校の近くまで続くのだ。

「いつも、ごめん」

　とりあえず雪乃の背中を見ながら、蒼衣は迎えに来てくれた事への感謝を述べた。

「別に。役目だから気にしなくていいわ」

　振り向きもせずに答える雪乃。最初のうちは嫌われているのではないかと不安だったが、ここ数日の付き合いでいつでも誰にでも同じような態度を取るのだと知ったので、その辺りの屈くつ託たくがない蒼衣はもうほとんど気にならなくなっていた。

　嫌われているのではないと分かれば、蒼衣は気の強い女の子は嫌いではない。だが雪乃に関しては、気が強いというのとは少し違っていた。

「役目か……大変だね」

「別に」

「何かあったら学校、抜け出したりするんだろ？」

「そうよ」

「学校、大丈夫？　休みがちだって聞いたけど」

「どうでもいいわ。伯父おじさんの手前、行ってるだけだもの」

「伯父さん？　保護者だっけ？　……いや、やっぱり学校は行った方がいいと思うよ」

「いまさら普通に生きる気はないわ。私は怪かい物ぶつになるの。化け物にならなきゃ……あいつらとは戦えない」

　雪ゆき乃のの声が低くなる。もっと近くに寄れば、ぎりっ、と奥歯のきしる音が聞こえそうだ。

　朝の町を歩く、日常を拒絶するような雪乃の背中。

　左肩にかけたスポーツバッグ。その紐ひもにかけた手の、垣かい間ま見える袖そで口ぐちからは手首に巻いた白い包ほう帯たいが覗のぞいている。

　見る者が見れば、一目で連想するのはリストカットだろう。そしてその包帯の中にあるものがその印いん象しようを裏切ることなく、目め盛もりのように刻まれた傷であることも、蒼あお衣いはその目で見て知っている。

　だが蒼衣は、そういうものに慣れていた。

　拒否感がないわけではない。だがそういう行こう為い自体はともかく、そういう行為に及ぶ女の子を、蒼衣はどうにも放っておけないのだった。

　それはきっと、今はもういない幼おさな馴な染じみの女の子の記き憶おくのせいだ。

　幼い頃にずっと二人きりで遊んでいた、自じ傷しよう行為をしていた幼馴染。

　幼い頃の…………たぶん蒼衣の、初恋の記憶。

　蒼衣は言う。

「化け物だって、普通に生きてる時の方が多いと思うよ」

　前を歩く、雪乃の背中に向かって。

「だから噓うそでもいいから、普通の振りをした方が楽だと思うよ。高校とか大学とかって、そういう仮か面めんとしては便利だと思うけど」

　雪乃は答えない。

「学校休んでるから、成績も危ないって聞いたよ。でさ…………もし良かったら一緒に勉強でもしない？　解わからないところがあったら、少しは教えられると思うけど」

　蒼衣の通う私立は一いち応おう進学校だ。そして蒼衣は、何よりも〝普通〟を愛していた。

「どうかな？」

「……なんであなたと勉強なんかしなきゃいけないわけ？」

　雪ゆき乃のはぴたりと立ち止まると、蒼あお衣いを冷たい目で振り返った。

　気のせいか、それとも怒りのせいか、ほんの微かすかに頰ほおが赤かった。

「いや……そしたら雪乃さんも、先生とかから色々面めん倒どうなことを言われたりしないで済むかなあ、とか思って」

「大きなお世話よ」

　にべもない雪乃。

「だって、目立つと雪乃さんも面倒だろ」

「……うるさいわね」

　一応は図ず星ぼしなのだろう、一瞬の沈ちん黙もくの後、雪乃は言う。

「それに雪乃さんが幸せな方が、僕も嬉うれしいし」

「………………うるさい。殺すわよ」

　雪乃の声が底冷えした。

　蒼衣は黙る。雪乃はそのまま元の方向を向いて、さっさと歩き始める。

　その背中を小走りに追って、蒼衣は雪乃の隣となりに並ぶ。雪乃はちら、と鬱うつ陶とうしそうに蒼衣を横よこ目めに見たが、特に拒絶するようなことは言わなかった。




　……こんなやりとりをしながらの登校は、もう三日続いていた。

　別に付き合っているわけではない。かといって親友とか、幼おさな馴な染じみとかいうわけでもない。

　蒼衣が雪乃に会ったのは、つい四日前、月曜日が初めてなのだ。この華きや奢しやで綺き麗れいな蒼衣と同い年の少女は、三日前に巨大な〈神の悪あく夢むの泡あわ〉に遭そう遇ぐうすると予言されてしまった蒼衣を守るための、特別な能力きずを持ったボディーガードなのだった。




　　　　†




　神の悪夢の泡による異い常じよう現げん象しよう、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。




　蒼衣は四日前の夕刻に〝それ〟と遭遇し、雪乃の手によって助けられた。

　時に 〈泡ほう禍か〉 より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に 〈悪夢の泡〉 の欠片かけらが心の底に残ることがあるという。彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれているその悪夢の欠片は、心の中から紐ひも解とくことで、自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんをこの現実世界に呼び出すことができる。

　雪乃は、その悪夢の〈断章〉の〈保持者ホルダー〉だ。

　彼女もまた、かつて〈泡禍〉に巻き込まれ、そこから生還したという。

　世界中にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在している。そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している集まりがある。

　イギリスで発はつ祥しようした、この〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを日本中に散らしている互ご助じよ会かい的てき結社。

　彼らは密ひそかにこの世界に浮かび上がる悪あく夢むの中から人々を助け出そうと活動し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈 断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を、その他た大多数の人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。

　雪乃は、〈騎士団オーダー〉の〈騎き士し〉だった。




　かくして僕は人間と神の悪夢────そして〈童どう話わ〉との戦いを知る。

　世界は、〈神の悪夢〉によって蝕むしばまれているのだ。
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　　　一章　終わりと始まり







　　　　１




　月曜日。週の始まり。

　そんな日に二人は出で逢あい、白しら野の蒼あお衣いの信じていた〝普通の世界〟は終わった。




　その日、下校の途中。蒼衣は地図の上では家から近いと言えなくもない、しかし明らかに遠回りの場所のとあるマンションを訪ねていた。担たん任にんの佐さ藤とう先生から頼まれて、このところ学校を休みがちにしている、まだ一度もまともに話をしたことのないクラスメイト女子のため、溜たまっているプリント類を届けるためだった。

　高校一年生の、五月。

　ようやく制服にも学校にも慣れてきていたが、さすがに入学早そう々そう休みがちな女の子と親交があるほどの社交性は、蒼衣は持っていない。

　しかし蒼衣はどうにも人の言うことを拒否したり見捨てたりするのが苦にが手てで、そんな見ず知らず同然の女の子の家を訪ねろという担任の頼みを断ることができなかった。それにしても他にもっと適任がいそうなものだったが、それでも蒼衣に白しら羽はの矢が立ったのは、単に蒼衣が帰宅部だったという、ただそれだけの理由のようだった。

　まあ解わからなくもない理由だったので、蒼衣はこうして初しよ対面に近いクラスメイトの家を訪ねて、こうしてやって来た。

　学校の最も寄より駅まで歩いて、電車で二駅。確かに家の最寄り駅は同じではあったものの、その杜もり塚づか眞ま衣い子こというクラスメイトの家はまるで違う方向にあった。

　適当に駅前の商店街やゲームセンターを冷やかして、ほとんど来た事のない道を通って、しばし。蒼衣がメモを片手にそのマンションに辿たどり着いたのは、もう日の落ちかけた、やや季節を外した夕焼けがきつく照らす、そんな時間になっていた。

「宮みや園ぞのマンション、三階、と……」

　マンションの前でメモを見ながら、蒼衣は呟つぶやいた。

　この管理人もおらず、各戸の前まで素す通どうしになっている開放式のマンションは随ずい分ぶんと古く、イメージとしてはマンションというよりも、蒼衣の中では団地に近かった。

　そしてまるで人ひと気けのないマンションの中に蒼衣が入り、エレベーターより先に階段を見つけたので登り始めた、その時。

　六時になって、自治体のスピーカーが流す音割れのひどい『夕焼け小焼け』が空気に満ちるのを聞きながら二階への踊り場にさしかかったその時────そこに不意に現れた光景は、まさに〝悪あく夢む〟の産物だった。




　目玉を刳り抜かれた女性が、階段の上に立っていた。




　夕ゆう闇やみの降りかけた、けぶるように色彩のぼけた景色。その階段の踊り場から見上げる階段の上に、夕闇に滲しみ出すようにしてその若い女性は立っていた。

　乱れた髪。

　ゆっくりとした、宙を踏むような足取り。

　そして、そうやって階段を降りてくる女性の目は、抉えぐり取られたようにぽっかりと赤黒い空くう洞どうを晒さらしていて、そこにかかる乱れた前髪の奥から粘ねん質しつの血液が涙のように、白い頰ほおを伝って流れていた。




　こつ、




　と靴が階段を降りる。




　どろ、




　と顔に開いた虚うつろな眼がん窩かから、血液が溢あふれる。




「──────────え？」




　その光景を見上げた蒼あお衣いの口から漏もれたのは、たったそれだけの声だった。

　しかしたったそれだけの声が、この現実感のない停止したような異常な光景に、あまりにも致ち命めい的てきな楔くさびを打ち込んで、この光景の秩ちつ序じよを破壊したのだった。

「……」

　女性が、蒼衣の存在に気がついた。

　女性は階段を降りようとしていた足を止めると、その眼球を刳くり抜かれた凄せい惨さんな顔を蒼衣の方へ向け、柔らかな微笑を浮かべた。

「こんにちは」

　軽く、女性は会え釈しやくした。

　そして、女性はそのままの姿勢でゆっくり前へと傾かしぐと──────大きく身を投げるようにして、蒼あお衣いのいる踊り場へと真っ逆さまに頭から落ちて来たのだった。

「うわああああ!!」

　ごっ！　ごっ！　ごっ！　と階段に頭を打ち付けながら落下し、悲鳴を上げる蒼衣の足元に女性の軀からだが叩たたきつけられた。重く鈍い音を立てて女性はコンクリートの踊り場に投げ出され、壊れた人形のように歪いびつな形で転がった。

　あってはならない方向に、首が向いていた。頸くびの皮ひ膚ふがゴムを延ばしたような異常な曲がり方をして、うつ伏せの身体からだに繫つながった首が天井を向いて、血で汚れた白い貌かおを、ごろりと蒼衣の方へ向けていた。

　顔を覆おおった前髪の奥から、空からっぽの眼がん窩かが虚うつろに蒼衣を見ていた。

　頭ず蓋がいの中身がどのように壊れたのか、鼻と半開きの口から恐ろしい量の血が流れ出して、床に染みを作り始めていた。

　夕ゆう闇やみの中に、赤く、黒く、女性の頭部を浸ひたして血ち溜だまりが広がってゆく。

　スピーカーから流れていた『夕焼け小焼け』はすでに終わり、やはり音の割れた余よ韻いんのノイズが、耳みみ障ざわりに空気の中に満ちて鼓こ膜まくと肌はだとを圧迫している。

　まるで異い次元にでも、いるかのようだった。

　あまりにも現実感を失った、この光景。この世界。

　しかし、

「…………………う………っ!!」

　むっ、と激しい血の匂においが立ち昇り、途と端たんに感覚がおぞましい現実に引き戻された。

　生なま臭ぐさい、鉄てつ錆さびじみた匂いの混じった空気を思い切り吸い込んで、胃の腑ふが引っくり返るような感覚に襲おそわれて、もはや悲鳴すら上げることもできずにただ口を押さえて後ずさった。

　背中がコンクリートの手て摺すりにぶつかり、両足の力が抜けた。

　重い衝しよう撃げきが胴どうの中に響ひびいて、胃の中身が揺れて、一気に嘔おう吐と感がこみ上げて、たった今登ってきた階段を踏み外しかけて、必死で手摺にしがみついた。

　何が起こったのか、全く理解できなかった。

　ただ目の前に転がった惨ざん殺さつ死体を前に、頭の中が真っ白になった。

　夕闇に沈むようにしてそこに在る血ち腥なまぐさい光景と匂いに、思わず意識が遠くなった。

　頭の中はパニック状態で、目の前のモノから目を逸そらすこともできず、そのため蒼衣は階段の上に一人の人ひと影かげが立った事に、全く気がついていなかった。

　そして。




「────それ、あなたがやったの？」




　突とつ如じよ、頭の上から女の声が投げかけられた。

「………………っ！」

　ぎょっ、となって蒼あお衣いは顔を上げた。もちろん自分がやったわけではなかったが、それでもこの光景を見られた事にひどく慌あわてて、蒼衣の心臓は大きく跳ね上がった。

　そしてかけられた言葉の内容が飲み込めた途と端たん、とんでもない冤えん罪ざいに、蒼衣はほとんど恐怖に近い感情を感じた。

「ち、違……！」

　自分ではない、と慌てて抗こう弁べんしようとして蒼衣は顔を上げたが、しかし階段の上に立っていた光景を見た瞬間に、言おうとした言葉を全て忘れてその場に立ち尽くした。




　黒い少女が、そこに立っていた。




　踊り場から見上げる階段の上、空の薄明かりを背にしたその空間の中に、その漆しつ黒こくの衣装を纏まとった少女は空を食う染みとなって、日につ食しよくのように立っていた。

　抜けるように白い肌はだ。怖おぞ気けを奮ふるうほどに、整った顔立ち。

　冷たく見下ろす瞳ひとみ。そしてその身体からだを覆おおう、無数のレースが縫ぬい取られた、漆黒の衣装。

　ゴシックの、衣装。

　中にズボンを穿はき、正面で大きく割れた長いスカートの裾すそで、黒いレースが背景の薄明かりを透すかしている。

　死しに神がみが佇たたずむような、暗あん鬱うつで凄せい烈れつな絵画のような光景。

　見る者の魂たましいを奪う、世界の時間が止まったような、この光景。

「………………」

「答えて。それはあなたの仕し業わざ？」

　呆ぼう然ぜんと見上げる蒼衣を見下ろして、少女は厳きびしい表情で再びそう言った。

　その言葉と同時にはっと蒼衣は我に返り、自分が恐ろしい疑いをかけられていることを思い出して、慌てて口を開いた。

「ち、違う、僕は……」

「どうかしらね？　反応は一応普通みたいだけど……」

　少女は蒼衣の抗弁を最後まで聞かず、言った。

「ここに普通の人間が入れるわけがないわ。毛色の違う〈異い形ぎよう〉かも知れない」

「………………！」

　底冷えのする瞳が睨にらむ。蒼衣はその視線に射すくめられて、それ以上の言葉を失った。

　何を言われているのか、いや、そもそも何が起こっているのかも蒼衣は理解できなかった。

　思わず視線を泳がせた蒼衣の目に入ったのは、少女の右手に握られた赤いカッターナイフと、左手首を覆おおう包ほう帯たいだった。

　包帯は手首だけでなく、左側だけまくりあげられた袖そでから覗のぞく、病的に白い腕をさらに白く彩いろどっていた。カッターナイフは刃はこそ出されていないものの、その金属部分は鈍く輝き、腕の包帯との不ふ吉きつな関連性を、嫌でも脳のう裏りに連想させた。

「う……」

　それを見た瞬間、蒼衣は急にその少女に恐怖を感じた。

　少女の持つあまりにも不吉な属ぞく性せいと、目の前に転がる血ち腥なまぐさい死。それらが蒼衣の中で突然に符ふ合ごうして、今までの気け圧おされるような感覚とは全く別の怖おそれが蒼衣の背せ筋すじを駆け上がった。

　目の前の死体と、そこに現れた、死の気配を纏まとった少女。

　そして少女の纏う異い様ような服装と、先ほどからの異常な言動。




　────こいつの方が犯人なんじゃないのか!?




　蒼衣の中に、今いま更さらながら強烈な疑ぎ惑わくが浮かび上がった。

　目の前の少女は異常者かもしれない。そう思った瞬間に、蒼衣の中に締め上げられるような緊きん張ちようが走った。

　異常な殺人者を前にしているかもしれないという強烈な不安と恐怖が、みるみる蒼衣の表情を強こわ張ばらせた。冷たい汗が額ひたいに浮かんだ。自分の呼吸が聞こえるほどに、周囲の空気が緊張に凍った。

「…………人殺…………し？」

　蒼衣の口から、小さく言葉が漏もれた。

「！」

　その蒼衣の言葉を聞いた瞬間、少女の目が即そく座ざに鋭く細められた。

　怒りを含んだような表情で、黒い少女はそのまま蒼衣の方へ階段を一歩踏み出した。こつ、こつ、と音を立てて黒く光る革かわ靴ぐつが、あまりにも恐ろしい静かな歩調で、コンクリートの階段を降りてきた。

　怒りを押し殺した目とは対照的な、その静かな歩み。

　そのアンバランスな挙きよ動どうに迫り来る異常性を感じて、すぐにでも逃げ出したい衝しよう動どうに駆られたが、恐怖が真ま綿わたのように心を押さえつけて身体からだが言うことをきかなかった。




　こつ、




　とその間にも、足音は最後の段に達する。




　ぴしゃ、




　と踊り場に広がった血ち溜だまりを、少女の靴が、踏んだ。




「………………………………………………」

「………………………………………………」




　そして恐ろしい沈ちん黙もくが、踊り場を挟んだ二人の間に張り詰めた。

　少女から目を離すことに恐怖を感じて、蒼あお衣いは瞬まばたきすらできずに少女と対たい峙じしたまま、空気に凄すさまじい重圧を感じて、呼吸さえもできなかった。

　凶きよう器きを携たずさえて近づいてきた異常者と、足元に転がる惨ざん殺さつ死体。

　恐怖と緊きん張ちようが張り詰めて、息も忘れるほどの時間は永遠に続くかと思えたが、その触れれば切れるような時間は突とつ如じよとして、全く別の人物の乱入によって破られた。

「ゆ、雪ゆき乃のさん！　大丈夫ですか!?」

　階段の下から、ひどく慌あわてた女の子の声が響ひびいた。

「な……!?」

「…………颯さつ姫きちゃん。手遅れだったわ。上がってこない方がいい」

　闖ちん入にゆう者しやに驚く蒼衣をよそに、黒い少女は階下に現れた女の子にちらと目を向けて、階段を登りかけたその行動を制止した。

「そ、そうですか……」

　颯姫と呼ばれた女の子は怯ひるみとも悲しみともつかない微び妙みような表情をして、階段に足をかけたところで動きを止めた。女の子は中学生くらいに見え、キュロットスカートにジャケットを着て、短めの髪に差し込まれたカラフルなヘアピンが目立つ程度の、目の前にいる少女とは違ったどこにでもいそうな格かつ好こうの女の子だった。

　そして女の子は、蒼衣を見て小さく叫んだ。

「あ！　あ！　この人！」

「知ってるの？」

　蒼衣を指差して言う女の子に、黒い少女が油ゆ断だんのない様よう子すで蒼衣を見ながら訊たずねた。

　指差された蒼衣には、その女の子に覚えはない。女の子はここまで息せき切って駆けつけてきたらしく、時とき折おり息を切らしながら、言葉を先に続けた。

「こ、この人、私の〈蟲むし〉の中に入ってきたんです。さっき！」

　女の子は言った。

　黒い少女が眉まゆを寄せた。

「……〈食害〉の中に？　記き憶おくも食われずに？」

「は、はい」

　意味不明の会話。その間にも黒い少女の目は蒼あお衣いに固定されたまま、みるみる表情の厳きびしさが強くなっていった。

「…………こいつが入ってきた時に、どうして連絡くれなかったの？」

　黒い少女は、言う。

「変わったことがあったら電話するように言ってたわよね？」

「ご、ごめんなさい。携帯がわからなくなっちゃったんです。だから忘れないうちに知らせなきゃって、急いで、ここまで……」

「そう……」

　縮こまって謝る女の子。黒い少女はそれだけ聞くと、そこでその話題を打ち切った。

　そして黒い少女は、鋭く眼めを細めた。

「決まり…………かしら？」

　言いながら、少女はカッターナイフを持った手で左手首の包ほう帯たいを摑つかみ、そのまま静かに足元の死体を踏み越えて蒼衣に近づいてきた。

「……！」

　それが何をしようとしている動作なのかは皆かい目もく解わからなかったが、蒼衣はとにかく自分がこの頭のおかしい少女によって、足元にある死体の犯人にされようとしていることだけは辛かろうじて理解できた。無む駄だだと半なかば知りつつも、それでも蒼衣は言わずにはいられなかった。

「ち、違う！　僕は関係ない！」

　蒼衣は叫んだ。

　冗じよう談だんではなかった。こんな恐ろしいことが、できるわけがなかった。

　そんな疑いをかけられることさえ、とてつもなく恐ろしいことだった。できるなら一秒でも早く、ここから逃げ出したいくらいだった。

　血の匂においの満ちる、この階段の踊り場から。

　蒼衣の愛する〝普通〟とは、全く異なるこの場所から。

　黒い少女は蒼衣の前まで、ゆっくりを歩を進めて近づいてくる。血ち溜だまりを踏む濡ぬれた音。蒼衣を見み据すえたまま、もはや一切の言葉も発さずに少女は蒼衣の目の前に立つ。

　少女が蒼衣を見上げ、ぴたりと動きを止める。

　居い合あい抜きの剣士が、敵を間合いに収めたかのように。

　空気が、止まる。

　蒼衣の目の前で、少女の髪を束ねる黒いレースのリボンが揺れる。

「ぼ、僕は……」

　蒼衣はあたかも空気のなくなった場所で声を出そうとしているかのように、喘あえぐようにして言葉を続けようとした。

「……あ……」

　だが次の瞬間、蒼あお衣いは今行われている会話とは全く別の理由で、思わず息を吞んで言葉を途と切ぎれさせ、そして大きく目を見開いた。




　ずるり、




　と少女を見上げる蒼衣の視し界かいの隅すみに、何の気配もさせずに、引きずるようにして一人の人ひと影かげが立ち上がったのだ。

　深く俯うつむくようにして首を曲げ、だらりと髪を垂らしたその〝影〟は、視界に広がる夕ゆう闇やみの隅、黒い少女の背後に、一切の音も気配もさせることなく、まるで影かげ絵えのように立ち上がった。

　顔を覆おおうように垂れ下がった髪から、いくつもの血の玉が雨のように落ちた。

　ぐっしょりと髪を血に濡ぬらした、その女性の影がゆっくりと顔を上げた。

　それは間違いなく死んでいた、あの目玉を抉えぐり出された女性。

　そして蒼衣は見た。今まで最も衝しよう撃げき的な〝貌かお〟に気を取られてろくに見ていなかったその右手に、血の絡みついた鋭い鋏はさみと、血と脂あぶらにぬめる左手に、二つの抉り出された眼球を胡桃のように握っているのを。




　しょきっ、




　と鋭い鋏の切きっ先さきが、聞こえないほどの微かすかな音を立てて咬かみ合わされた。

　そして次の瞬間、女性は折れた頸くびでごろりと顔を上げて────顔面が壊れたかのような凄すさまじい満面の笑みを浮かべた蒼そう白はくの顔を上げて、手にした鋏を大きく振り上げたのだった。

　鋏の切っ先が、光った。

「────危ないっ!?」

　思わず叫んだ。蒼衣の声に反射的に身を翻ひるがえした少女の髪を鋏の切っ先がかすめて、そのまま少女は体当たりされるようにして、踊り場へと突き倒された。

「きゃあ！」

「うわああ!!」

　少女に続いて、蒼衣も悲鳴を上げる。少女を突き倒したその女性は、あろうことか鋏を振りかざして蒼衣に向かって摑つかみかかってきたのだ。

「………………!!」

　思わず顔を庇かばって鋏を持った女性の腕を押さえた瞬間、蒼衣の目へと向けて突き出された鋏の切っ先が蒼衣の目の本当に目前で止まった。

　ぞっ、と凄まじい悪お寒かんと共に、全身から恐ろしい量の冷や汗が噴ふき出した。

　しかしその脅きよう威いを理解する暇ひまもなく、鋏はさみは恐ろしい力で蒼あお衣いに向かって押し込まれてきた。蒼衣は必死になって両手で女性の腕を押さえるが、腕が震えるほど全ぜん霊れいの力を込めても、女性の恐ろしいまでの片手の力を押さえきることができなかった。

　踊り場の手て摺すりに押さえ込まれ、震える鋏の切きっ先さきが左目へ近づいてきた。

　先せん端たんが目に近づきすぎて、左の視し界かいいっぱいになった鋏の像がぼやけ、滲にじんだ。

　そんな蒼衣の顔を覗のぞき込んだ、女性の凄すさまじい笑顔。その口元が微かすかに開く。その途と端たんに口からいっぱいの血が流れ出し、みるみる顎あごを染め上げて、ただでさえ血で汚れた上着をさらに赤黒く染め上げ始めた。

　そして女性は、笑みの形に歪ゆがめた口から血を流しながら、言葉を発した。

「……罪ヲ……」

　そのかすれるような声が真っ赤な口から漏もれると同時に、ごぼ、と口から空気が漏れ、泡あわが噴ふき出した。

「罪……罪……罪ヲ……」

　血泡を吹きながら、女性の口から呟つぶやきが漏れる。

「罪、罪……罪ヲ……罪、罪、罪、罪、罪ヲ、罪ヲ、罪ヲ、罪を、罪ヲ、罪ヲ、罪ヲ、罪ヲ、罪ヲ、罪ヲ、罪、罪、罪、罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪ツミ罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪つみ罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪つみ罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪罪つみ罪罪罪罪罪罪罪ツミ罪罪罪ツミ罪つみツミツミツミ罪ツみツミツミツミつみツミつミつみ罪ツミつみツみツミつみツミつみつみツミつみツミツミ……!!」

「うわああああっ!!」

　恐ろしいうわごとが耳に流れ込んできて、蒼衣は恐ろしい悲鳴を上げた。

　恐怖にかられて必死になって女性を押し返そうとしたが、鋏を持った女性の手は血に濡ぬれてぬめり、それさえも困難だった。

　ずっ、ずずっ、と血に濡れた手がすべり、蒼衣の手が押し開かれるようにして、鋏を握った手が眼球に近づいた。

　鋏の先端が、左の眼球の表面に触れた。

　眼球を引っかく、刺すような痛み。

「わああああああああっ!!」

　しかし恐怖が、目ま蓋ぶたを閉じる事を許さない。凄まじい恐怖と痛みに、蒼衣は必死で女性の冷たい手を押さえながら、身動きもできずにただその場で絶ぜつ叫きようした。

　その時、黒い少女の怒りに満ちた声が聞こえた。

「…………この……っ！」

「雪ゆき乃のさん!?」

　続いて階下から聞こえる女の子の声。蒼あお衣いはそれに構うどころではなかったが、残った右目の視し界かいの端はしに、手て摺すりに手を突いて立ち上がる黒い少女の姿が垣かい間ま見えた。

　コンクリートの手摺に、床の血ち溜だまりに倒れた少女によってつけられた血の痕あとと、手形がべったりとついていた。少女はその手摺を背にして立ち上がると殺意の込もった目で蒼衣たちの方を睨にらみ、自分の左手に巻かれた血で汚れた包ほう帯たいに手をかけると、一気にそれを引き剝はがした。

　包帯を止めるピンが弾はじけ飛び、ビデオテープから引きずり出した中身のように、白い包帯が絡んでほどけた。その中から露ろ出しゆつした白い腕の内側には、醜みにくい切り傷の痕が目め盛もりのようにびっしりと刻まれていた。

　きん、とコンクリートの床で、包帯から落ちたピンが音を立てる。

　ぢぎぢぎぢぎっ、とカッターの刃はが伸ばされる、不ふ吉きつな音が空気に響ひびいた。




「────〈私の痛みよ、世界を焼け〉!!」




　そして低く鋭く、少女が叫んだ。

　次の瞬間、少女は自分の腕にカッターの刃を当てると、力を込めて押し付けて思い切り横へと引いた。薄い刃が皮ひ膚ふを切り開いて、滑るように肉に入り込んだ。押し殺した微かすかな呻うめきと共に、びくん、と少女の身体からだが痛みに痙けい攣れんし、そして────




　ぎゃああああああああああああああああ──────────っ!!




　直後、猛もう烈れつな熱風が蒼衣の顔に吹きつけて、蒼衣の目に鋏はさみを突き入れようとしていた女性が突とつ如じよとして爆発的な炎ほのおに包まれた。「うわあ！」と悲鳴を上げて顔を庇かばった蒼衣の目の前で、女性はガソリンでもかぶったかのような恐ろしい勢いで全身を炎えん上じようさせ、獣けものじみた甲かん高だかい絶ぜつ叫きようを上げて、大きく身体を仰のけ反ぞらせた。

　髪の毛の燃える凄すさまじい臭いが空気に広がり、強烈な熱気が広くはない空間を炙あぶるように荒れ狂った。凄まじい叫び声を上げて火ひ達磨だるまになった女性が踊り場を暴れ回り、放り出された鋏が金属音を立てて跳ね、コンクリートの床に転がった。

「…………………………」

　そして黒い少女は松明たいまつのように燃え上がる女性を睨にらみつけながら、額ひたいに 脂あぶら汗あせを浮かべて左腕を女性に向けていた。

　その腕にたったいま自らの手でつけられた傷がぱっくりと口を開け、そこからみるみるうちに鮮せん血けつが溢あふれ出して、次々と白い腕を伝った。

　流れる鮮血は腕にまだ一部を絡みつかせている包ほう帯たいを汚したが、途と端たんに包帯はその場所から炭化を始め、瞬またたく間に炎ほのおを上げてあっという間に燃え落ちた。そして腕から雫しずくとなって滴したたり落ちた血は、熱した鉄板に落ちたような音を立てて煙を上げ、陽炎かげろうに似た透明な炎を噴ふいて、コンクリートの床に次々と焦こげ付きを穿うがっていった。

「────〈焼け〉！」

　再び少女は低く叫び、自分の腕にカッターを滑らせた。

　皮ひ膚ふが切り裂かれた再度の痛みに少女が歯を食いしばった瞬間、女性の全身を包んでいた炎が油を注そそがれたように火か勢せいを増し、渦うず巻まくように噴ふき上がった。

　女性のシルエットがあっという間に炎に喰われ、薪まきのように火炎の中に吞み込まれた。そして自らの背負った炎の重さに力尽きたように、ほどなく女性は膝ひざをつき、二階へ続く階段に倒れこんだ。

　女性の絶ぜつ叫きようが炎に食い尽くされてゆくように、徐々に細くなり、消えていった。

　赤い炎を上げて人間が燃えてゆく光景を、黒い少女は引き攣つったような厳きびしい表情で、じっと睨にらみ続けていた。

　それは殺意や憎ぞう悪おや苦痛にも見えたが、それ以上に目の前の光景を怖おそれているようにも見えた。どうやったのかは分からないが、それでも少女自身がその意思で為なしたであろうこの光景を、その少女自身がひどく怖れているように、何故なぜだか蒼衣には見えた。

　だがそう見えたのも一瞬で、少女はもはや女性がぴくりとも動かないのを確認すると、燃え上がる女性から視線を外した。

　するとその瞬間、凄すさまじい勢いで女性の身体からだを焼いていた炎は蠟ろう燭そくが消えるように、宙に吸い込まれるようにして刹せつ那なのうちに消えてなくなった。

　理解不能の現げん象しようだった。

　しかし黒い少女はそれらの現象にも、表面を炭のように炭化させた死体にも完全に興味を失ったように、あっさりとそれらに背を向けると、醒さめた目で蒼衣を見下ろした。

「………………」

「…………………………！」

　その凄みに、蒼衣は思わず身を強こわ張ばらせた。

　深まった夕ゆう闇やみの中、黒い少女は殺し屋のように立ち、左腕から流れる血も意に介さず、血の気の失うせた凄せい絶ぜつな美び貌ぼうで蒼衣を見下ろしていた。

　次は自分だ。空気に残る熱と髪の毛の燃えた臭いを感じながら、蒼衣はそう思った。

　呆ぼう然ぜんと見上げる蒼衣。黒い少女はそんな蒼衣をしばらく見下ろしていたが、やがて手にしたカッターの刃はを音を立てて収めると、静かに口を開いて声をかけた。

「無事？」

「………………え？」

　その一瞬、何を言われたのか蒼あお衣いには理解できなかった。

　蒼衣はそのままぽかん、と少女の顔を見上げていたが、しばしして自分の身を案じる言葉をかけられたのだと気づくと、思わず呆ほうけたような声を漏もらした。

「な…………何で……」

「無事みたいね」

　少女は蒼衣の疑問を無視して、にこりともせずにそう言った。

　助けられたらしい。ただそれだけの事実があまりにもあり得ないことに感じられたが、それでも安あん堵どとはいかないまでもさすがに緊きん張ちようが崩ほう壊かいして、蒼衣はコンクリートの手て摺すりに背を預けてずるずるとその場に座り込んだ。

「う……」

　途と端たんに鋏はさみの先せん端たんが触れた左目が痛み、蒼衣は小さく呻うめいて目を押さえた。

　少女の眉まゆが、寄せられた。

「……目？　目なら診みてもらった方がいいかも知れないわね」

　怒ったような表情で膝ひざをつき、少女は蒼衣を覗のぞき込んで言う。

　そして階下に向かって、

「颯さつ姫きちゃん！　すぐ〈神か狩がり屋や〉さんに連絡して。〈葬そう儀ぎ屋や〉さんに死体の処理を頼むのと、あと〈潜有者〉か〈保持者〉らしいのを一人確保したって」

　そう呼びかけた。

「……それから、医者の手配も頼んで。その〈潜有者〉かも知れない奴やつが、目を怪け我がしたかも知れないからって。眼科が要いるかも」

「あ……は、はいっ！」

　階段の下から、女の子の慌あわてたような返事。しかし慌てて駆け出そうとしたらしい女の子を黒い少女は呼び止めて、ポケットの中から意い外がいに可愛かわいらしい薄うす桃もも色いろの携帯を取り出して、階下の女の子に向けて差し出した。

「携帯なくしたんでしょ」

「あ、わ……そ、そうでした……！」

　慌てて階段を上がってきた女の子が、黒い少女の手から携帯を受け取る。

　そして再び慌てた様よう子すで降りてゆく女の子に目をやって、少女は小さく溜ため息いきをついた。

「まったく……」

　小さく呟つぶやく、黒い少女。

　その横顔に、蒼衣は目を押さえたまま半なかば喘あえぐような声をかけた。

「…………びょ、病院に……」

「わかってるわよ。いま頼んだから我が慢まんして」

　蒼あお衣いの言葉に、少女は不ふ機き嫌げんも露あらわに答えた。泣き言にでも聞こえたのだろう。しかし、それは誤ご解かいだった。

「ち、違う…………君の腕……」

「……え？」

　少女はそれを聞くと、虚きよを突かれたように自分の腕を見下ろした。そして無数につけられた傷きず痕あとと、血を流す二つの真新しい傷から不ふ愉ゆ快かいそうに目を逸そらすと、どこか言い訳するような調子で、呟つぶやくようにして言った。

「…………これはいいの。ほっといて」

「え……？　でも僕より傷は……」

「うるさいわね。それより自分の身の心配をして。あなたが〝いま狙われてる〟のか、それとも〝過去に狙われていたことがある〟のかは分からないけど、どちらにせよもう普通の生活はできないわ。それともあなた、どこかの〈ロッジ〉の所属？」

　拒絶か、誤ご魔ま化かしか、少女は訊たずねる。

「…………」

「やっぱりね。何も知らない風ふうだもの」

　わけがわからず沈ちん黙もくする蒼衣に、少女は溜ため息いきをついた。そして少女は立ち上がると、蒼衣に向かって言った。

「ようこそ、悪夢の満ちる〝世界の裏側〟へ。歓かん迎げいはしないわ」

　少女の言葉にあるのは、毅き然ぜんさとほんの微かすかな憐れん憫びん。

「あなたは不幸にも、〈神の悪あく夢む〉に遭あってしまった。あなたがいま見たのは〝悪夢に喰われた世界〟よ。私はあなたみたいに、それに巻き込まれた人を助けるための集まりのメンバー。私たちは〈騎士団オーダー〉と呼んでるわ」

「な……」

「あなたにはこれから、私と一緒に来てもらう。そしてあなたにも、この〝世界の裏側〟の真実を知ってもらうことになるわ。そしてあなたは、戦わずに死ぬか、戦って死ぬか、どちらかを選ぶことになる。たぶん拒否権は……ないわ」

　冷れい酷こくに、少女は言った。

「………………」

　言葉を失って呆ぼう然ぜんと少女を見上げる蒼衣。

　それを厳きびしい表情で、無言で見下ろす少女。

　それが白しら野の蒼衣と時とき槻つき雪ゆき乃のの、最初の出で逢あいだった。そして蒼衣と雪乃と、この先に遭そう遇ぐうしてゆく全ての悲劇との、忌いまわしくも運命的な、最初の出逢いだった。







　　　　２




　久しぶりにあの子の夢を見た。

　幼い頃によく遊んだ、幼おさな馴な染じみの女の子の夢────




　　　　†




　がさ、と朝の教室に鳴る、新聞をめくる場違いな音。

　一夜明けた火曜日の、典てん嶺りよう高校の１─Ａ教室。そこには家から無断で持ち出した新聞を机の上に広げて、難しい顔をして眺ながめる白しら野の蒼あお衣いの姿があった。

　私し立りつ典嶺高校は、地元では一いち応おう進学校に分類されている学校だ。最も寄より駅から歩いて五分。施設も充実。制服であるモスグリーンのブレザーも有名デザイナーによる評判のもの。しかし肝かん心じんの校舎が古くて建てつけが悪く、通い始めて初めて瑕か疵しが分かるという、それはそれでありがちな学校だった。

　蒼衣は今年から、この学校の生徒だ。

　通い始めて一ヶ月そこそこ。〝普通〟を信条としている蒼衣としては、まあそれなりに周囲とは上手うまくやっているつもりだ。

　古さの目立つ教室も、ようやく見慣れてきた。

　そんな教室の片かた隅すみで、今朝けさの蒼衣は自分の席に座り、机の上に広げた新聞を、眉み間けんに皺しわを寄せて黙々と眺ながめていた。

「うーん……」

　晴れた朝の光が、窓まど際ぎわにある蒼衣の席を照らしている。

　そんな中で時とき折おり唸うなりながら新聞をめくる蒼衣の姿は、いつもの教室の光景からすると明らかに浮いていた。

　しかし当の教室にはまだ生徒は半分も来ておらず、それをからかうような親しいクラスメイトもまだ来てはいなかった。早朝のそれぞれの仕事に忙しい生徒はそんな蒼衣を多少の奇き異いの目で見ることはあっても、取り立てて注目するということもなく、それぞれ予習なり宿題なり部活動なりの自分の用事に没ぼつ入にゆうするか、あるいは用事のために教室を出て行った。

「んー……」

　蒼衣は照らされる新聞を片手でめくりながら、頰ほお杖づえをついて眠たげにインクの匂においがする文字を追っていた。

　広げられた新聞は地方紙。蒼衣が読んでいるのは三面記事だ。

　先ほどから蒼衣の目と手はずっと、そんな事件記事ばかりを往復している。蒼衣は今朝からずっと、とあるニュースを探していたのだ。

　それは今朝けさの蒼あお衣いの寝ね不足の原因であり、また昨日クラスメイトにプリントを届けられなかった原因でもある事件だった。

　昨日のあのマンションでの事件を、蒼衣はずっと探していた。

　状況を見た限りでは、どう見ても猟りよう奇き殺人になるであろう、あの事件。

　それがテレビはおろか新聞にも全くニュースになっておらず、それどころか女性の死亡や失しつ踪そう記事も、あまつさえ関係のありそうな出来事さえも、学校にまで新聞を持ってきて何度もチェックしたにも関わらず今になっても見つけることができていなかったのだ。

　────人が一人、死んでいるというのに。

　昨日は不安と緊きん張ちようと、その揺り返しの興こう奮ふんでろくに寝られなかったが、結局パトカーや救急車のサイレンが街に鳴り響ひびくこともなく、騒ぎにすらならずに夜が明けた。

　きっとうっかり人を殺して死体を埋めて逃げている犯人の心しん境きようは、昨夜から今までの蒼衣の心境と似ているのではないだろうか。とにかく昨日の出来事も、女性の死も、まるでそんなものは存在しなかったかのように、その片へん鱗りんさえも世間からは見出すことができなかった。

「………………」

　蒼衣は、黙って新聞を閉じた。

　あの目玉を抉えぐられた女性の死は、完全に〝無いもの〟になっていた。

　こうなることは説明されていたはずだったが、それでも実際にそうなってしまうと犯罪の片かた棒ぼうをかついでしまったような、謂いわれのない気分にどうしても蒼衣は襲おそわれた。完全に消されてしまっていたのだ。蒼衣を襲って、そして黒い少女に謎なぞの力で焼き殺されてしまった、あの階段の若い女性は。

　あのあと蒼衣は、雪ゆき乃のと呼ばれていた黒い少女の、仲間だという人物に引き合わされた。

　タクシーに乗せられ連れて行かれた病院の待合室で、蒼衣は黒い少女たちの世話役をしているという一人の若い男性と会い、蒼衣が遭そう遇ぐうしたものの正体と、そしてあの焼き殺された女性も蒼衣同どう様よう被害者に過ぎないのだと説明された。

　蒼衣の出で遭あったものも含めて、全ての怪かい奇き現げん象しようは〈神の悪あく夢む〉なのだと。

　そして、それに遭遇して生き延びた者たちが集まって、その〈神の悪夢〉に巻き込まれてしまった人を助け、そしてあの女性のように手遅れになってしまった者をやむを得ず殺して、世間からその存在をひた隠かくしにしているのだと。

　にわかには、信じられない話だった。

　自分がマンションで見たものさえなければ、何かの妄もう想そうか宗教だと思うくらいだ。

　しかしそれを説明した男性は、「すぐに信じる必要はないよ」と微笑ほほえんで、そのまま蒼衣は解放された。

　最後に「でも気をつけて」と、それだけ言って。

　そして蒼あお衣いは家に帰り、夜が明け、こうしてここにいる。

　だいぶ落ち着きはしたが、しかしまだ心の整理はついていなかった。

　朝一番にニュースを見て、新聞を隅すみ々ずみまで読むくらいには。そして朝早くに家を出て、小さな焦こげ痕あとの他には血の一滴すらも残っていないマンションの踊り場を確かめに行ったくらいには、まだ彼らに聞かされた話を、信じることも疑うこともできてはいなかった。




「────よっ！」




　その時、突とつ如じよ蒼衣の肩が勢いよく叩たたかれた。

「うわ！」

「はっはっは、おはようシラノ」

　物思いに沈んでいた蒼衣の肩を通り過ぎざまに叩いたのは、朝っぱらから満面の笑みを浮かべた、長身大おお柄がらに黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの男だった。

「……ああ、おはよう。敷しき島しま」

　蒼衣は物思いを破られて、挨あい拶さつを返す。

　敷島はそれに対して朝からテンションの高そうな笑みを返し、乱暴というか大おお雑ざつ把ぱな動作で鞄かばんを机の上に置き、その騒そう音おんで無用な注目を周りから集める。

　この同級生の敷島譲ゆずるという男は、名前とはまるで違った遠えん慮りよのない男だった。

　出席番号順で蒼衣の前の席。出会った当日にこの調子で話しかけられ、そのままなし崩し的に親しくつきあっている。

　その無む駄だに大柄な敷島の横に、こちらはやや小こ柄がらな男。

　線の細い少年っぽい風ふう貌ぼうに、妙みように表情に乏しい眠たげな顔。蒼衣と目が合うと、挨拶代わりに軽く片手を挙げて見せる。

「やあ、佐さ和わ野の」

「ん」

　蒼衣の返礼に、それだけ答える。佐和野弓ゆみ彦ひこは敷島と小学校中学校が同じで、体格も性格も正反対に近いが、いつも一緒に通学してくる友人同士だった。

「……うわ！　シラノ、何それ？」

　そして一息ついた敷島が真っ先に反応したのは、蒼衣の机の上の新聞だった。

「何で新聞？　おまえ、お父とうさん？」

「うるさいなー」

　苦く笑しようしながら蒼衣は新聞を畳たたむ。

「いずれ社会の一員になる身として、社会への関心に目覚めたんだよ。……今日だけ」

「今日だけかよ」

　適当なことを言う蒼あお衣いに敷しき島しまは笑う。もちろん本当の理由など言えない。蒼衣は畳たたんだ新聞を、鞄かばんの中に突っ込んだ。

　そしてすっかりこの話題を終了させた気でいた蒼衣に、敷島は言った。

「いや、まあ、でも今日は新聞でよかったよ」

「……は？」

　唐とう突とつな敷島の言葉に、ぽかん、となって思わず蒼衣は聞き返した。

「何だ、その『よかった』って」

「お前は時々、ここで怖こわそうな本を読んでるからな。俺は怖いの駄だ目めだから、そういう時はシラノに近寄らないようにしているのだ」

「……」

　初めて知った。そして、どこに威い張ばる要素があるのか、胸を張る敷島。

　そんな敷島に軽く呆あきれた後、蒼衣は眉まゆを寄せた。怖い本など、ここ最近は読んだ覚えがなかったからだ。

「……読んでないぞ、怖いのなんて」

　だから蒼衣は、そのまま答えた。

「ふふん、またまた。騙だまされんぞ。そうやってみんな俺を騙して怖い話を読ませようとするんだ。昔から」

「何だか知らないけど昔から騙されてたのか」

「あとは怖い話を朗ろう読どくしながら俺を追いかけたりな！」

　どこか遠い所を見て主張する敷島。

　蒼衣は佐さ和わ野のの方を見た。無表情で頷うなずく佐和野。きっと犯人の一人はこいつだろう。しかも主犯の。

「…………でも本当に覚えがないんだけどなあ」

　それはともかく、蒼衣はどうしても思い出せずに首を傾かしげた。

　敷島は蒼衣を指差して、大おお仰ぎような動作と口く調ちようで言った。

「まだ言うか。俺は見たんだぞ、この目で」

「そう言われてもなあ……」

「お前がここで、『最悪の』とか『世にも恐ろしい』とか、そんな感じの怖そうなタイトルが書かれた本を読んでいたのを！」

「最悪の？」

「そうだ。それを見て、俺は慌あわてて逃げ出したのだ」

「……」

「入学してすぐくらいの時だ。これで言い逃れはできまい」

　情なさけない内容を得とく意い気げに語る敷島。だが蒼衣はしばし眉まゆを寄せ、やっと思い出した。ようやく話が繫つながった。

「……それ、ひょっとして『最悪のはじまり』じゃないか？　『世にも不幸せなできごと』シリーズの」

「みろ！　覚えがあった！」

「それ児じ童どう書だぞ。映画化された。ちょっとだけコメディタッチな」

「………………」

　蒼あお衣いは言う。敷しき島しまは黙る。

　真剣な顔で、しばらく敷島は蒼衣の目を見た。そして敷島は蒼衣の肩に手を置いて、やがて口を開いた。

「……俺はお前を信じてたよ。シラノ」

「噓うそつけ！」

　蒼衣は叫んだ。

　ぼそりと佐さ和わ野のが言った。

「いや、敷島は本気だ。そういうことにしておけ。そうすれば敷島がより救いようのない嫌な人物だということに……」

「いやいやいや、ちょっと待て！　それは待て！」

　始まった敷島と佐和野のやり取りに、蒼衣は笑う。

　いつもの馬ば鹿か馬鹿しい会話に、蒼衣は心が軽くなるのを感じた。だから蒼衣は〝普通〟が好きなのだ。日常と普通に埋もれて暮らすことが蒼衣の随ずい一いちの望みで、そして友達こそが蒼衣にとって、普通と日常の象しよう徴ちようと言ってもよい大切なものなのだった。

　と、そのとき。




「ええと……し、白しら野のくん？」




　不意に横合いからかけられた、おずおずとした女の子の声に、蒼衣は振り向いた。

「あ……？　あ……ああ、杜もり塚づかさん？」

「う、うん。昨日は電話、ありがと……」

　蒼衣に話しかけるには、ちょっとだけ席から離れすぎている場所に立つ女の子。

　眼鏡めがねをかけて、襟えり元もとに短い三つ編みを作っているこの女の子を、蒼衣はこのとき初めて、杜塚眞ま衣い子こというクラスメイトであると完全な形で認識した。

　昨日、例の事件のせいでとうとうプリントを届けに行けなかった蒼衣は、夜のうちに連絡網もうを頼りに電話をかけていた。

　それは不ふ慮りよの事情でプリントを届けに行けなくなったことを詫わびるための電話だったが、そのとき電話に出たのは眞衣子本人で、この通りのおずおずとした話し方で、蒼衣からの電話に随ずい分ぶんと驚いた様よう子すで応対していた。

　詫わびる蒼あお衣いに、杜もり塚づかはたどたどしく、「気にしないで」と何度も言った。

　そして後日に改めてプリント類を届けに行くという意思を蒼衣が伝えると、それに答えて杜塚は「明日学校に行くつもりだから、そこで渡してくれればいい」と答えた。

　ならば蒼衣があのマンションまで出向く必要はなかったということで、それを聞いた瞬間、蒼衣は頭の中で真剣に担たん任にんを呪のろった。ともかく、それで蒼衣は再びプリントを届けに行く用はなくなってしまったわけで、そんなわけで今日こうして、蒼衣は今までろくに面識もなかったクラスメイトと初めて顔を合わせて言葉を交わすこととなったわけだ。

　入学早そう々そう学校を休みがちにしていて、ろくに見たことがない彼女と。

「えーと、じゃあ、プリントはここに……」

　蒼衣が鞄かばんから学校のロゴが入った大きな封ふう筒とうを取り出して差し出すと、杜塚は俯うつむき気味に手を伸ばしてそれを受け取った。

「あ、ありがとう……」

「いや、ごめんな。昨日ちゃんと行ければ良かったんだけど」

　とりあえず、蒼衣は笑顔を作る。

　実際にはマンションまで行った。しかし、届けられなかっただけだ。

　届けられなかった理由は、もちろん言えない。そしてその理由を思い出すと、無理にでもここで笑顔を作っておかないと、自分がうっかりどういう顔をしてしまうか、正直予想もつかなかった。

　だから応対しながら、蒼衣は意識して笑顔を浮かべた。

　変な感じに笑いかけたためか、杜塚が余よ計けいに黙って俯いた。

　かといって立ち去ろうとするわけでもない杜塚との間に妙みような沈ちん黙もくが生まれて、蒼衣はしばし困る。蒼衣は話題を探した。話題はすぐに見つかった。

「と、ところでさ、昨日なんだけど……」

「……？」

　そして蒼衣が刹せつ那な迷ってから選び出した話題は、本当は昨日の電話のときに切り出そうと思いつつ、結局言い出せなかった問いだった。

「昨日、杜塚さんのマンションの辺りで、何かなかった？」

　蒼衣は訊たずねた。言いながら、さすがに少し緊きん張ちようした。

　今朝けさからの蒼衣の試みの、これは最後のとどめだった。新聞にもあの事件は出ていない。ならばそこに住んでいる住人は何かに気づいていないのかと、蒼衣は今朝からずっと、それが気になっていたのだった。

　できるだけ軽く言ってはみたが、内ない心しんは屋根から飛び降りるくらいに緊張していた。

　答えを待つ。しかしその蒼衣の緊張を、杜塚はあっさりと吹き散らした。

「え……昨日？　うちで？　……ううん？　別に、何も……」

　困こん惑わくした表情で、杜もり塚づかは首を横に振った。

　それを聞いた蒼あお衣いは、思わず軽く溜ため息いきをついた。そのときに自分が感じたものが安あん堵どなのか失望なのか、蒼衣には自分でも、正直よく分からなかった。

「そっか……ところで杜塚さんは、何で学校休んでんの？」

「あ……ええと、お母かあさんが病気で……」

　ついでに続けた問いにも、杜塚は実に普通な答えを返した。

　要するに休みの原因をそっちに求めてみたわけだが、こちらはそれほど期待していたわけではないので、蒼衣は普通に頷うなずく。

　だが、

「そうなんだ」

「うん、癌がんで……そろそろ危なくて……」

　眞ま衣い子この声が沈んだ。期待どころか藪やぶ蛇へびになった。

「あ……わ、悪い。ごめん」

「ううん、いいの。気にしないで」

　杜塚は首を振る。

「そ、そっか。ごめんな。じゃあ、頼まれたものはちゃんと渡したから」

「う、うん……」

　蒼衣は内ない心しんかなりの動どう揺ようをしていたが、それでもこれで話の区切りにはなった。

　話は終わって、杜塚は蒼衣の席から離れた。そして杜塚はプリントの束が入った封ふう筒とうを抱きしめるように持って、自分の席へと戻っていった。

「……あー、くそ。しまったな……」

　杜塚の後ろ姿を見ながら、蒼衣は呟つぶやいた。

　不ふ可か抗力ではあったが、蒼衣としては後ろめたかった。

　自分の事情に固こ執しつする余りに、杜塚への配はい慮りよを欠いてしまったという気になったのだ。

　事件の事はしばらく忘れよう、と蒼衣は心の中で思った。これ以上こんな異常なことに囚とらわれて、クラスメイトに迷めい惑わくをかけたり不ふ審しんに思われたりするのは、普通と日常を愛する蒼衣にとっては、本ほん末まつ転てん倒とう以外の何物でもなかった。

　見回せば、いつの間にか教室には生徒たちの数が増えていた。

　友人と一緒だと時間の進みが速い。敷しき島しまが来る前はずいぶん早い時間だった気がするが、黒板上の時計が指している時間はもうＨＲ間ま近ぢかだった。

　教室のざわめきが、蒼衣を包んだ。

　蒼衣はそれを吸い込むように深しん呼吸して、目を閉じる。

「……」

　そうだ、忘れよう。蒼あお衣いは思う。

　今朝けさからの証しよう拠こ探しは、ほとんど徒と労ろうに終わった。もうあの事件が存在するのは蒼衣の記き憶おくの中と、そしてマンションの踊り場で見つけた、今にも消えそうなコンクリートの焦こげ痕あとだけなのだ。

　このまま何もかも忘れて、二度とあそこに近づかなければ、そのまま全てはなくなってしまうのではないかと思えた。そうだ、それがいい。蒼衣は思う。

　そして、丁ちよう度どそのとき予よ鈴れいが鳴り、それに合わせて担たん任にんの先生が教室に入って来た。

　クラスメイトの皆がぞろぞろと席につき始め、生徒たちの最後の喧けん騒そうと、椅い子すが床を擦こする音が教室中に響ひびいた。

　そんな中で、蒼衣は教きよう卓たくで出席簿ぼを広げている中年男性に、軽く恨うらみの視線を向けた。

　そして、蒼衣はその直後に気合を入れる要よう領りようで自分の頰ほおを張って、それを最後に気持ちを切り替え、蒼衣は今までの全てを意識から追い出して、これからの授業と学校生活へと新たにその意識を向け直した。




　……そして蒼衣は、この自分の決心がいかに無意味なものだったかを知ることになる。




　　　　†




　時が経ち、放課後。

　この日の授業を終え、すっかり日常を取り戻して帰宅の途につこうとした蒼衣が校門を出ると、いきなり背中から声をかけられた。




「────白しら野の君、でよかったのよね？」

「………………!!」




　突とつ然ぜん自分の名前を呼んだ、その澄んだ女の声に、蒼衣の背せ筋すじが電気が走ったように伸びた。慌あわてて振り向いたそこには、学校の門もん柱ちゆうの陰に、道行く人の目を引くほどに整った貌かおをした、近くの公立高校の制服であるセーラー服を着た少女が一人立っていた。

「き、君は……！」

　思わず上ずった声を上げる、蒼衣。

　それは忘れもしない、あのときとは服装こそ違うものの、昨日あのマンションの前で蒼衣をタクシーに詰め込んで、そのまま別れたきりの〝黒い少女〟だった。

　この、呼吸する空気そのものが我が慢まんならないとでも言い出しそうに引き結んだ口元と、印いん象しよう的な強い目をした少女。

　服装はあのときとは全く違い、この市を歩けば普通に見られる市立一いち高こうの制服だったが、その伝統的な黒いセーラー服は、皮ひ肉にくにもあのときの服装と非常に近い印象を持っていることに蒼あお衣いは少女を目の前にして初めて気がついた。

「君は……たしか、雪ゆき乃のさん、だよね？」

　できるだけ考えないようにしていた、しかしとても忘れられるものではない昨日の記き憶おくを掘り出して、蒼衣は訊たずねた。

「時とき槻つき雪乃」

　その問いに対して、少女はたったそれだけ、そっけなく答えた。

　そんなやり取りをしたところで、蒼衣は不意に気づいた。門から出て来る下校を始めた生徒たちが、よその学校の制服を着た、しかもとてつもない美少女に、目を向けていることにだ。

　もちろんそれは一緒にいる蒼衣にとっても同じことで、その注目に蒼衣は慌あわてた。

　蒼衣は早くこの場から逃れようと、慌てて少女に訊ねた。

「な、何の用でこんなとこに？」

　上ずった蒼衣の問いに、少女は冷静に答えた。

「あなたを迎えに来たわ」

「…………え？」

　蒼衣の間抜けな疑問符ふを、夕刻の風が、静かに吹き流していった。
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　　　二章　傷を持った騎士
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　そこは蒼あお衣いもよく知る、学校の最も寄より駅の近く。

　駅前の大通りから少し外れた場所にある小さな古い通りに、その建物は建っていた。

　都市開発から取り残されたような、瓦かわら屋根の家が並ぶ一角。時とき槻つき雪ゆき乃のの先導によって連れて来られたこの場所に、目的地になる建物は、その古めかしい一角を占めるのにあまりにも相応ふさわしい、レトロな姿をして建っていた。




『神か狩がり屋や──古こ物ぶつ・骨こつ董とう・西洋アンティーク』




　そんな厳いかめしい字じ面づらの看かん板ばんを掲げた、古い店てん舗ぽ。

　どうやら古い写真館のようなものを改装したらしい、白い塗料の塗られた木造のその店は、喫きつ茶さ店にでもすればいい雰ふん囲い気きが出そうな、店自体がアンティークといってもいい昭和初期の風ふ情ぜいがただよう建物だった。

　雪乃は蒼衣の方を見もせずに、ただその店を示して、言った。

「ここよ」

「こ、ここは……何？」

　校門前で同じ学校の生徒に注目される状況に耐えられず、そして一緒に来て欲しいという頼みを断れずに、ここまでついて来てしまった蒼衣。

　学校からここまで十五分ほど。これが校門前のやり取り以降、初めて交わした会話だった。

　しかしこれは、どう考えても一番最初に聞いておくべきことだった。だが自分がどうなるのか、どこに連れて行かれるのかという先の非日常な不安よりも、学校の皆に余よ計けいな注目をされるという目の前の〝普通〟が脅おびやかされていることへの恐怖が、蒼衣の中では明らかに優先されていたのだった。

　そんな何かがずれている蒼衣の発言に、しかし雪乃は気づいた様よう子すもなく、今まで通りの不ふ機き嫌げんな表情で振り返った。そして、

「ここは私たちの〈ロッジ〉。活動拠きよ点てんみたいなものよ」

　とそれはそれで正確な説明をしているのだろうが、どこか違う方面にずれた答えを蒼衣へと返した。

「………………」

　どんどん普通から離れてゆく会話に、蒼あお衣いは正直帰りたくなった。

　だが雪ゆき乃のの表情と昨日の記き憶おくが、ここで帰るという選択肢しが存在しないであろうということを、蒼衣にはっきりと告げていた。

　仮にも駅近くだというのに、人ひと気けの全くない通りと、時代から取り残されたような建物。

　看かん板ばん脇に開放されている入り口から覗のぞいている、明らかに薄うす暗ぐらい、店の中。

　商品と思おぼしき古い簞たん笥すなどが垣かい間ま見えるその入口は、蒼衣にはさしずめ異い界かいに開いた入口に見える。しかし先に立ち、すでに入り口にさしかかっている雪乃が蒼衣を振り返っていて、その視線に逆らえるはずもなく、蒼衣は小さな溜ため息いきをついて雪乃の背中を追った。

　追いついた蒼衣を、しかし雪乃は眉まゆ根ねを寄せ、しげしげと眺ながめた。

「な……何？」

「別に」

　蒼衣は思わず訊きいたが、雪乃はたったそれだけ答えると、ふい、と元の方向を向いて、そのまま店の中へと入っていった。

　そんな蒼衣たちを最初に迎えたのは、女の子の声だった。

「あ、雪乃さん！」

　所ところ狭しとガラクタ染みた物が詰め込まれた店の中で、雪乃に気づいてぱっと笑顔を浮かべたのは、昨日あのマンションで出会った、ヘアピンの女の子だった。

　確か、颯さつ姫きと呼ばれていた女の子。

　髪に差し込まれた大きくてカラフルなヘアピンも、昨日とは色や組み合わせが違うものの、蒼衣の記憶にあるそのままだ。

　昨日はあの混乱状態だったので分からなかったが、よく見れば可愛かわいらしい女の子だった。

　感情表現がそのまま表おもてに現れたような笑顔が、この埃ほこりっぽい店の中でも映える。

　女の子は蒼衣にも目を向けると、笑顔で挨あい拶さつした。

「はじめまして！」

　え、と蒼衣は言葉に詰まった。会話こそしていないものの二人は昨日会っていて、蒼衣も昨日と同じく制服を着ているので、特に見間違えようもなかったからだ。

「え？　えーと…………はじめまして」

「……？」

　思わず戸と惑まどいながらそう返した蒼衣を、女の子は少し不ふ思し議ぎそうに見返した。

　しかしそれも一瞬のことで、すぐに店の奥のカウンターを指し示すと「奥へどうぞ」と蒼衣を促うながした。

　そして女の子は傍かたわらの雪乃へ笑いかけると、

「神か狩がり屋やさんが、雪ゆき乃のさんにもお話があるそうです」

　と、そう伝えた。

「……そう」

　雪乃は面めん倒どう臭くさそうに短く答え、それでも素直に店の奥へ向かった。

「こっちです」

「あ……うん」

　女の子はにこやかに蒼あお衣いを案内して、ごちゃごちゃと皿やら人形やらが陳ちん列れつされた棚の間をすり抜けるようにして雪乃の背中を追いかけた。

　これも商品かと思ったほどの骨こつ董とう品のレジスターが置かれたカウンターに近づくと、その周辺は比ひ較かく的てき整理され、ささやかながら空間が作られていた。

　カウンター脇の空間には応接用なのか、喫きつ茶さ店に置かれているような大きな丸テーブルと、それに合わせた五ご脚きやくほどの椅い子すが用意されている。

　そして、

「神狩屋さーん！」

　女の子が、カウンターの奥へ呼びかけた。

　店の奥からはしばらく反応がなかったが、やがてばたばたと音がすると、慌あわてた様よう子すの若い男性が戸を開けて店へと出てきた。

「神狩屋さん、遅いですよ！」

「やあ、ごめん。颯さつ姫き君。うっかり本を読むのに夢む中ちゆうになってしまった」

　奥から出てきたのは髪に白髪しらがの混じった、瘦やせて眼鏡めがねをかけ、シャツにベストという格かつ好こうのどこかとぼけたような印いん象しようをした二十代後半の男性。

「あ、あなたは……」

　蒼衣は思わず声を上げる。

「やあ、昨日は悪かったね。白しら野の君」

　答えて男性は、微笑ほほえんだ。

　忘れもしない、昨日会ったばかりの男。

　彼こそが昨日病院の待合室で引き合わされて、蒼衣にあの〝事件〟についての説明をした、〈騎士団オーダー〉という集まりの世話役をしているという、鹿か狩がり雅まさ孝たかと名乗った男性だった。
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　私たちの心の、深く深く、とても深く。

　もう『私』というモノすら分からなくなるほどの遙か深くに、神様がいます。

　神様は深みの寝しん所じよで、ずっと眠り続けています。

　神様はずっと、夢を見続けています。

　神様はあるとき、悪い夢を見ました。

　神様は全知なので、この世にある全ての恐怖をいちどに夢に見てしまいました。

　神様は全能なので、自分の見た悪あく夢むを切り取って、寝所の外に捨ててしまいました。

　切り取られた悪夢は大きな泡あわになって、深みの寝所からゆっくりと上がっていきました。

　大きな泡は上へ上へと浮かびながら、二つに、四つに、八つにと分かれていきました。

　泡はいくつにも分かれ、やがて数え切れないほどの小さな泡になりました。

　そしてたくさんの泡は、遙かな深みから次々と浮かび上がってきます。

　私たちの、心へ向けて。

　神の見た、悪夢の泡が。
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「……いいかい？　これは君の見たモノを説明するに当たっての、一つの解かい釈しやくと考えてもらっていい」

　昨日、蒼あお衣いがタクシーによって連れて行かれた病院。

「この『詩』は一八○○年代中なかほどにイギリスで書かれた、通称『マリシャス・テイル』。日本語にすると『悪意ある物語』と呼ばれている本の冒ぼう頭とう文なんだ」

　とっくに診しん療りよう時間は過ぎているはずの病院で検けん診しんが行われた後、照明が半分落とされた待合室で、その鹿か狩がり雅まさ孝たかと名乗った眼鏡めがねの男が語ったのは、そんな『詩』の物語だった。

「この『マリシャス・テイル』という本は、原題が『人に科せられし残ざん酷こくなる運命と戦うべき騎き士したちの為ために記す、深みより来たる大いなる泡の秘密、あるいは悪意ある物語』という非常に長い名前の自じ費ひ出版本だ。内容はいま言ったような神の悪夢にまつわる幻げん想そう物語と、その不ふ可か避ひの災さい厄やくに対する人類への警けい告こく、そしてその恐るべき事実を書き残すという、自分の罪への懺ざん悔げが綴つづられている。

　この本は一八○○年代初めに生まれた、ジョン・デルタというイギリスの童どう話わ作家が書いたいわゆる〝奇書〟の類たぐいだ。別にこの内容を君が信じる必要はないよ。現に僕も、この本に対していくつかの点で異い論ろんを持っているくらいだからね。作者のジョン・デルタはこの本を書いた頃、自分が十二万二千七百八十一個の平行世界に同時存在しているという妄もう想そうを発症して失しつ踪そうしている。この十二万あまりの平行世界に関する詳しよう細さいな覚おぼえ書がきもあったらしいんだけど、友人たちが彼の失踪に気づいて自宅に踏み込んだときには、覚書と日記が暖だん炉ろの中で見つかって、燃やされて十分の一も読めない状態だったらしい。

　……まあ、それは余よ談だんだから関係ないんだけど、こういう人物の書いたものだから、君が鵜う吞のみにして信じる必要はないってこと。でも信じる信じないということは置いておいて、この世界に存在する怪かい現げん象しようの正体について一つの重要な答えが書かれているんだ。

　曰いわく、『この世界に存在する怪現象は、全て〈神の悪あく夢む〉の欠片かけらである』。

　この真しん偽ぎはともかくとして、君が今日見たような怪現象の類たぐいを、僕らはこの神の悪夢の泡あわの物語になぞらえて〈泡ほう禍か〉と呼んでいる。

　この神の悪夢の泡は人間の意識に浮かび上がると急速にその人の持っている恐怖や悪意や狂気と混ざり合って、すぐに人間の小さな意識の器では収めきれなくなって現実に溢あふれ出すと言われている。そして溢れ出した悪夢は現実世界を変質させ、悪夢を現実のものとして〈顕けん現げん〉させてしまう。

　君の見たモノの正体は、つまり〝それ〟だ。溢れ出した悪夢は身近にある、物体、生物、精神など、ありとあらゆるものを変質させて現実に悪夢の物語を作り上げる。内容は〈泡〉の大きさと、そのとき〈潜有者インキユベーター〉となった────つまり神の悪夢の〈泡〉が意識に浮かび上がってしまった人、その個人の抱える悪夢によって様々だ。

　僕らは、過去にそんな悪夢の起こした異い常じよう現象に巻き込まれたことのある者が集まって、互いに心の傷をケアしたり、君のように新たに〈泡禍〉に巻き込まれた人を助けたりしているボランティアの集まりみたいなものなんだ。この〈泡禍〉による怪現象は規模の大きなものになると物もの凄すごく危険で、巻き込まれたら最後大半の人間が死んでしまうようなものも少なくない。

　しかもそういうものは後こう遺い症しようもひどくて、生き残った人間の心に傷とともに〈泡〉の欠片が残ることがある。そうなると……恐怖だけでなく現象がフラッシュバックする。

　君の目の前で、雪ゆき乃の君という名前の黒い服の子が使って見せたのが〝それ〟だ。

　彼女の〝痛み〟は火に変わる。彼女がかつて遭そう遇ぐうした、悪夢によって引き起こされた悲ひ惨さんな事件の欠片だ。この欠片のことを、僕らは〈神の悪夢〉という大きな物語の一部という意味で〈断章フラグメント〉と呼んでいる。これは不発弾だんのように心の中に眠っていて、彼女のように訓練してもなお、そうでないならなおさらに、いつ爆発して自分や周りの人間に〈泡禍〉を与えるか分からない、非常に危険な後遺症だ。

　……つまりね、まとめて言うと、この世界に生きる人間の心は、常に神の悪夢が浮かび上がってくるという危険に晒さらされているんだ。

　心に悪夢の〈泡〉が浮かび上がってしまうと、その人を中心にして〈泡禍〉と呼ばれる常じよう軌きを逸いつした怪現象が起こる。その怪現象が巨大なものだった場合、巻き込まれた人間の多くは悲惨な運命を辿たどる。そして巻き込まれてしまった人間が生き残り、さらにひどい心の傷を負っていた場合、そのうちの一部の人間の心には、トラウマと共に後遺症として〈泡〉の欠片が残留することがあるんだ。

　この欠片が、〈断章〉だ。これを持って生き残ってしまった人間を僕らは〈保持者ホルダー〉と呼んでいる。つまり君が会った雪ゆき乃の君や、僕のことだ。僕らは自分の出で遭あってしまったこの悲ひ惨さんな現げん象しようから、人々を助け出そうと活動している。

　つまり今は、君を、君が見たあの現象から助けようと思っているわけだ。君はどういう形かはまだ判わからないけれども、すでに〈泡あわ〉に巻き込まれている。……まあ、いきなりこんなことを言われて怪しんでるだろうけど、君が今日見てしまったモノを念ねん頭とうに入れて、少し考えておいてほしいんだ。すぐに信じる必要はない。でも、気をつけて欲しい。今この街では、『午後六時を告げる放送を聞きながら階段を降りると惨ざん殺さつされるかもしれない』という、そんな悪あく夢むの物語が存在しているんだよ……」




　…………………………

　………………………………………………







　　　　３




　昨日、蒼あお衣いにそんな説明をした眼鏡めがねの男。

　蒼衣は今、その神か狩がり屋やと呼ばれているらしい男の店でガラクタじみた商品に囲まれて、当の人物と、ささやかなお茶の席を囲んでいた。

「どうにも不ぶ精しようでね、あまり良いものが出せなくてごめん」

「い、いえ……」

　どこかとぼけたような笑顔で、カップにインスタントコーヒーを入れる神狩屋。

　この神狩屋という男は自分で言うだけあってあまり身の回りを構いつけていないらしく、よく見れば上等そうなシャツはよれよれで、若くして白髪しらが混じりの髪も、もう夕方だというのに寝ね癖ぐせが直りきっていないという有あり様さまをしていた。

　五人がけの丸テーブルには蒼衣と神狩屋の他に、恒こう常じよう的に不ふ機き嫌げんそうな表情をした少女と、ヘアピンをつけた女の子がいた。

　女の子の方は神狩屋を手伝って、せっせとコーヒーを席に並べている。

「……」

　蒼衣は、どうして自分はこんな所まで来てしまったのだろうなどと考えながら、整えられてゆくお茶の支し度たくをぼーっと眺ながめていた。

　ここに蒼衣をつれてきた雪乃は特に会話をする気もないらしく、テーブルに小さく頰ほお杖づえをついて、そっちに何か恨うらみでもあるのか、あさっての方向を睨にらんでいる。

「…………さて、と」

　そして一通りの体てい裁さいが整うと、神狩屋が改まって口を開いた。

「あらためて紹介させてもらうね。僕は鹿か狩がり雅まさ孝たか。神か狩がり屋やとみんな呼んでいるから、そう呼んでくれてもいい」

　神狩屋はまず、そう言った。

　テーブルに手を組んで真っ直ぐに蒼あお衣いを見る姿は、思いのほか姿勢が良い。それはあまり今いま風ふうではない服装と相まって、まるで古い昭和を舞台にした映画の登場人物のように、ひどくこの店に馴な染じんだ、独特の浮うき世よ離れした雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「そしてこちらが時とき槻つき雪ゆき乃の君で、この子が田たの上うえ颯さつ姫き君」

　雰囲気に少し気後れした蒼衣に、神狩屋は穏おだやかな笑みを浮かべたままあとの二人を紹介する。紹介された颯姫が、屈くつ託たくなく蒼衣に笑いかけた。

「よろしくお願いします」

「あ、う、うん。よろしく」

　気後れと戸と惑まどいを抱いたまま、蒼衣はただ答える。

　雪乃はあさっての方向を見るのはやめたものの、相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、黙ってコーヒーに口をつけただけだった。

「さて、白しら野の君。今日は急に連れてきて済まないね」

　神狩屋は穏やかな笑みを、蒼衣に向けた。

「あ、いえ……」

「……うーん、君は変わってるね。話が早いのはいいんだけど、あんまり物分かりがいいとかえって心配になるよ。普通はもう少し話がこじれるものだから」

「はあ……」

　蒼衣の返答に苦く笑しようして、神狩屋は言った。

　普通を愛して自認している蒼衣としては、変わっているという評は不本意だ。だがそれでも確かに、今の自分がしていることは奇き妙みようだとも思う。




　────何で自分は、平然とこんなところに座ってるんだ？




　答えは簡単、人の頼みが断れない性格のせいだ。

　しかしそれが分かりきっていながらも、胸の中ではずっと疑問と違い和わ感が渦うず巻まいていた。

　異常な現げん象しように遭そう遇ぐうし、さらにこうして異常な話を聞かされても、まるで近所のおばさんの世間話に付き合わされている時のような返答をしている。

　滑こつ稽けいな自分。

　自分は何故なぜ、ここにいるのだろう？

　蒼衣が心の中で自分に首を傾かしげている脇で、話は先に進められる。

「えーと、とりあえず、話は昨日の続きになるんだけど…………ええとね、白野君。君には悪いんだけど、実はこの店に入った時に、ちょっとしたテストを君にしてみたんだ」

「あ、はい………………えぇ!?」

　物思いで聞き流しそうになったが、危うくその言葉は耳に入り、蒼あお衣いは思わず声を上げた。

「テ、テストですか!?　いつの間に？」

「ああ、気づくようなものじゃないから、驚くのも無理はないね」

　驚く蒼衣に、神か狩がり屋やはただ微笑ほほえむ。

「どんなテストだったかというと、念のため君が本当に過去〈泡ほう禍か〉に遭そう遇ぐうしたことがあるのかというのをもう一度調べてみたんだ。何をやったかというのは後で説明するけど、結論を言うと君が過去〈泡禍〉に遭遇していたことは間違いない」

　神狩屋は言う。

「あと、それともう一つ。実は僕らは君があの〝女性〟────つまりあのマンションで君を襲おそった女性がああなる原因になった、〈潜有者〉なんじゃないかと疑っていたんだ」

「……！」

　蒼衣は愕がく然ぜんとした。

「つまり君の意識に悪あく夢むの〈泡あわ〉が浮かび上がっていて、その〈顕けん現げん〉の結果があの〝女性〟ではないか、ってことだね」

「は、はあ……」

「でも結論を言うと、これもどうやら違うらしい」

　神狩屋は腕組みをした。

「実はこの街では、すでに数件の〈泡禍〉が起きていてね。それを調べている時に、雪ゆき乃の君が君とあの〝女性〟とに出くわしたんだ。

　当然君が関係あるものだと予想していたんだが……雪乃君のお姉ねえさんの見立てでは、どうやらそれも違うらしい。となると、君は偶然あの場所に居い合あわせただけで、〈泡禍〉には過去すでに遭遇していたということになるんだ。しかもおそらく、命に関わるほど危険なものにね。君に覚えはないかい？」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　慌あわてて、蒼衣は言った。

「何でいきなりそんな結論に……」

　もちろん蒼衣には、そんな怪かい現げん象しように出くわしたなどという記き憶おくはなかった。

　蒼衣はただ、つい昨日、巻き込まれただけなのだ。

「そ、それに……その言い方じゃ、まるで僕に〈断だん章しよう〉とかいうものがあるってことじゃないですか!?」

　半なかば椅い子すから腰を浮かせて、そう言う蒼衣。

　テーブルが揺れて、コーヒーカップが音を立てる。

「そんな馬鹿なことは……」

　そのときの蒼あお衣いの脳のう裏りには、あの踊り場での、雪ゆき乃のの凄せい惨さんな姿が浮かんでいた。

　あれと同じものが蒼衣の中にあるなど、考えられなかった。

「うん」

　だが神か狩がり屋やは、静かに首しゆ肯こうする。

「もちろん、そう言っているんだ。君の中には、確実に何らかのトラウマと共に〈断だん章しよう〉が眠っている。これは間違いのないことだよ」

「………………!!」

　蒼衣は絶句した。不ふ治じの病でも宣告されたような衝しよう撃げきに、一瞬息が止まった。

「そんな……」

「……覚えがないみたいだね。じゃあきっと少なくとも小学生以前の古い出来事で、しかも自分の心を守るために無意識に記き憶おくを封じているね」

　神狩屋は、同情するように表情を歪ゆがめてそう断定した。

　蒼衣は喘あえいだ。

「そ、そんなわけが……」

「残念だけど君が例のマンションにいて、しかもこの店に何の問題もなく入って来れたということは、ほぼ間違いなくそれで確定なんだ」

　首を横に振り、蒼衣の抗こう弁べんを無常に否定する神狩屋。

「なぜならあのマンションにも、それからこの店にも、実はこの颯さつ姫き君の〈断章〉が働いていたんだよ」

「！」

　蒼衣は反射的に颯姫を見る。

　颯姫は少し困ったような表情をして、何も言わずにただ蒼衣を見返す。

「彼女は〈食害〉と呼ばれている〈断章〉の〈保持者〉で、記憶を食い荒らす蟲むしを発生させるという〈効果エフエクト〉を持っている。普通の人間がこの蟲の効果圏けんに入ると、特定の記憶が失われるんだ。この場合はマンションと、この店のことになるね。目的地や、あるいは目の前にある建物の記憶がそっくり失われるから、人は自分がどこに向かおうとしているのか分からなくなって、目的地に辿たどり着けなくなる。

　この効果を受けないのは〈断フラ章グメ保ントホ持者ルダー〉と〈潜有者インキユベーター〉、それから〈異デイジエ形ネレーシヨン〉という三種類の人間だけなんだ。人間の意識は有限だから、大きすぎる〈神の悪あく夢む〉は複数受け入れることができないんだよ。だから一人の人が持つことのできる〈断章〉は一つだけで、そしてこれと全く同じ理由で〈断章〉は他の悪夢に対して耐性として働く。これは精神的な影えい響きように対して特に顕けん著ちよで、颯姫君の〈効果〉は断章の〈保持者〉には全く働かない。

　そして同様に、

〈異い形ぎよう〉……つまり悪あく夢むによって変質してしまった、例の〝女性〟のような人。

〈潜有者〉……悪夢の〈泡あわ〉が精神に浮かび上がってしまった人。

　本当に、たったこれだけなんだよ。颯さつ姫き君の〈断章効果〉である〈食害〉の中に、何の影えい響きようも受けずに入って来られる人間はね」

「………………！」

　神か狩がり屋やは言った。蒼あお衣いは焦りのような感情にかられて、思わずテーブルに手を突き、神狩屋へと身を乗り出した。

「そ、そんなことが信じられるわけないだろ！」

「残念ながら事実だよ。君は気づかなかったかい？　あのマンションも、この店の周辺も、全く人がいなかったろう」

「そんなもの────」

「証しよう拠こにならない？　じゃあ君が昨日見たものは、何だい？」

「そ、それでも────」

「僕らの組織は、これでもそれなりに歴史が長い。経験則そくとノウハウは積まれている。その末の結論なんだけど……信じられないなら仕方ないな」

　神狩屋はそこで、うっすらと眼鏡めがねの奥の目を細めた。

「颯姫君。見せてあげて」

「あ……はい」

　答えて颯姫が自分の右耳を隠かくす髪に指を入れ、イヤーウィスパーを外したその直後────




　耳から蜘蛛に似た小さな赤い蟲が数も分からないほど這い出して、颯姫の首くび筋すじと肩と腕とテーブルを、瞬またたく間に真っ赤に蠢うごめくおぞましい色彩で覆おおい尽くした。




　………………………………………………

　…………………………

　…………
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　カウンター脇に椅い子すを置いて、青い顔をして突っ伏す蒼衣。




「………………」




　あれからしばらく。それまでの話はしばし中断されていて、この薄暗い照明の照らす店の中には会話もなく、どこか気まずい白けたような空気が広がっていた。

　雪ゆき乃のは隅すみに寄せた椅い子すの上で足を組み、無言で眉まゆを寄せてあさっての方向を睨にらんでいた。

　中央にあったテーブルは脇に寄せられて、そこの床に神か狩がり屋やがバーテンダーのような風ふ情ぜいでモップをかけ、濡ぬれた床を掃除している。

　颯さつ姫きは、先ほど床から掃き集められたコーヒーカップの残ざん骸がいを片付けに店の奥へ行ってしまい、ここにはいない。

　無数の〝蟲むし〟を前にして思わず飛び退のこうとした蒼あお衣いが椅子ごとひっくり返ってしまい、その際にテーブルを巻き込んで大だい惨さん事じになったため、しばらくのあいだこうして騒ぎと片付けが行われることになったのだ。

　そして蒼衣は、カウンターに突っ伏している。

　突然耳の中から恐ろしい数の蟲が涌わき出してテーブルを覆おおい尽くした光景はさすがに蒼衣の意思を挫くじき、目の前で赤あか蟻ありが大量に蠢うごめくのに似た光景を見せられた蒼衣は、半なかば貧ひん血けつを起こしかけていたのだった。

　渡された濡れタオルを目に当てて、蒼衣は小さく呻うめいた。

「大丈夫ですか……？　白しら野のさん」

　ごみを片付けて戻ってきた颯姫が、そんな蒼衣に遠えん慮りよがちに声をかけた。

「う…………ご、ごめん。大丈夫……」

　答えて、蒼衣は顔を上げる。

　気が遠くなった経験は生まれて初めてだった。それまでの追い詰められたような興こう奮ふんから一気に血の気が引いて、そのせいかうっすらと頭が重く、気分が悪かった。

「〝あれ〟も普通の人には見えないんだよ。白野君」

　モップを片手に立ち、神狩屋が言った。

「あの蟲も〈断だん章しよう〉の産物だ。普通の人には見えない、〝記き憶おくを食い荒らす蟲〟なんだ」

「…………」

　蒼衣は、答える気力がなかった。

「これは利用すれば他人の記憶を消すことができるけど、颯姫君自じ身しんも常にこの頭の中の蟲に記憶を食い荒らされ続けている。だから反復しない記憶はすぐに忘れてしまう。現に颯姫君は昨日君に会ったことを、今日は覚えていなかった」

　その神狩屋の言葉に「え!?」と颯姫が声を上げて、首から紐ひもでかけていた可愛かわいらしい手帳を取り出して、慌あわててそれを開いていた。

　蒼衣は、先ほどの最初の挨あい拶さつを思い出した。

　全く蒼衣の事を覚えていなかった、颯姫の挨拶と表情を。

「あ……」

「覚かく悟ごしておいた方がいい。君も〝そういうもの〟を絶対に抱えている。爆ばく弾だんが〝眠って〟いたから、存在に気づかなかっただけなんだ」

　神か狩がり屋やは言う。その後ろで手帳をチェックした颯さつ姫きが、申し訳なさそうな表情をして、蒼あお衣いに向かって手を合わせた。

「ご、ごめんなさい……忘れてしまってました。メモもしてないです。昨日お会いしてたんですね……」

「あ……いや……」

　本当に済まなそうな颯姫の様よう子すに、蒼衣はついついそう答えた。

　しかし正直言うと不ぶ気き味みだった。あの〝蟲むし〟を見たことによって、彼女に触れることが躊躇ためらわれるほどの生理的嫌けん悪おがあったが、そう感じる自分が物もの凄すごく酷みにくい人間に思えて、どうしようもない自じ己こ嫌悪がわだかまった。

　蒼衣は颯姫が正視できず、目を逸そらす。

　そして、これと同種のものが自分の中にあると言われた事が、実感のないままに、蒼衣を憂ゆう鬱うつにさせていた。

「………………」

　いま説明され、また見たものが自分の中にあるという、そんな覚えも実感もない事実が、形のない不安となって胸の中に広がっていた。

　何となく雪ゆき乃のを見た。組んだ脚あしに頰ほお杖づえをつくようにして蒼衣を見ていた雪乃と、ばったりと目が合った。

　ふい、と雪乃は、すぐさま目を逸らす。

　何だか不ふ愉ゆ快かいそうに、眉まゆ根ねが寄せられる。

「雪乃君も、昨日君が見た通りの〈断章保持者〉だ」

　その様子を見ていた神狩屋が、言った。

「もちろん僕もだ。僕らの集まりはこうして〈泡ほう禍か〉に巻き込まれて〈断だん章しよう〉を心に抱えることになってしまった者ばかりで、もう百年以上互ご助じよを続けている」

「百年……」

　蒼衣は呟つぶやいた。

「僕らの集まりは、一八〇〇年代後半に偶然『マリシャス・テイル』を発見した、〈泡禍〉に巻き込まれた経験のある三人のイギリス人によって作られたグループだ。〈ロッジ〉と呼ばれている十人ほどの活動グループが日本には二百ほどあって、ここもその〈ロッジ〉の一つというわけだ。

　グループの名前は『マリシャス・テイル』の原題にちなんで〈断章騎き士し団だん〉と言う。

　原語で〝オーダー・オブ・ザ・フラグメンツ〟。大おお袈げ裟さな名前だけど、これは最初の〈騎士団オーダー〉が『マリシャス・テイル』を〈聖典バイブル〉として、悪あく夢むと戦う結社として作られたからだ。この時点では一種のカルトだったんだけど、徐々にメンバーが増え、ノウハウが蓄ちく積せきされてゆくにつれて怪かい奇き現げん象しよう被害者による互ご助じよボランティア組織のようになっていった。これが、僕らの集まりの母体で、この後期〈騎士団オーダー〉の理念とノウハウはやがてヨーロッパやアメリカに広がっていって日本にも昭和後期に持ち込まれた。

　これが僕らの集まりの、歴史だ。君が不安を感じて、僕らを疑っているのも分かる。でも僕は、君に仲間になって欲しいと思ってる。僕たちなら、いつか君が抱えている爆ばく弾だんが顕けん在ざい化したとき、少しは助けになれると思うからね。

　君の〈断だん章しよう〉が現れたときにどうすればリスクを抑えられるか、どうすれば制せい御ぎよしやすくなるのか、その方法を多少は教えることができる。なにせ百年以上にわたって、僕らの集まりは〈泡ほう禍か〉と〈断章〉に関するノウハウを蓄積しているわけだから。正直なところを言うと〈泡禍〉も〈断章〉も物もの凄すごく危険なもので、今でも本当の意味では制御できていない。けれど何もないよりも遙かにマシだということは保証する。ものすごく後ろ向きな保証だけどね」

　静かに言葉を重ねる、神か狩がり屋や。

「……でも、まあ、今日のところはこの辺にしておこうか」

　そして神狩屋は、そこまで言うと自分を落ち着けるように小さく息を吐はいて、そう言って話を打ち切った。

「もうだいぶ混乱させてしまっただろうからね。実は自覚のない〈保持者〉がそのまま見つかることは珍しいんだ。大抵は眠ってた〈断章〉が発現して、酷ひどいことになってから僕らが気づく。だからその前に見つかった君なら理想的な形で助けられるかも知れないと思って、僕も少し興こう奮ふんしてた」

　微笑ほほえむ神狩屋。

「だから、ここで話はやめとく。君は緊きん急きゆう性せいもないしね。もう少し考えてみて欲しい」

「…………はい」

　とりあえず頷うなずく蒼あお衣い。

　少しだけほっとした。この不安な話が終わったこと。そして今までされた話を本気で信じているわけではないが、それでも自分に緊急性はないと言われたこと。

　何にせよ、この目で見た以上〝現象〟の存在は信じざるを得ない。

　それでも聞いているだけで頭がおかしくなりそうな話。それが終わり、蒼衣は息をついて肩の荷を降ろす。

「ああ、でも最後に一つ」

「……」

　だが終わったと思った話が再開されて、蒼衣は再び緊きん張ちようした。

「強いてお願いしたいことが一つだけあった。聞いてくれるかな？」

「な……何です？」

　警けい戒かいして蒼あお衣いは訊きき返す。対する神か狩がり屋やは、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべた。

「雪ゆき乃の君の友達になってくれないかな」

　神狩屋は、言った。

　それを聞いた途と端たん蒼衣は「え？」と一いつ瞬しゆん言葉を失い、これまで無関心そうに頰ほお杖づえをついていた雪乃が、がばっ、と勢いよく顔を上げた。

「なっ……！　何言い出すのよ神狩屋さん!?」

　この少女の動どう揺ようした声を、蒼衣はこのとき初めて聞いた。

「ふざけないで！　そんなの関係ないでしょ!?」

　怒っている。それは間違いないのだが、それよりも遙かに強く動揺が見てとれて、今までのこの少女の怒りが持っていた〝凄すごみ〟がどこかに消え失うせていた。

　微び妙みように紅こう潮ちようしている頰が、色々な意味でこの少女に急に人間味を与えていた。

　そんな雪乃の怒りの声に、神狩屋は困ったような、どこかとぼけたような表情で言う。

「ふざけてるつもりはないんだけどなぁ……」

「余よ計けい悪いわよ！」

「みんな雪乃君を心配してるよ？　まだ高校生なのに、こんな〝活動〟にのめり込んで普通の生活ができなくなるのは僕らとしても本意じゃない」

「…………………………大きなお世話よ」

　ようやく激げつ昂こうと動揺を収めた雪乃は、代わりに口元を引き結んでそっぽを向いた。

「……トラウマにやられて〝狩り〟にのめり込まないと生きていけない人は他にもいるわ。私はそれと同じよ」

「うーん、だからこそ僕らも、無理に君を止めたりしてないし、できないんだけど……」

　神狩屋は困ったように曖あい昧まいに笑う。

「でも僕らは、基本的には〈泡ほう禍か〉の被害者も普通の生活ができるようになるということが願いであり、目標だからね。特に雪乃君はまだ若い。後戻りがきくかもしれないのに、君は普通の生活を拒否して〝活動〟にのめり込んでる。学校にも友達を作ってないみたいだし、みんな心配してるんだよ……」

「だから、それが大きなお世話だって言ってるの」

　雪乃は拒絶する。頑かたくなな横顔。

「私は好きでやってるわ。〝普通〟なんかで、どうやって〈悪あく夢む〉と戦うの？」

「うーん、それを言われると何も言えないんだけどね……」

「私は化け物になるの。戦うために。普通なんか要いらない」

　きっぱりと言い切る。神狩屋が小さく溜ため息いきをつく。

　そして、その様よう子すを見ていた蒼衣は、口を開いた。

「いいですよ。友達」

　途と端たんに、ばっ、と振り向いた雪ゆき乃のに睨にらまれた。

　神か狩がり屋やも驚いたように蒼あお衣いを見て、次に笑顔を浮かべた。

「ほ、本当かい？」

「ええ」

　蒼衣は頷うなずいた。人の言うことを拒否できない自分の性格のせいではなく、自分の意思でそう言っている自分に、蒼衣は自分自身で、驚いていた。

　しかしこの返答が自分の心に対して正しいことは、蒼衣は何故なぜか確信していた。

　たった今、その瞬間に。

　雪乃が動どう揺ようして怒り出し、そして神狩屋の言葉をはねつけた、その瞬間に。

　蒼衣はそんな雪乃を、どうにも放っておけない気分になったのだ。

「迷めい惑わくだわ」

　睨にらみつける雪乃を見て、蒼衣はちょっと困ったように笑いかけた。

「よろしく」

「……！」

　途と端たんに雪乃はぐっ、と何かを飲み込んだような表情になると、そのまま顔をしかめて思い切りそっぽを向いた。

　そうしていると颯さつ姫きが蒼衣のそばに立って、蒼衣に右手を差し出した。

「私もよろしくお願いします！」

「うん、よろしく」

　一瞬躊躇ためらったあと小さな手を握って握あく手しゆすると、颯姫は本当に嬉うれしそうに笑って、握った手を何度も上下に振った。

「白しら野のさんの名前、メモしました。今度は忘れませんから」

「うん」

「忘れても、忘れません」

「う……うん」

　蒼衣は複雑な思いで、頷く。

「……」

　神狩屋は、そんな蒼衣たちの騒ぎを目を細めて見ていた。

　そして蒼衣たちのやり取りがひと段落着くと、

「じゃあ白野君。今日はもう終わりにするけど、もしよければ最後にもう一人会って行ってくれるかい？」

　そう言った。

「あー……えーと、いいですけど……」

「そう、よかった。みんな普段からここにいるわけじゃないんだけど、僕と颯姫君と、もう一人ここに住んでる子がいるんだ」

「子？　子供ですか？」

「うん、女の子がね。是ぜ非ひ会って行って欲しい」

　神か狩がり屋やは言うと、手にしたモップを颯さつ姫きに手渡した。

　そして神狩屋は、カウンター奥にある戸を開けて、昔の店てん舗ぽにありがちな、住居へと続いているのだろう奥へと、蒼あお衣いを手招きして促うながした。
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　その幼い少女は、床に散らかった沢たく山さんの本の中に、ぽつんと座っていた。

　規模こそ大きくないものの、洋館と呼んでもいい古い趣おもむきのある廊下を案内されて入ったその部屋は、四し方ほうのどこにも窓がなく、壁という壁が本棚で埋められた、いわゆる『書庫』になっている部屋だった。

　隙すき間まなく壁を埋める、蒼衣の家にあるような安物ではない、重じゆう厚こうな色合いの木製の本棚。

　そして一般家庭ではまず見ない複雑な柄がらの絨じゆう毯たんの上に、その十歳さいにはなっていないだろう年とし頃ごろの女の子は、まるでビスクドールのようなひらひらの服を着て、床の上に座り込んでいた。

「紹介するよ。夏なつ木き夢ゆ見み子こ君だ」

　そう言って、神狩屋は少女を紹介する。

　だが少女はそんな神狩屋の声が耳に入っていないように、それどころか部屋に入って来た蒼衣たちに気づいていないかのように、大きなウサギのぬいぐるみを抱きしめて、床の上に広げた絵本にただただ静かに見入っていた。

　あどけない横顔に、長い髪。

　床に大きく広がったスカート。それらの作り出す光景は、一枚の写真の題材としても十分に通用する。

　だが……




「見ての通り、彼女は〈泡ほう禍か〉のせいで心が壊れてる」

「………………」




　神狩屋が言う通り、絵本を見つめる少女の横顔からは、表情や反応が欠落していた。

　無心に絵本を見つめる表情は、見ているものを楽しんでいる風ふうにも、またその他の何らかの感情を感じている風にも、とてもではないが見えなかった。

　時とき折おり絵本のページをめくる動作がなければ、等身大の人形と見み誤あやまりそうな少女。

　その浮世離れした服装とも相まって、少女の存在は一種異い様ような光景を、この部屋の中に作り出している。

「……彼女には、両親も親類もいなくてね」

　反応に困って何も言えない蒼あお衣いの前で、神か狩がり屋やは少女の隣となりにしゃがみ、その小さな頭にそっと手を置いた。

「彼女の血けつ縁えんと呼べる人間は、残らず〈悪あく夢む〉が、彼女の心と共に喰い尽くしてしまったんだ。

　彼女は三年前、この市の郊外にあった彼女の自宅で救出された。僕らが〈泡禍〉に気づいてその屋や敷しきに乗り込んだ時には、屋敷の中は半なかば溶けて融ゆう合ごうした人間に埋め尽くされていて、彼女はその正視に堪たえない屋敷の子供部屋で、溶け合わさった両親に抱かれていた。

　それだけは原型を留めたままの母親の手が絵本をめくりながら、言葉にすらなっていない声で朗ろう読どくし続けているという悪夢的な状況でね。以来、彼女は外界の出来事に対してほとんど反応しない」

「…………」

　神狩屋は説明しながら少女の髪を手で梳すく。蒼衣は無言でその光景を見つめる。

「彼女は自分からはほとんど話もしないし、食事とか以外の時にはこうやって絵本や童どう話わを眺ながめて過ごしてる。本当は相そう応おうの病院か施設に入るのが正しい状態なんだろうけど、〈断だん章しよう〉を持っているから危険過ぎて普通の施設には入れられない状態だ」

　穏おだやかだが抑よく揚ようを殺した、神狩屋の声。

「可哀かわい想そうなことだけど、これが〈泡禍〉の現実で……」

　静かに、言葉は続く。そしてそこまで言ったところで神狩屋は、はっと顔を上げた。

「……ああっと、ごめん。この話はやめるんだったね。そんなつもりはなかったんだけども、つい」

「いえ……」

　困ったような笑いを浮かべる神狩屋に、蒼衣はそれだけ答えた。

　それ以外に、答えようがなかったからだ。

　当の少女は、頭を撫なでる手にも自分の事を話している会話にも全くの無反応で、ただウサギのぬいぐるみを抱きしめたまま、絵本に目を落としていた。懐かい中ちゆう時計を持ったアリスのウサギが、少女と同じ無機質な瞳ひとみで、絵本を見下ろしている。

　そして神狩屋が、立ち上がる。

「まあ、つまり僕が何を言いたいのかというとね……もし君がよければ、雪ゆき乃の君のついででいいから、この子も時々構ってあげて欲しいんだ」

　蒼衣を見つめて、神狩屋は言った。

「この子を…………ですか？」

　思わず口から困こん惑わくが漏もれた。

「そう。この子はほとんど外界から自分を閉ざしてしまっているけど、それでも全くというわけじゃないんだ。これでも最初の頃に比べれば、回復してる。出せばちゃんと自分で食事をするし、日に何度かは僕らを認識してくれる。

　だから少しずつ彼女にとって刺し激げきになる、外の世界の知り合いを増やしてるんだ。でも事情が事情だからね。誰でもいいってわけじゃないから、困っていたんだよ。できればで構わないから、雪ゆき乃の君のついでに時々見に来てあげてくれないかな。僕の方ばかり頼みごとをして、悪いんだけど」

「はぁ……まあ、それくらいなら……」

「ありがとう。たぶん君は、僕らの言ってることと、それから活動について特に疑いを持ってると思う」

　神か狩がり屋やは、微笑ほほえんだ。

「だから君がその気になるまでは、できるだけそれらに関わらないでいてくれていいよ。いつか君に何かがあったときには、もちろん僕らは君の助けになろう。でもそれまでは、ただの知り合いでいい」

　右手を差し出す神狩屋。

「よければ店の方もサービスするけど……高校生が欲しがるようなものはあんまりないかな。古こ物ぶつ商しようじゃ」

「い、いえ……」

　先ほどの颯さつ姫きとは違う落ち着いた握あく手しゆを交わす。

　意味もなく恐きよう縮しゆくする蒼あお衣い。押されると遠えん慮りよ呵か責しやくなく引けるが、逆にこうして引かれると蒼衣は弱かった。

　相手の譲じよう歩ほに、自分も応えなければいけない気になってくる。

　いつか騙だまされる気がする。「まずいなあ」と内ない心しん思いながら、蒼衣は頭を下げている。

　そんな視し界かいの端はしで、床に座る少女が不意に顔を上げた。絵本を読み終わったらしく、先ほどまで開いていた一冊を脇の山の上に積んで、ふわりと床から立ち上がると、本棚の前に立ってたどたどしい動作で別の本を探し始めた。

　本棚の上の方の段に、手を伸ばす。飾りのついた靴下に包まれた脚あしを爪つま先さき立ちにするが、天井近くまである高い本棚の上の段には届かない。

　一いつ生しよう懸けん命めい伸ばされた指の先にある本を、蒼衣はひょいと棚から引き出した。

　蒼衣の手に移った、その重じゆう厚こうな童どう話わ集を少女は無表情に目で追って────そしてそのまま釣つられるように向き合った時、蒼衣はその本を少女の前に差し出した。

「はい」

「………………」

　無表情ながらも、きょとんとしたような様よう子すの目が、本と蒼衣を見上げた。

　少女はしばらくそのまま動かず、本を間違えたかと蒼あお衣いが不安になるくらいの時間そうしていたが、やがておずおずと手を伸ばして、本を受け取った。

　ウサギと一緒に分厚い本を胸に抱きしめて、少女は目を伏せる。だが別に無視されたわけではなさそうなのは、しばらく蒼衣の前から動かないその様よう子すから、初しよ対面の蒼衣にも何となく察することができた。

　少女が再び座り込んで本を開くまで、たっぷり二分はあった。

　その間ずっと黙って少女と向き合っていた自分が滑こつ稽けいで、少しだけ気まずい〝間ま〟を誤ご魔ま化かすように、蒼衣は神か狩がり屋やの方を見て困った笑いを浮かべた。

「はは……どうしようかと思いました」

「ありがとう。この子も感謝してるよ」

　笑顔で神狩屋が、お礼を言った。少女はぺたんと床の絨じゆう毯たんに座って、蒼衣の渡した新しい本に無心に目を落としていた。

　こうして見ると、無表情さも人見知りのようで微笑ほほえましい。

　しかし、そう思うと先ほどまでの話が思い出されて、複雑な気分になった。

　蒼衣は言う。

「あの…………この子もあの……〈断だん章しよう〉……を？」

「えっ？　あ……ああ、もちろん」

　その突然の蒼衣の問いに虚きよをつかれたらしく、神狩屋は一瞬言いよどんだ後、頷うなずいた。

「もちろんこの子も〈断章保持者ホルダー〉だよ。この子の持っている〈断章〉は〈グランギニョルの索さく引いんひき〉と呼ばれているものだ」

　神狩屋は答える。

「一種の予言でね、この先、大きな童どう話わ化した〈泡ほう禍か〉が現れるとき、近くの本に予言が現れるんだ。するとその本に示された童話や昔話にちなんだ〈泡禍〉が必ず発生して、付近や、あるいはこの子に関わりのある人がそれに巻き込まれる」

「童話？」

　唐とう突とつな単語に、蒼衣は眉まゆを寄せた。

「ああ、童話化というのは……〈泡禍〉は時々『童話』の形をとることがあるんだよ。意識に浮かび上がった悪あく夢むの〈泡あわ〉は、その人固有の記き憶おくや悪夢や狂気と混じり合って形を変えるという概がい念ねんは前に言ったことがあるよね？

　これはつまり〈泡禍〉というのは通常その人にとって固有の現げん象しようが起こるってことで、例えば誰かを殺してしまって気に病んでる人に〈泡〉が浮かぶと、その記憶や恐れと混じりあって、その殺した相手の幽ゆう霊れいなどが現れたりすることが多いんだね。だけど浮かび上がった〈泡〉が非常に大きなものだった時、あまりに多すぎる神の悪夢に個性が希き釈しやくされて物語の『元型アーキタイプ』に近くなる……らしいんだ。そんな時の〈泡禍〉が起こす現象は、何かしら『昔話』や『童話』のエピソードに似たものになる。明示的、暗示的、形はいろいろなんだけど、解かい釈しやくすると全体は『童どう話わ』の形に似てくる。

　これは経けい験けん則そく上よく知られてるけど、事例そのものが多くないし調べてる人も少ないからよく分かっていない。……『元型アーキタイプ』というのは、分かるかな？」

「……」

　訝いぶかしい顔を作った蒼あお衣いを見て、神か狩がり屋やは唸うなった。

「えーと、『元型』というのはユング心理学の用語でね、童話や昔話や、あと神話などは地理的、文化的に全く交流のない文化圏けんにもかかわらず、何故なぜだか似たようなモチーフが語られていることが結けつ構こうあるんだ。

　例えば『三匹の子こ豚ぶた』のような兄弟の昔話は、何故か世界中の昔話で末の弟が成功する話が多い。『三枚のお札』のような、三つの不ふ思し議ぎな道具を投げて追っ手を阻はばむ話は呪じゆ的てき逃走譚たんと呼ばれていて、世界中の神話や昔話で見られるモチーフだったりする。これをユング心理学では〝人類の意識には文化に関係なく無意識に共通の元型がある〟という説を唱えて『元型』と呼んでいる。つまり人間は集合無意識の中に『元型』を持っていて、人の発想には文化も人種も違う人間であっても共通するものがあるという説だ。

　これを『元型』とか『祖そ型けい』とか言うんだけど……昔から伝わっている物語、つまり神話や童話や昔話は、古いゆえに『元型』に近い物語とも言えるんだね。そして神の悪あく夢むは『元型』に限りなく近いか、あるいは負の『元型』の巨大な塊かたまりではないかとも考えられてる。だからこそ童話に似た怪かい現げん象しようが起こるという理り屈くつなんだけど…………この童話に似た〈泡ほう禍か〉がどういうものかというのは、ちょっと説明が難しいな」

　難しそうに眉まゆ根ねを寄せる。

「……まあとにかく、この夢ゆ見み子こ君はそういう童話に似た形の〈泡禍〉が近辺で起こったり、それに巻き込まれる運命の人が近くにいると〈断だん章しよう〉が発現してそれを事前に予言するんだ。悪夢によって〈異い形ぎよう〉と化した両親が異形の言葉で絵本を朗ろう読どくし、それを聞き続けたという彼女の悪夢の欠片かけらだよ。

　ゆえに彼女は、〈恐怖劇グランギニヨルの索さく引いんひき〉。彼女は索引を引くように、この先起こるであろう悪夢の物語の『元型』になる童話を周囲の本から指し示すんだ」

　言いながら神狩屋は、本棚に並ぶ童話集の背せ表紙に触れる。

「まあ……これは僕らの〝活動〟の最前線の話だから、君にはたぶん縁えんのない話だね」

　神狩屋は蒼衣に向き直ると、微笑ほほえむ。

「僕は君にはもっと普通のことを期待してるんだ。例えば雪ゆき乃の君の友達の事とかね」

「は、はあ……」

　突然水を向けられて、蒼衣はそんな返事をした。

「彼女は自分が出で遭あってしまったモノの異常さに潰つぶされて、ああすることで必死で自我を保とうとしてる。でもあれはつらい生き方だよ。彼女にはまだ、もっと別の生き方がある」

「それは…………そう思います」

　蒼あお衣いは同意した。

「うん、君にはその助けになって欲しいなあと思ってる。とりあえず〈騎士団オーダー〉とかは置いておいてね」

「はい」

　蒼衣の返事に頷うなずく神か狩がり屋や。それならば協力してもいい、と蒼衣は素直に思った。

「よろしく」

「はい」

　軽く頭を下げあう二人。

　蒼衣は安心した。最初はどうなるかと思ったが、出た結論は比較的穏おん当とうなものだった。

　もちろん不安もたくさんあるが、ここに連れて来られるまでの最悪の想像に比べれば遙かにマシだった。丸め込まれる前段階かも知れないが、すぐさま「仲間に入れ」と強いられるようなことにならなかったのは助かった。

　蒼衣は、胸をなでおろす。

　だが、その時だった。

　ふ、とそれまで床に座っていた少女が、不意に猫のように顔を上げて蒼衣を見た。

　そして直後、

　ばたん！　

　と重い心臓を鷲わし摑づかみにするような音を立てて、少女の見た蒼衣の背後にある本棚から突とつ如じよとして分厚い本が床へと落ちた。




「………………………………………………」




　不ぶ気き味みな沈ちん黙もくが、この部屋を支配した。

　声すらも上がらなかった。この部屋にいる全員が無表情に強こわ張ばった顔で、その本棚の列から一冊だけ抜けた隙すき間まを恐ろしいまでの無言で見つめていた。

　きちんと背表紙を並べている緑の童どう話わ集の列から、一冊だけがすとん、と抜け落ちていた。もちろん自然に落ちるわけがない。その一冊は、それまで何の異常もなく、隣となりの本と同じように差し込まれ、並んでいたのだ。

　にもかかわらず、落ちた。

　ぽっかりと本と本の間に、一冊分の黒い空間が開いていた。

　まるで見えない〝何か〟が、そこから本を抜き取ったかのように。

　あるいは本棚の裏にいる〝何か〟によって、その一冊が押し出されたかのように。

「………………」

　床に落ちた、童どう話わの本。

　たった一冊の、その異い様ような存在感。

　そして呼吸の音すら聞こえない凍ったような空気の中で、三人がその一冊に目を落とした時、それは起こった。




　ぱた、




　と音を立てて、重い表紙が誰も触れることなく、開いたのだ。

「……！」

　皆が息を吞んだ瞬間、ぺら、と風に煽あおられたかのように、最初のページがめくれた。

　ページは見る間に、ぱら、ぱら、と後を追うように次々とめくれて、徐々にその速度を速めて、やがて勢いよくページが流れていった。




　ぱららららららららら……




　風もない部屋の床で、音を立てて流れてゆく本のページ。誰も触れていないのにページが次々と繰られてゆく異様な光景は、不意にぴたりと、一つのページを開いたところで尽きたように停止した。

　そして────蒼あお衣いは見た。

　その停止したページに、白い指がかかっているのを。

　死人のように白い四本の指が、開いたページのさらに下のページから這はい出して下から指をかけているのを。本の中から這い出した指が、めくれていたページを止めているのを。

「…………………………!!」

　おぞましい寒さむ気けが、瞬またたく間に皮ひ膚ふを這い上がった。

　白いほっそりとした指は三人の見ている前でゆっくりと動くと、摑つかんでいたページを離し、ずるりと本へと引っ込んでいった。完全に指が見えなくなると、指の太さだけ開いていたページが重力に従ってふわりと閉じた。そこにはもう指はおろか、蟻ありも存在できる隙すき間まはない。




　しん、




　と部屋に、嫌な沈ちん黙もくが降りていた。

　神か狩がり屋やはあの人のよさそうな顔を強こわ張ばらせ、少女は無表情のまま俯うつむいて、自分の身体からだを抱きしめて震えていた。

「……済まない。白しら野の君」

　神か狩がり屋やが、ぽつりと言った。

「君を関わらせないわけには、いかなくなってしまったみたいだ」

　床に落ち、開かれた本のページはちょうど章しよう扉とびらで、そこには一つの童どう話わの題名が、柔らかいタッチの挿さし絵えと共に優ゆう雅がな活字で書かれていた。




『灰かぶり』




　…………………………………………
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　　　三章　灰かぶりの欠片







　　　　１




　杜もり塚づか眞ま衣い子こが、先生に呼び出されて今後の事について話し合った後。

　家路につくために学校の最も寄より駅に辿たどり着いた時、そこで眞衣子が見たものは、白しら野の蒼あお衣いが一いち高こうの制服を着た物もの凄すごく綺き麗れいな少女と連れ立って、駅前通りの方向へ向かっている姿だった。

「──────！」

　その光景を見た瞬間、眞衣子は駅の前で一瞬立ち尽くした。

　そして次に眞衣子がとった行動は、蒼衣に声をかけるわけでもなく、そんな蒼衣と万が一にも行き会わないように、そっと隠かくれるようにして、駅の中へと入ってゆくというものだった。

「………………」

　眞衣子は無表情に改札を通り、ホームに立つ。

　ほどなくやって来た電車に乗り込んで、二駅。

　蒼衣と同じ家からの最寄り駅に着いて、帰き途とに。

　しかし眞衣子はそのまま家には帰らず、マンションの近くにある川近くの大きな公園にとぼとぼと入って行くと、ひどく重く感じる百円玉を自動販売機に入れて缶ジュースを買い、公園と呼ぶには舗ほ装そうされ過ぎているコンクリート色の公園のベンチに夕刻の空の下、ぽつんと一人腰を下ろした。




　────見たくなかったなあ……




　そして眞衣子は、ここにきて大きく溜ため息いきをついた。

　元々覇は気きに乏しい表情が、ますます冴さえないものになっていた。

　眞衣子は少しだけ、蒼衣に片思いをしていたのだ。ここのところ学校を休みがちで、そうでなくても引っ込み思じ案あんな性格のためにほとんど話をしたことがなかったが、それでも眞衣子は初めて見た時から、蒼衣に密ひそかに好意を持っていたのだった。

　全てのきっかけは、入学後しばらくして初めて蒼衣をまともに見た時だった。

　朝の始業前、その時の蒼衣は席に座って、レモニー・スニケットの『世にも不幸せな物語』を、頰ほお杖づえをついて読んでいた。

　その時に初めて、眞ま衣い子こはその時は名前も覚えていなかった白しら野の蒼あお衣いという同級生に興味を持った。眞衣子は童どう話わや児じ童どう文学が何よりも好きだったが、しかしそれを読んでいる同年代の男の子というのを、今まで一度として、見たことがなかったからだ。

　どんな人なんだろう、と眞衣子はその同級生に興味を持った。

　もちろん眞衣子の性格では用事もないのに話しかけるなどできなかったが、その時から密ひそかに眞衣子は蒼衣の様よう子すに注目し、その人となりを横よこ目めで見ていた。

　蒼衣は決して目立つ容姿や性格をしていなかったが、それはかえって眞衣子にとっては好感が持てた。格かつ好こういい男の子というものに憧れがないわけではなかったが、お洒落しやれだったりスポーツマンだったりする印いん象しようの強い男子は、実のところ眞衣子はそれ以上に、別世界の人間のように感じて怖かったからだ。

　だから蒼衣の地味さは、かえって自分にとって等身大で心地よかった。

　それによく見れば蒼衣は線が細く、男らしくはないものの決して容よう貌ぼうは悪くなかった。

　ただ蒼衣の立ち振る舞いは総じて受身で主張が薄く、また過度に目立つことを嫌っているらしく、何かの拍子に注目されたときにはすぐさまそれを誤ご魔ま化かした。そして自分に関する印象が強くなるのを、巧こう妙みように避けているふしがあった。

　注目されるのが苦にが手てな人なんだろうな、と素直に思った。

　羨うらやましいと思った。眞衣子も注目されるのは苦手だったが、逆だったからだ。

　上手うまく立ち回れないので、眞衣子はかえって目立つのだ。おかげでいじめられたりもした。だから素直に、蒼衣に憧れた。

　ずっと、気になっていたのだ。

　昨日電話があった時は、とても驚いたし、嬉うれしかった。

　今日初めて、少しだけでも直接話ができたことは、とてもとても嬉しかった。

　だが……見てしまった。蒼衣と一緒に帰る、一いち高こうの女の子。これまでの密かな憧れと、密かな好意と、そして密かな喜びが、突然錘おもりに変化して、眞衣子の心を落ち込みの暗い淵ふちへとずぶずぶと沈めていった。




　────知りたくなかったなあ……




　石材を成型した冷たいベンチの上で、眞衣子は俯うつむく。

　堤てい防ぼう脇に作られた、球場の観客席にも似た大きな階段がシンボルの公園は、それ自体が寒々しいオブジェのように、眞衣子の胸に寒風を吹き込んだ。

　せめて知らなければ、幸せでいられたのに。

　せめて昨日の電話がなければ、これほど落ち込みはしなかったのに。

　先生に呼び止められて話しさえしなければ、あの光景にでくわすこともなかった。

　考えてみればどれもこれも先生が原因のように思えて、眞ま衣い子こは胸の底で先生を呪のろう。

　もちろん八つ当たりだとは、自分でも分かっている。だがそれでも感情がやりきれず、全てのきっかけになった先生へとやっぱり恨うらみが向いた。

　本当に、知りさえしなければ、憧れたままでいられたのだ。

　それだけで幸せだったのだ。見ているだけでも、夢む想そうするだけでも。

　告白するとか、そんなことは考えていない。とてもできないし、本当にこの感情が好きだということなのか自分でも自信がなかったのだ。

　だが、こんなに落ち込んでいるということは、ずっと気になっていたあの感覚は、確かに恋れん愛あい感情だったのだろう。

　気づくのが、遅かったわけだが。

　伸ばせば手が届きそうな気がしていた蒼あお衣いへの憧れは、結けつ構こう幸せだったのに。

　錯さつ覚かくだと分かって、それも終わった。それでも好きだとか、ライバルを押しのけようとか、そういった覇は気きは、眞衣子にはなかった。

「────美人さんだったなあ……」

　眞衣子は遠とお目めに見た光景を思い出して、呟つぶやく。

　遠目でも目を引くほど綺き麗れいな子。とても自分では敵かなわなかった。

　お似に合あいだ。多分。そこまで思った時、眞衣子は自分の今までの人生が思い返されて、あまり幸せなことのなかった自分を思って、少し泣けてきた。

「…………」

　眞衣子はほんの少しだけの涙を指で拭ぬぐって、傍かたわらのバッグを開けて、お昼に食べきれなかったパンを取り出した。

　その気配を察した途と端たん、まばらにいた公園の鳩はとが、少しずつ眞衣子の辺りへと寄ってきた。

　小さな頃から、眞衣子は鳩に餌えさをやるのが好きだった。幼い頃は家からパンを持ち出して、小学校の頃は食べきれなかった給食のパンを持ち帰り、中学校以降はわざと食べきれない余分なパンを買って、ほとんど毎日のように眞衣子はこの公園で鳩に与え続けていた。

　今日もまた昼食代から捻ねん出しゆつして買った、安くて味あじ気けないコッペパン。

　袋から出して千ち切ぎって放ると、それに向かって鳩が群がり、奪い合うようにして千切り食べ始める。このそれほど自然が多いとはいえない公園に住んでいる鳩は、やはりそれほど多くはない。さらにここ数日は何故なぜか数が減っていたが、それでも風を叩たたくような羽音がして新しい鳩が加わると、日中に陽ひの光を吸い込んだ、暖かい鳩の羽の匂においがする。

　パンの欠片かけらひとつを何羽もの鳩が一いつ斉せいにつつくのを、眞衣子はじっと見ている。

　鳩は好きだ。平和の象しよう徴ちようで、無む垢くの象徴。

　空を飛ぶ、自由の象徴。

　いつでもこの場所から飛んで逃げられるのだろう……眞衣子とは違って。

　幼い頃の眞ま衣い子こは、鳩はとのようなつたない足取りで鳩を追いかけるのが好きで、鳩の子とか呼ばれていたらしい。

　だが今の眞衣子は、例えるなら鎖くさりに繫つながれた鳩だった。

　眞衣子は飛べない。逃げられない。この現実に、鎖で繫がれているのだ。




　学校、

　友達、

　親しん戚せき、

　そして母親。




　そんなものに飛べないように繫がれ、逃げられないように足を切られた鳩。

　飛べない鳩が、飛べる鳩たちにパンを与えている。そのパンを啄ついばむ姿を見ながら羨うらやましいと感じ、自分を連れてどこかに飛び立ってくれないだろうかと無む駄だなことを思う。

　昔はこんなことを思いながら餌えさをやったりはしなかった。

　ただパンを撒まき、群がる鳩を見るのが好きなだけだった。

　だがいつの間にか、鳩を見ながらそんなことを考えるようになっていた。それはたぶん小学校の高学年くらいになって、自分が飛べない鳩だと気がついてしまった頃だろう。

　些さ細さいな事から、学校でいじめられ始めた頃。

　自分が母親から逃げられないと、気づいた頃。

　生きてゆくのが、辛つらくなった頃。

　鳩になりたかった。今のように繫がれた弱い鳩ではなく、いつでもこの場所から飛んで逃げることができる、本当に自由な鳩にだ。

　足を切られた、鳩ではなく。

「………………」

　手元のパンがなくなり、眞衣子はそれでも周りをうろつく鳩を眺ながめていたが、やがてゆっくりと鳩の群れるなか、石のベンチから立ち上がった。

　そろそろ、家に帰らなければいけない。

　母が待っている。全身に転てん移いのある末期の癌がんで、もはや手のつけようがなく、そのため本人の希望で家に帰っている、命が尽きるのを待つばかりの母がだ。
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「……ただいま」




　鍵かぎを回す音がやたらと響ひびく鉄製のドアを開けて、眞ま衣い子こは言う。

　答えはない。あれ？　と思った。

　寝室で寝ている母が返事をしないのは、別に不ふ審しんなことではない。だがほとんど動けない母の世話をするために従姉いとこが来てくれているはずで、その従姉から返事がないのは、少しばかりおかしかったからだ。

「夏なつ恵えお姉ねえちゃん……？」

　眞衣子は玄関から家の中に向かって、短大を卒業して去年からデザインの学校に通い始めた従姉の名前を呼んだ。

「……」

　それでも返事はない。昨日、打ち合わせに来た彼女と少し気まずい話題があって、喧けん嘩か別れのように別れたので、そのせいかとも最初は思った。

　気まずくて、返事をしないのかと。

　だが、だからといって、夏恵がここに来ていないという可能性は、眞衣子はこの時点では考えていなかった。

　夏恵は、そういう性格ではなかったからだ。

　彼女は責任感が強くて思いやりもあり、昨日の口こう論ろんの原因も、眞衣子を心配するあまりの彼女の言葉だった。眞衣子のことを思って、夏恵は母のことを悪く言ったのだ。それが悲しくて、腹が立って、眞衣子は思わず泣いてしまい、夏恵はそこで話を続けるのを諦あきらめて、そのまま帰ったという経緯いきさつが昨日あったのだ。

　もちろん、もう怒ってはいない。

　夏恵も怒ってなどいないだろう。なにしろ子供の頃から付き合いのある一番仲の良い身内なのだから、それくらいは理解している。

　しかし台所を見て、用意していた食事の材料などが全く手がつけられていないのを見た時、眞衣子はその想像もしていなかった事態が起こっていることに気がついた。 眞衣子は慌あわてて鞄かばんを放り出し、母の寝ている寝室のドアを開けて部屋の中へと飛び込んだ。

「お母かあさん!?」

　飛び込んだ部屋に、母は寝ていた。

　病院からリースされた点てん滴てき台の置かれた寝室で、生せい気きの失うせた顔色の母がベッドに横たわり、そのやせ細った顔についた二つの目が、ぎょろりと眞衣子の方を見やった。

「…………眞衣…………来なかったわよ……あの子…………」

　乾いた唇を動かして、その奥からかすれた声で母が言った。唸うなるような母親のその言葉を聞いた眞衣子はとても信じられず、ひどくショックを受けて、思わずそこで絶句した。

「そんな…………」

「……だから言ったのよ……あの子は嫌だって……」

　時おり痰たんのからむ、地の底から発されるような母親の声。

「あの子、わたしのこと嫌いだもの…………きっとこういうこと……すると思ってたわ」

　夏なつ恵えに対する、悪意に満ちた声。

　眞ま衣い子こは信じられない思いだったが、だが現実にそうであるらしい以上、それについて何も言えなかった。とにかく慌あわてて食事の用意を始めようと、眞衣子は台所に戻ろうとした。

「す、すぐ支し度たくするから……！」

「……いいわよ、もう……」

　そんな眞衣子に、母は意地の悪いことを言う。

「そういうわけには……」

「今日はもう疲れたわ…………トイレも点てん滴てきも、自分だけでしなきゃいけなかったしね……誰も手伝ってくれないし、ずっと一人で放置よ。寂しいったらありゃしない…………」

「…………ごめんなさい」

「ふん。そういう子よ、あの子はね…………意地の悪い子。前から気に入らなかったのよ……私を放ったらかして、喜んでるに違いないわ。私を馬鹿にしてほんとに腹が立つ…………だから、ご飯はいいって言ってるでしょ！　もう食べる体力もないわ！」

「………………」

　かすれた声で怒ど鳴なる母。怒鳴る体力はあるのだ。母と夏恵は互いを嫌い合っていた。

　夏恵は正義感が強く、母の悪いところをはっきりと言うせいだ。母はそのせいで夏恵を毛け嫌ぎらいし、対する夏恵は母をひどく軽けい蔑べつしていた。

　その軽蔑の原因が、眞衣子に関するものだった。

　眞衣子はこの母に、幼い頃からずっと虐ぎやく待たいされ続けていたのだ。




　眞衣子の左足には、無数の火傷があった。




　元々ヒステリー気味の母は、眞衣子が三歳さいの頃に離り婚こんして、それを機に頻ひん繁ぱんに眞衣子を虐待するようになった。

　幼い眞衣子が言うことを聞かなかったり、気に入らないことがあったりすると、母は眞衣子を激しく叩たたき、やがて煙草たばこの火を押し付けるようになった。それもできるだけ火傷やけどが目立たないように一ヶ所だけ、眞衣子の左足だけに、執しつ拗ように押し付けるという陰いん湿しつなやり方でだ。

　痛みに似た強烈な熱が足の皮ひ膚ふに近づいて、じゅっ、と触れて肉を焼く。

　貫つらぬくような痛みに痙けい攣れんして泣き叫び、その後も続く激しい疼とう痛つうにむせび泣く。

　どうして母親にそんなことをされるのか解わからず、小さな頃はその足が何か悪いのだと思っていた。「悪い子は」「そんな悪い子は」。何度も母はそう言った。眞衣子の目を見ずに、ただ足だけを睨にらみながら。

　だからそんな時の怖い母の横顔を見ながら、眞ま衣い子こはその煙草たばこを押し付けられる足が、何か悪いものなのだと思った。

　そんな悪い足を、自分でもいじめた。傷つけた。

　これのせいで、自分が母に嫌われるのだと思って。そんなことが無意味だと頭でも心でも気づいたのは、それこそ最近のことだ。

　この事実は、まだ夏なつ恵え以外の誰にも気づかれていない。

　そして眞衣子が小学生の頃、夏恵にうっかり火傷やけどがあることに気づかれて、問いつめられて虐ぎやく待たいを告白した時から、ずっと夏恵と母との仲は最悪だ。

　だが親しん戚せきは数あれど、何かを頼れるほど親しい身内は夏恵の他にはほとんどいなかった。

　だから仲が悪いことは承しよう知ちの上で、眞衣子が学校に行くために、その間の母の世話を、眞衣子は夏恵へと頼んだのだった。

　母はどうせ死ぬなら家で死にたいと希望し、唯ゆい一いつの家族である眞衣子に、当然のように世話を要求したからだ。

　母はこの気性なので、親戚にも親しい人間は全くいない。

　必然的に眞衣子が世話をするのは仕方がなかったが、しかし「学校に行けない」と言った眞衣子に対して、母は「どうせ私が死んだら高校なんか行けなくなるわ。さっさと辞やめればいいじゃない」などと言い放った。確かにその通りかもしれなかったが、それでも学校には行きたくて、眞衣子はやむを得ず、従姉いとこの夏恵にその間の世話を頼んだのだ。

　夏恵は軽けい蔑べつしている母の世話ということで大いに嫌な顔をしたが、それでも眞衣子のためという部分では、快く応じてくれた。

　しかし、今日は来なかった。

　そんなことをする人では、なかったのに。

　とうとう昨日の口こう論ろんで、眞衣子にも愛あい想そうが尽きてしまったのかも知れない。

「………………」

　釈しやく然ぜんとしない、悲しい気分を抱きながら、眞衣子は食事の準備のために、台所でエプロンを身につける。

「…………と…………！　……して……！」

　寝室では、母親がもう遠くて聞き取れない、かすれた声でわめいている。

　窓の外には夕ゆう闇やみの落ちかけたあの公園が見え、遠く、点のような鳩はとの姿が公園を歩き回っているのが見える。丁ちよう度どそのとき自治体のスピーカーのスイッチが入り、六時を知らせる放送が鳴って、小さな鳩は夕闇の中を一いつ斉せいに飛び立つ。

　公園の上空を舞う、小さな影。

　大きく群れとなって、弧こを描く。

　小さくて、雄大で、自由なその姿。

　その様よう子すを見ながら、眞ま衣い子こはあの公園の鳩はとたちが、童どう話わの『灰かぶり』に出てくる鳩のように自分を助けてくれないものかと、そんな無む為いなことを頭の端はしで、ほんの少しだけ本気で思った。

　…………………………
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　時とき槻つき雪ゆき乃ののその記き憶おくは、赤い。

　赤い。何もかもが赤い。床も、壁も、気に入っていたチェック柄がらのドアノブカバーも、見える限り部屋の中の全てが血で染まっていた。

　家のリビングが、屠と殺さつ場に変わっていた。血は天井にまで飛び散って凄せい惨さんな模も様ようを壁に描き出し、床の絨じゆう毯たんは凄すさまじい量の血を吸って沼地のようにぬかるみ、それだけの血を提供した人間二人の残ざん骸がいが、手も足もばらばらに、子供の遊びで分解された人形のように自らの血の中に打ち捨てられていた。

　転がっている切り離された頭は、父と母のもの。

　その分解された人体の中に混じって、握りまで血で汚れた無数の刃は物ものが、あまりにも生々しくおぞましいオブジェとして血まみれの床やテーブルの上に放り出されていた。

　鋸のこぎり。

　包ほう丁ちよう。

　小こ刀がたな。

　カッターナイフ。

　果ては鋏はさみまでが本来の用途とはかけ離れた────いや、〝それ〟ができることを誰もが考えないようにしている最悪の用途に使われて、その想像する限りにおいて最も恐ろしい姿を晒さらして、部屋の中に転がっていた。

　人間の、解体に使われて。

　血の中に転がる手足。芋いも虫むしのように落ちている指。

　それらを切り離した、ノコギリと包丁。凄惨な光景が広がる、家のリビングルーム。

　つい数時間前まで、普通に過ごしていたリビングルーム。そんな部屋の入り口で、濡ぬれた絨毯をスリッパ越しに感じながら、学校から帰ってきた雪乃は呆ぼう然ぜんと立ち尽くしていた。

　目の前に広がる、恐るべき光景。

　しかし部屋にはそれだけではなく、正面の壁に両親の血を使って壁いっぱいに大きな魔ま法ほう円のような奇き怪かいな図形が描かれて、そしてそれを背にするように椅い子すを置いて、一人の少女が座っていた。

「……おかえり」

　少女は言って、それまで読んでいた『黒くろ魔ま術じゆつ』と題された本を閉じた。

　そのページも、表紙も、それをめくる両の手も、周囲の光景と同じように、凄すさまじい血と脂あぶらで汚れていた。

「う……あ……お、お姉ねえちゃん…………」

　記き憶おくの中の雪ゆき乃のが、震える声で言った。

　その呼びかけに、雪乃とよく似た貌かおをした少女────二つ年上の姉である時とき槻つき風かぜ乃のは、ゴシックロリータの衣装を着て微笑ほほえみを浮かべた。

「雪乃…………知ってる？　火はね、純粋な〝痛み〟の精せい髄ずいなの」

　風乃は、言った。

「あの綺き麗れいに輝いて揺らめく炎ほのおは、純粋な痛みでできているのよ」

「え……？」

「火に炙あぶられた紙が崩れて、木が黒く炭化するのは、それは痛みの顕けん現げんである〝火〟に触れてしまった、その痛みに耐えられなくなって死んでしまうから。火に触れれば、とても〝痛い〟でしょう？」

「………………！」

「人の生も、痛みよ。私も、あなたも、こんなに暖かい。私たちは生きているから、その体はとても暖かい。でもそれはゆるやかな痛み。生の痛みは、心を焼くわ」

　くすくすと、風乃は笑う。

「だけど死んでしまえば、もう痛くない。お父とうさんもお母かあさんも、私と一緒に生きて、今までどれだけ痛かったのかしら？　どれだけ心が、焼けたのかしら？　どれだけ、私に触れることが熱かったのかしら？」

　風乃は、椅い子すから立ち上がる。

「私が殺したお父さんとお母さんの痛みは、どのくらい強く私を焼くのかしら？」

「え…………なに……？」

「私の今までの痛みは、どれくらい世界を焼くのかしら？」

「お姉……」

「────私の痛みよ、世界を焼け────」

　風乃は微笑んで、ポケットからマッチ箱を取り出した。

　そして一本のマッチを箱から出して火をつけ、その炎を目の前にかざす。

「これは、小さな痛み」

　風乃は炎を見つめて、笑う。

「この小さな痛みを火ひ種だねに、私の痛みは広がって世界を焼いてゆく……」

　雪乃へと笑いかける。どこか目の前を見ていない、陶とう酔すいしたような微笑み。

「私の痛みは、どんな色で燃えるのかしら？」

「な…………」

「お父とうさんとお母かあさんの痛みは、どんな色で燃えるのかしら？」

「なに言って…………」

「さよなら、雪ゆき乃の」

　風かぜ乃のがにっこりと笑った瞬間、ぽとっ、火のともったマッチが、指先から床へと落ちた。

　そしてそのとき雪乃はようやく、この部屋に満ちているのが血の匂においではなく、それよりも遙かに強い灯とう油ゆの臭いであることを、突然はっきりと理解した。
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　神か狩がり屋やと蒼あお衣いが、奥へと行ってしまった店内。




『──────索引が開いたわ』




「………………!!」

　ぞくっ、と過去の記き憶おくに沈んでいた雪乃の背後に、突とつ如じよとしてその〝気配〟が立った。

　周囲が暗くなるような冷たい感覚と共に、その笑みを含んだような〝声〟が囁ささやく。雪乃を背後から覗のぞき込むように立つ、黒い少女の冷たい〝気配〟。

「……ここお願い」

　そしてその〝声〟を聞いた瞬間、雪乃は店のテーブルから勢いよく立ち上がると、カウンター奥の戸を開けて、急いで店の奥へと駆け込んだ。

「雪乃さん!?」

　背後から颯さつ姫きの声が聞こえるが、無視して走る。

　それどころではない。雪乃の〈 断だん章しよう〉が、店の書庫で暮らす少女、夏なつ木き夢ゆ見み子この〈断章〉が発現したことを知らせたのだ。夢見子の〈断章〉である〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の発現は、それだけで重大事項であり、それに何より〈断章〉の発現は全て制せい御ぎよされたものだとは限らないのだ。

『……〝予言〟が動いたのかしら？　それとも、とうとう恐怖劇グランギニヨルが暴発したのかしら？』

　くすくすと笑いながら、〝気配〟が囁いた。

　その嘲あざけるような声も無視して、雪乃は靴を脱いで放り出し、薄い絨じゆう毯たんの敷かれた木造の廊下をスカートを翻ひるがえして書庫へ向けて走った。悪あく夢むの〈断章〉は、しばしば暴発する。これによって悲ひ惨さんな最期を迎える〈保持者〉も少なくない。

　夢見子は、無事だろうか？

『さあ、急いで』

　雪ゆき乃のの〈断だん章しよう〉が、背後から囁ささやく。

　雪乃には、その〈断章〉の一部として三年前に死んだ姉の亡ぼう霊れいが取り憑ついている。

　一人の人間が抱えることのできる〈断章〉はたった一つだけだが、その一つの〈断章〉が、複数の〈効果エフエクト〉を有する場合がある。

　雪乃の場合が、まさにそれだった。

　この風かぜ乃のの亡霊は雪乃の背後から狂った言葉を囁く邪じや魔まな存在だが、反面〈泡あわ〉の気配におそろしく敏びん感かんで、誰よりも早く〈泡ほう禍か〉や〈断章〉の発現と、そしてそれが内ない包ほうしている本質に気がつく。

　ゴシックロリータの衣装をまとい、腰よりも長く伸びた髪をした、雪乃そっくりの美び貌ぼう。

　しかしその口元に浮かぶのは、雪乃の口には決して浮かぶことのない、世にも楽しそうな、嘲あざけりの笑みだった。

　その笑みの内包しているものが漏もれ出しているような暗い笑みを含んだ声で、風乃は言葉を囁く。それは雪乃をも狂わそうとするかのような、狂った、だがそれゆえに狂った真理を含んだ、人と世界とを弄もてあそぶような言葉。

『暴発なら、いいわねえ』

　風乃は、笑った。

『狂った世界は焼くしかない。あなたの憎ぞう悪おの火が放てるものね。嬉うれしい？』

「うるさいっ！」

　雪乃は低く叫ぶ。くすくす笑う風乃。

　雪乃は重じゆう厚こうな書庫の扉に取り付き、開け放った。

「無事!?」

「！」

　途と端たんに驚いたような顔が見返した。

　部屋の中には座り込んで震える夢ゆ見み子こを神か狩がり屋やが抱きしめ、その脇には蒼あお衣いが青い顔をして立ち尽くしていた。そして気がついた時には風乃の気配は、雪乃の背後から完全に、消え失うせていた。




　…………………………
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　再び、店のテーブルを囲む一同。




「……こいつがですか？」




　雪ゆき乃のは言いながら、じろりと蒼あお衣いに目を向けた。

　少しテーブルから離れて座っている蒼衣は、さすがに顔色が悪い。昨日今日でこれだけのことが起これば当然かも知れないが、それでも雪乃は同情などはしなかった。

「そう。〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の予言に、白しら野の君も引っかかった」

　夢ゆ見み子こを宥なだめて、店に戻ってきた神か狩がり屋やがそう言った。

「雪乃君に出た予言と同じだよ。『灰かぶり』だ」

「……!?」

　背後の棚に額ひたいをつけ、突っ伏すようにしていた蒼衣が驚いた様よう子すで顔をこちらに向けた。

「一週間くらい前に、雪乃君にも同じ予言が出たんだよ。君たちがあのマンションで出会ったのは偶然かも知れないが、ここから先は必然ということになるね」

「………………」

　蒼衣が雪乃を見る。雪乃は眉まゆを寄せてそっぽを向く。

「まあ予言による運命を、必然と呼べばだけど。いずれにせよ白野君と雪乃君は、間違いなくこの先同じ〈泡ほう禍か〉に巻き込まれることになるね。白野君には悪いけど、白野君のためにも僕らに協力してもらわなきゃいけない。〈グランギニョルの索引ひき〉の予言は、まだ一度も外したことがないからね」

「……そうね」

　相変わらず話の長い神狩屋に眉を寄せながら、一いち応おう雪乃は頷うなずく。

　三年に満たない雪乃の経験の中では、夢見子の予言が出たのは数えるほどだ。だがそのいずれの場合も〈泡禍〉は確かに起こり、起こった出来事を後から繫つなぎ合わせると、全て予言が指し示した『童どう話わ』の内容を彷ほう彿ふつとさせるものだった。

　必ず、いずれ『灰かぶり』は起こる。

　いや、それはもう、すでに起こっている。

　昨日の〝眼球を抉えぐり出した女性〟も、その一いつ環かんだ。それは確認済みだ。そんな話を、昨日の夜に神狩屋としたばかりだ。

　雪乃は、蒼衣を見る。

　これから異常事件の渦か中ちゆうに巻き込まれるというのに、蒼衣は理解しているのかいないのか、とぼけたような表情で雪乃や神狩屋を見ている。

「……私としては、こいつが原因の〈潜有者〉である可能性も捨ててないんだけど」

「雪乃君……」

　小さな腹立ち交じりに言う雪乃に、神狩屋は困った声で言った。

「君のお姉ねえさんが、昨日のあの〈泡ほう禍か〉の中で白しら野の君は違うと見立てたんだろう？」

「どうだか。姉さんの言うことは信用できないわ」

「……」

　疑われている当人の蒼あお衣いは話の内容について行けない様よう子すで、きょとんとした表情で雪ゆき乃のを見返していた。

　その様子が、ますます腹立たしかった。

　この蒼衣という男の言動は、どうにも雪乃の調子を狂わせる。

　そういう意味では雪乃の生き方に干かん渉しようしてくる神か狩がり屋やも同じだったが、事情を承しよう知ちしている神狩屋と違って、何も知らない蒼衣は余よ計けいに腹が立った。何より雪乃は神狩屋の抱えている、おそらく日本中探しても彼ほど〈泡禍〉を憎ぞう悪おしている人間はいないと言われているほどの闇やみを知っているし、また〈断だん章しよう〉という闇を共有しているため、神狩屋は決してある程度以上は雪乃に踏み込んでは来ないのだ。

　だが、蒼衣は違った。

　雪乃を安あん穏のんとした日常に触れさせようとする、その無自覚な顔。

　安穏に生きるのは、構わない。ただ雪乃に関わらなければだ。雪乃にとって〝日常〟は、すでに終わった、忌いむべきものなのだ。

　終わったのだ。〈泡禍〉に捕らわれた姉によって父と母とが惨ざん殺さつされ、燃え上がる我が家を見上げた三年前のあの時に。

　それからは雪乃は悪あく夢むとの闘争に、身を捧ささげたのだ。

　この世界に安全な場所など、どこにも存在しないということを知ってしまったがゆえに。

　そう、悪夢と恐怖に侵しん略りやくされているという世界の真実を知ってしまったその時から、雪乃は戦いを日常とすることを選び、それゆえ雪乃にとっては普通の暮らしや平へい穏おんな生活は薄っぺらな欺ぎ瞞まんでしかない、住む世界の違うものだった。

　触れられると気に障さわる。調子が狂う。

　本当に彼は〈保持者〉だろうか？　雪乃が今まで見てきた〈騎士団オーダー〉の者は、皆どこか多かれ少なかれ、心に影を抱えた人間たちだった。

「……」

　雪乃は眉まゆを寄せて、蒼衣を睨にらむ。

　その様子を見ながら、神狩屋が小さく溜ため息いきをついた。

「…………まあ、その話は置いておくとして」

　そして神狩屋はこの件で何かを言うのを諦あきらめたらしく、元々そのつもりであったろう話題に話を変えた。

「今は『灰かぶり』の問題だ。一いち応おう白野君にも知ってもらおうと思う」

「……」

　それ自体には異い論ろんはないので、雪ゆき乃のは黙った。

「僕らは今、『午後六時の放送を聞きながら階段を降りた者は惨ざん殺さつされる』という〈泡ほう禍か〉の中心を探している。これは〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の予言を受けた雪乃君が五日前に遭そう遇ぐうした〈泡禍〉で、おそらくグリム童どう話わにある『灰かぶり』のメタファーになっている。

　この『灰かぶり』というのは、一般には『シンデレラ』という名前で知られてる話だね。白野君もシンデレラは知ってるよね？　僕らも君を守ろうと思うけど、残念ながら毎日いつでもというわけにはいかない。だから一人でいる時には、できるだけシンデレラに出てくるものを暗示する状況は避けるようにして欲しいんだ」

　神か狩がり屋やは言った。

　危ないものには近寄るな。

　それは最初のうちは雪乃もされた、多少マシではあるだろうが、悪あく夢むの〈泡あわ〉が持つ神の強制力の前にはほとんど無意味な気休めの注意だ。

「シンデレラ、ですか？」

　蒼あお衣いが、当とう惑わくしたような表情で言う。

「シンデレラというと…………ガラスの靴とか、かぼちゃの馬車とか？」

「うん、まあそんな感じだけど……そんなものは避けるまでもなく見当たらないよね。ええとね、 難しいと思うけど、 この場合は〝暗あん喩ゆ〟で考えて欲しい。 これはいわゆるオカルトの象しよう徴ちよう 学とか、シンボル学も密接に関係してくる」

　神狩屋は言う。

「いいかい。民話や童話というのは、オカルト的に見ると神話に次いで遙か昔から伝わる象徴形態の塊かたまりなんだ。前に言った『元型アーキタイプ』論もそうだけど、人間の文化と無意識に童話は極めて密接に関係しているんだ。オカルトは人の無意識を操作し、無意識のエネルギーを用いる技術という側面があるらしいんだけど、その魔ま術じゆつなどのオカルティズムの実じつ践せん者は神話や民話を儀ぎ式しきに取り入れたりするほどなんだね。オカルトは象徴を利用して、無意識を変容させるんだ。

　だからオカルティストは、象徴を勉強する。で、だ。童話の形をした〈泡禍〉というのは、一説によればそれとは逆に無意識からの象徴が人間の意識と現実を強制的に変容させてしまう現げん象しようなんだ。だから予言に出た童話を分ぶん析せきすれば、どんなことが起こるか、どんな状況で起こるかの手がかりになると思う。現に雪乃君が五日前から二度遭遇した────そのうち一度は君も遭遇した〈泡禍〉は、明らかに『シンデレラ』のモチーフを髣ほう髴ふつとさせるものだった」

「………………」

　蒼衣はいつの間にか椅い子すの上の膝ひざに手を置いて、神しん妙みように話を聞いていた。しかしそこに話が及んだところで微かすかに眉まゆが寄って、疑問を口にした。

「……シンデレラ？　〝あれ〟が？」

「そう」

　この先の話は雪ゆき乃のも知っている。

　昨日その話を神か狩がり屋やとしたばかりだ。そのとき自分も蒼あお衣いと同じような反応をしたことを思い出して、雪乃は何となく面白くない思いになって、退たい屈くつげに視線を外した。

「あのマンションの〝あれ〟が、シンデレラ？」

「そうだよ」

　そんな雪乃をよそに、話は続く。

「あれは明らかにシンデレラがモチーフだ。君が見たあの時も、その前にあった〈泡ほう禍か〉も、どちらも夕方六時を告げる放送を聞きながら階段を降りていた時に、一度目は突とつ如じよ発狂した鳥、二度目は人間によって、被害者が目を抉えぐり出されるという形で起こっているんだ。

　この状況のセッティングに、何か思うところはないかい？　シンデレラは舞踏会で、十二時の鐘かねを聞きながらお城の階段を駆け下りた。そしてシンデレラ自身ではないけれども、目を刳くり抜かれるシーンもグリムのシンデレラにはある」

「……目？」

　蒼衣が訝いぶかしげに言う。自分の知っているシンデレラの記き憶おくを掘り返しているのだろう。それも雪乃も昨日やった。ますます面白くない。

「ああ、君もグリムの『灰かぶり』は知らないみたいだね」

　神狩屋は頷うなずいた。

　そして言う。

「今は子供向けに改変された『シンデレラ』が有名だからね。一応言っておくと、グリム童どう話わの『灰かぶり』には、ガラスの靴もカボチャの馬車も出てこないよ」

「……え？」

「それはグリムの童話集より昔に、フランスのシャルル・ペローという人が書いた灰かぶり物語、『サンドリヨンあるいは小さなガラスの靴』に出てくるガジェットなんだ。グリム童話を書いた兄ヤーコプ・グリムと弟ヴィルヘルム・グリムはドイツ人だ。この二人は色々な人から民話を聞き集めて、それを記録するという形で童話集を編へん纂さんしたんだ。

　そして、そのグリム兄弟の収集した『灰かぶり』には、ガラスの靴も、カボチャの馬車も、それらをシンデレラに与える魔ま法ほう使いも出てこない。グリム童話の『灰かぶり』の筋すじ立だてはこんな感じだ。




　ある金持ちの男の妻が、病気になってこの世を去りました。一人娘は毎日お母かあさんのお墓に行って泣き、お母さんの最期の言いつけ通り、いつでも気立てを良くしていました。男は春になって、新しい妻を迎えました。新しい妻には二人の連れ子がいて、その二人は美しいのは顔ばかりでとても心は醜みにくいものでした。

　連れ子とその母親は娘に粗そ末まつな服を着せ、毎日つらい仕事をさせました。そのうえ連れ子たちはいろいろなことを考えて、娘をいじめました。二人が豆を灰の中にぶちまけるので、娘は朝から晩まで灰の中に座って豆を拾い出さなければいけませんでした。そして夜は灰の中で眠らなければいけなかったので、世間の人はいつも灰だらけでいる娘のことを『灰かぶり娘アツシエンブツテル』と呼びました。

　灰かぶりはある時、おみやげは何がいいかと訊たずねる父に小枝をねだり、そのハシバミの小枝をお母かあさんのお墓に挿さしました。小枝はやがて大きくなって、立りつ派ぱな大木になりました。灰かぶりは毎日この木の下でお祈りをしましたが、そのうち白い小鳥がこの木にやって来るようになりました。小鳥は灰かぶりが何か欲しいものを口に出すと、何でも望み通りのものを投げ落としてくれるのでした。

　ある時、国の王様が王子の花はな嫁よめを探すために、国中の美しい娘を招待して三日間の宴うたげを催しました。これには連れ子の娘たちも招待されました。灰かぶりは「自分も連れて行ってくれませんか」と継まま母ははにお願いしましたが、継母は承しよう知ちしませんでした。そして最後には、「大皿いっぱいの豆を灰の中にぶちまけたから、それを時間までに拾い集めたら連れて行ってあげる」と言いました。

　灰かぶりは庭に出て、声を張り上げました。

「家ばと、山ばと、小鳥さん。いい豆は、お鍋なべの中へ。悪いのは、おなかの中へ」

　すると窓からたくさんの鳩はとや小鳥が入ってきて、灰の中から瞬またたく間に豆をつつき出し、良い豆を残らず鍋の中に入れて、良くない豆を食べてしまいました。灰かぶりはできあがった仕事を継母のところに持って行きましたが、継母は「何をしたっておまえは連れて行かれないよ」と言って、灰かぶりを置いてお城へ行ってしまいました。そうして家に誰もいなくなると、灰かぶりはお母さんのお墓のハシバミの木の下に行って、叫びました。

「はしばみさん。こがね、しろがね、私に落としてくださいな」

　そうすると白い鳥が現れ、金きん糸しと銀ぎん糸しで織られた立派な着物を投げ落としました。灰かぶりそれを身に着けて、お城へ行きました。

　王子は美しい灰かぶりをダンスの相手に選び、継母たちはその立派な娘のことを灰かぶりだなどとは気づきませんでした。日が暮れると、灰かぶりは引き止める王子からすりぬけて家に戻り、ハシバミの木に美しい着物を返しました。王子も誰も、その美しい娘が何者なのか分かりませんでした。そして灰かぶりは次の日も、前の日よりもさらに立派な着物を小鳥に落としてもらってお城の宴に現れました。王子は再び灰かぶりをダンスの相手に選びましたが、日が暮れると灰かぶりは逃げてしまいます。

　三日目の、宴の最後の日、王子は一いつ計けいを案じてお城の階段にタールを塗らせました。そしてこの日も宴に現れ、同じように逃げ出した灰かぶりが階段を駆け下りた時、履はいていた金の靴が片方くっついてしまい、置き去りになりました。

　王子はその小さな靴を拾い上げ、言いました。

「この靴を履はける娘を花はな嫁よめにする」

　それを聞いて連れ子の二人は喜びました。二人は小さな美しい足を持っていたからです。

　まずは姉が靴を試しましたが、爪つま先さきが入りませんでした。すると継まま母ははは包ほう丁ちようを持ってきて、「指なんか切っておしまい。お妃きさきになってしまえば歩かなくてもよくなる」と言いました。娘は指を切り落として足を靴に押し込み、痛いのを我が慢まんして王子のところに行きました。王子はこの娘こそ花嫁であると思い、馬に乗せてお城へ帰ろうとしました。

　しかし途中でお墓のわきを通った時、ハシバミの木に二羽の鳩はとがとまって、言いました。

「ちょっと見てごらん。靴に血がたまってる。ほんとの花嫁はまだ家にいる」

　王子はそれを聞いて、娘を家に帰しました。次に妹が靴を試しましたが、今度はかかとが入りませんでした。継母はまた包丁を持ってきました。娘はかかとを切り落として靴に足を押し込み、痛みをこらえて王子のところに行きましたが、王子が娘を連れて帰ろうとした時、またハシバミの鳩が同じことを言い、ばれて家に帰されました。

　そしてとうとう灰かぶりが呼び出され、靴を試しました。灰かぶりの足は、靴にぴったりと収まりました。王子は立ち上がった灰かぶりの姿を見ると、これこそがあの美しい娘だと気がつきました。継母と連れ子たちは真っ青になって怒りましたが、王子は構わず灰かぶりをお城へ連れて帰りました。

　ハシバミの木を通りかかると、二羽の鳩が、

「ちょっと見てごらん。靴に血なんかたまってない。ほんとの花嫁を連れて行く」

　と言って飛び立つと、灰かぶりの両肩に止まりました。

　そして、いよいよ王子との婚こん礼れいが行われることになると、連れ子の二人がやって来て、灰かぶりにおべっかを使って取り入ろうとしました。花嫁が教会に行く段になると、姉は右に、妹は左に付き添いました。すると両肩の鳩が、めいめいから片方の目玉をつつき出しました。式が済んだ帰り道には姉が左に、妹が右に付き添いました。すると二羽の鳩はめいめいからもう一つの目玉をつつき出し、二人の連れ子は一いつ生しよう涯がいめくらでいることになりました。




　……これが、グリム童どう話わの『灰かぶり』の筋すじ立だてだ。いま絵本などで知られている『シンデレラ』の物語は、ペロー版である『サンドリヨン』を元にしたものなんだ。サンドリヨンも、意味は灰かぶり娘。シンデレラも英語で、ほぼ同じ意味。

　これらはどれが正しい話とかいうわけじゃなくて、世界中に似たタイプの話がある類るい話わのたぐいなんだ。中国にも『葉よう限げん』という似た話があるし、日本にも近い話がある。『元型アーキタイプ』論に合がつ致ちする話の一つだね。つまりこれらに登場するモチーフは、十分にオカルトとして通用するほどの古い象しよう徴ちよう性を持っているということなんだ。

　……例えばシンデレラでは、魔ま法ほう使いがネズミを馬に、カボチャを馬車に変えてシンデレラを舞踏会に運ぶよね？　これを象徴学的に解かい釈しやくすると、ネズミは疫えき病びようを媒ばい介かいする死の象徴で、カボチャは愚ぐ鈍どんの象しよう徴ちようだ。とすると、シンデレラは立りつ派ぱな馬に引かれた馬車に乗っているはずが、これは魔ま法ほうによるまやかしで、実は死に引き回される愚おろか者であるという解かい釈しやくも成り立つわけだ。まあ、これはあくまでも一例に過ぎないわけだけども」

「へえ……」

　感心する蒼あお衣い。意い外がいにもこういう話には興味があるらしい。

「面白いですね」

「うん、僕もそう思う」

　蒼衣の言葉に、嬉うれしそうに笑って頷うなずく神か狩がり屋や。

　神狩屋は昔大学で学んでいたらしく、シンボル学や民みん俗ぞく学、オカルトなどに造ぞう詣けいがある。

　同じような話は以前に雪ゆき乃のもされたが、聞いても反応の薄い、実際に興味もなかった雪乃への対応と違って神狩屋は楽しそうだった。良い生徒を見つけた気分なのだろう。思わず身を乗り出していたが、ここで笑顔に少し影が差した。

「……まあ、これが人の生き死にに関わらなければ、もっと楽しいんだけどね」

「あ……」

　それを聞いて蒼衣の表情が、少し気まずそうに曇った。

「すいません……」

「あ、いや、気にしないで。それよりも話の続きをしても大丈夫かい？」

「あ……はい」

「えーと、どこまで話したかな。つまりこんな感じで象徴を解釈して分解してゆくと、どんな悪あく夢むが〈顕けん現げん〉するのかの手がかりになるかもしれないと、そういう話をしていたわけだね。本当は個人の悪夢とも混じり合うからそのままの解釈はできないんだけど、そのうち法則性が見えてきたら、誰のどんな悪夢なのか、どんな時に何が起こるのかといった予想ができて、対策しやすくなるかもしれないし、また君もそういう場所や状況に近づかなければ被害にも遭あいにくくなるかもしれないというわけ。

　いま分かっているのは、〝午後六時の放送が鳴っている時に階段を降りてはいけない〟というものかな？　これは明らかに、シンデレラの魔法が解けてしまう『十二時の鐘かね』のメタファーだろう。『鐘』はそのまま時間の境きよう界かいを告げるものでもあるけど、他にも鐘の音は死者の霊れい魂こんを呼び出す道具として降こう霊れい術や召しよう喚かん魔術にも使われるらしい。また鐘の象徴するものには、さっきとは全く逆の『神しん聖せい性』があって、鐘の音は魔を祓はらうということで魔ま除よけにも使われているんだ。ヨーロッパには悪あく魔まなどが人間の子供をかどわかすのを防ぐために鐘を打ち鳴らす伝でん承しようがあるけど、これなんかは日本で神かみ隠かくしにさらわれた子供を捜す時に鳴り物を鳴らす風習にも似ていて興味深いね。世界的に見ても教会堂の鐘やお寺の除じよ夜やの鐘など、『鐘』は魔の力を打ち払う神しん聖せいなものである場合が多い」

　そんな神狩屋の説明に、蒼衣が口を挟む。

「あ……じゃあ……ひょっとするとシンデレラにかけられた魔ま法ほうも、鐘かねの音が力を打ち払ったから消えたかもしれないとか、そんな解かい釈しやくもできるんですか？」

「ああ、なるほど」

　神か狩がり屋やの眼鏡めがねの奥の目が、心底嬉うれしそうに細められた。

「そんな解釈もできるね。面白い考え方だ」

「あ、そうですか」

　何となく和わ気き藹あい々あいとしてきた雰ふん囲い気き。雪ゆき乃のは他所よそを向いたまま水を指す。

「……じゃあ、何でガラスの靴は残ったわけ？」

「え？」

「それならガラスの靴も消えるはずでしょう？　夜十二時には魔法が消えるような良くない力があって、それがお城の中に響ひびいた鐘の音で打ち消されて靴だけ残ったとかいう解釈にしないと靴の理り屈くつが通らないわよ？」

「あ……」

　雪乃の指し摘てきに、蒼あお衣いが残念そうな表情をした。

　そんな蒼衣を見て、雪乃は少し溜りゆう飲いんが下がった。しかしそのつもりで重じゆう箱ばこの隅すみをつついただけだったのだが、代わりに神狩屋から返ってきたのは満面の笑顔だった。

「なるほど、それはいい解釈だね。雪乃君」

「……」

　今度は逆に雪乃が何かを飲んでしまったような表情をする羽は目めになって、そっぽを向いた。

　言うんじゃなかった。神狩屋はこうした思し考こう実験を好んでするが、雪乃の知る限り〈泡ほう禍か〉がまともに予想できたためしはなかった。

「…………馬ば鹿か馬鹿しい」

　雪乃は、呟つぶやいた。

「今のは話の穴をつついただけよ。今回の〈泡禍〉には靴なんか出てきてない。無意味だわ」

「いや、そのうち靴に関わるものに発展するかもしれないし、あるいはもう起こっている事じ象しようが、靴に関わるメタファーかも知れないよ」

　神狩屋はにこにこと笑う。

「そうしたら雪乃君の分ぶん析せきも、重要な手がかりになるかもしれない」

「………………」

　臆おく面めんもなく言う神狩屋。

　よほど雪乃が話題に参加したことが嬉うれしかったらしい。この先生気き質しつというか、神狩屋のこういうところが雪乃は苦にが手てだ。

「あ、じゃあ……」

　蒼衣が、口を開く。

「それなら、靴も何かの象しよう徴ちようですか？」

「うん、『靴』も象徴的には非常に重要なものだね」

　その問いにも、神か狩がり屋やは答えた。

「シンデレラでは王子が花はな嫁よめの証あかしとして靴を使うけど、実際に西洋では女性に求きゆう婚こんするときに靴を贈ったり、結婚式で花嫁に靴を履はかせることで結婚の証にしたりした風習もあったらしいね。靴には〝境きよう界かいを越える〟という意味の象徴があって、どうやらこの場合は花嫁を新しい家に受け入れる、つまり家という境界の中に受け入れる許可の意味があったらしい。

　ちなみにそれの延長線上の概がい念ねんとも言えるけど、靴には〝死〟の象徴の意味もある。死後の世界という境界の向こうへ旅立つ意味で、西洋の葬そう送そう儀ぎ式しきで靴を遺い体たいのそばに置いたり、日本でも死し出での旅装しよう束ぞくとして脚きや半はんを履かせたりする」

「境界、ですか……」

「履はき物ものは歩くためのものだから、そのまま旅の意味でもあるしね。しかし〝境界〟の意味で取れば、さっき言った時間の境界を告げる『鐘かね』とも繫つながる」

　頷うなずく神狩屋。蒼あお衣いも頷き、二人で考え深げに黙りこむ。

「………………」

　雪ゆき乃のは不ふ愉ゆ快かいげに、テーブルに頰ほお杖づえをついた。

　学者肌はだというかオタク気き質しつというか、ついていけない。うんざりしながら隣となりの颯さつ姫きに目をやると、考察に夢む中ちゆうの二人を見ながら、何が楽しいのかにこにこしている。

「…………楽しい？　颯姫ちゃん」

「え？　何がですか？」

　笑顔で雪乃を見て首を傾かしげる颯姫。

　特に何も考えていなかったらしい。はあー、と雪乃は溜ため息いきをついた。何だか急に馬鹿らしくなった。

　雪乃は言った。

「お楽しみのところ悪いんだけど」

　ずっと気づいていたが、わざわざ言わなかったこと。

「時間は大丈夫？」

「え？」

「あ」

　その雪乃の言葉を聞いて、考え事に夢中になっていた男二人は慌あわてて顔を上げて、カウンターの奥にかかっている大きなアンティーク時計に目を向けた。

「うわ、もう七時!?」

「あ、これはいけない。予想外のこと色々があって、ずいぶん引き止めてしまった」

　蒼衣が驚き、神狩屋が椅い子すから立ち上がった。

　急に店の中の空気が、慌あわただしくなった。そんな気はしていたが、完全に話に夢む中ちゆうになって時間を忘れていたらしい。

「とりあえず、タクシーを呼ぶから、家の近くまで送らせよう」

　神か狩がり屋やは、蒼あお衣いに言った。

「あ、はい……」

「君のことについてはこれから考えてみるから、君もくれぐれも気をつけて」

　言うと、神狩屋はカウンターに向かった。

　そうして埃ほこりっぽいコルクボードに張られたメモから電話番号を見み繕つくろうと、それを指でなぞりながら電話機に手を伸ばした。そしていまどき珍しいダイヤル式の黒電話から、その重くて大きい受話器を、ちん、という小さなベルの音と共に取り上げた。
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　　　四章　魔女と魔女の死
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　白しら野の蒼あお衣いは夢を見ていた。

　夢の中の蒼衣は、まだ入りたての頃の小学生だった。

　よく忍び込んで遊んでいた、近所の工場の敷地に建つ使われていない倉庫の中。蒼衣はそこで、幼い頃よく遊んでいた幼おさな馴な染じみの女の子と一緒にいた。

　葉は耶やという名の、女の子。

　ちょっと伸ばした髪が可愛かわいい、蒼衣よりも少し背の高い女の子。

　汚れた天窓から光が入ってくる薄暗い倉庫で、蒼衣と葉耶と、二人きり。

　病的に白いワンピースを着た葉耶は、地面がむき出しの床にどこからか持ってきた石灰で三角形と円を組み合わせた図形を描いて、そのそれほど大きくない図形の中に、ぴったりと二人くっついて立つことを蒼衣に強いていた。

　幼い蒼衣は素直に従って、二人は背中合わせになって、図形の中央に立っていた。

　背中に、葉耶の体温を感じていた。

「……これはね、呪のろいの力をあつめる儀ぎ式しきなんだよ」

　背中合わせの、葉耶が言った。

「この魔ま方ほう陣じんがせかいじゅうの悪あく霊りようをあつめて、わたしの呪いの力を強くするの」

　そんな設定の、二人だけのごっこ遊び。

「本当のわたしは、すごいんだよ」

　葉耶は言う。

「パパも、ママも、ピアノの先生も、マキも、ちーも、サキも、ユカもリョーコもレオナも、わたしのことが嫌いなみんなを、あっというまに殺せる力をあつめるの。いままでのわたしじゃない、ほんとうのわたしの力。わたしがなにもできないと思ってるみんなを、みんなみんなみんな殺すの」

　夢の中の曖あい昧まいな視点が、背中合わせのはずの葉耶の表情を見せる。

「ほんとうの、わたし」

　葉耶は笑っている。

「わたしは魔法使いなの。みんな呪いに殺されるの。みんながわたしを嫌わなければ、こんなことにならなかったのに。でももうおそい。みんな死ぬ。みんなわたしのことが嫌いだから、わたしもみんなが嫌い」

　笑っている。楽しそうに。

「わたしが嫌いなら、いくらでも嫌いになればいい」

　冷れい笑しよう。

「わたしはへいき」

　周りの何もかもを恨うらんで嫌って呪のろって、それらを残らず殺せる力を夢む想そうして、本当に楽しそうに笑っている。

「そのかわり、みんな殺してやる」

　葉は耶やは言う。

「みんな、一人のこらず」

　この歪ゆがんだごっこ遊びに、高こう揚ようした声で。

「でも、蒼あお衣いちゃんだけは助けてあげる。この魔ま方ほう陣じんの中にいるひとは、助かるんだよ」

「……」

　そして、葉耶は蒼衣に言う。

「そういう儀ぎ式しきなの。蒼衣ちゃんだけはたすかるの」

　背中合わせのまま手をつないで、葉耶は無言のままの蒼衣に言った。

「蒼衣ちゃんだけは、わたしの味方」

「……」

「蒼衣ちゃんだけは、わたしの味方だよね……」

「……」

　夢の光景は、そこで途と切ぎれる。




　…………………………
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　そうしてまた、一夜が明けて。




　蒼衣が朝の自宅でニュースを眺ながめながら朝食を摂とっていると、玄関のチャイムが鳴った。

「あら、こんな朝から」

　ぱたぱたとスリッパの音を立てて、母の圭けいがキッチンを出て行く。蒼衣はどうせ自分には関係のないことだろうと、ぼーっとした頭でテーブルについたまま、ご飯を咀そ嚼しやくして味み噌そ汁しるで流し込んでいた。

　テレビの音と、朝食の匂においが広がる朝のダイニング。

　部屋にたちこめる味み噌そ汁しるの匂いと、アジの開きを焼いた、塩しお辛からい脂あぶらの匂におい。

　向かいの席には父の寡か黙もくな瘦そう軀くが背広姿すがたで座っていて、ご飯を食べながら傍かたわらの新聞を引き寄せる。父の光こう一いちはこうしてテーブルの上の新聞を読みながら朝食を食べるのが癖くせだが、最近はそのたびに母によって「行ぎよう儀ぎが悪い」と叱しかられ、取り上げられている。

「む」

　新聞を読みながら味噌汁をすすり、眼鏡めがねが曇って眉まゆをひそめる父。

　そんな父の表情をぼんやりと視し界かいに入れながら、蒼あお衣いは眠い目を細め、黙々と口を動かす。

　静かな、朝の光景だ。蒼衣の心も静かなものだ。昨日もまた寝不足で、ついでにその眠気に任せてできるだけものを考えないようにしていた。

　しかし、だった。

「────蒼衣ー？」

　そんな蒼衣を呼んで、母が廊下からダイニングに顔を出した。

　何か困ったような、しかし微び妙みように嬉うれしそうな、変な笑顔を浮かべている。蒼衣は寝ぼけたように目を細めたまま返事をする。

「んー……何？」

「お客さんよ。あなたに」

「ん？」

　まだ半分寝ている。

「誰？」

「一いち高こうの制服着た子」

「一高？」

「すっごい綺き麗れいな女の子。誰かはお母かあさんの方が知りたいんだけどな……」

「……！」

　途と端たんに好こう奇き心しんに満ちた両親の視線が集中して、蒼衣はその瞬間、完全に目が覚めた。




　　　　†




「……家族相あい手てにもあんまり目立つことしないのが信条なんだけどな、僕は」

「何か言った？」

「いや別に」

　時とき槻つき雪ゆき乃のと並んで朝の道を歩きながら、蒼衣は小声でぼやく。

　まさかいきなり家に訪ねて来るとは思わなかった。何か聞きたげな雰ふん囲い気きの両親を振り切って家を出てきた蒼あお衣いは、帰宅した時のことを考えて今から憂ゆう鬱うつな気分になりながら、駅へと向かう雑ざつ踏とうの中を歩いていた。

　隣となりを歩く雪ゆき乃のの横顔は例のごとく不ふ機き嫌げんで、背せ筋すじの伸びた近寄りがたい雰ふん囲い気きで足を進めている。その歩みに合わせて髪を束ねる黒いレースのリボンも、蒼衣の視し界かいの端はしで、不機嫌に揺れていた。

　いつも蒼衣が通学するよりも、三十分ほど早い時間の通学路。

　それでも人通りは普段の時間とあまり変わらず、これなら早く出ても意味がないなと自分の通学時間の正しさを頭の端で再さい確認する。

　慌あわてて朝食を胃に収めて玄関に立っていた雪乃の前に出た時、蒼衣は「少し早くないか？」と当然訊たずねた。その問いに対して雪乃から返ってきたそっけない口く調ちようの答えは、「あなたを送ってから私が学校に行くんだから、早く出ないと私が遅ち刻こくするじゃない」と真っ当なのか勝手なのか、よく分からないものだった。

　要するに、同じ〈泡ほう禍か〉に遭そう遇ぐうすると予言された二人をできるだけ一緒に行動させ、蒼衣が単独で〈泡禍〉に遭遇してしまう危険をできるだけ減らそうという作戦。

　昨日『神か狩がり屋や』から蒼衣が帰った後、作戦会議でそのように決まったらしい。

　そういうわけで雪乃はこの日、何の予告もなしに蒼衣の家を、こうして訪問してきたというわけだった。

「登とう下げ校こうは迎えに行くわ」

　雪乃は言った。

　蒼衣の通う典てん嶺りよう高校は授業が四十五分の七時間制。対する雪乃の通う市し立りつ第一高校は五十分の六時間制なので、雪乃の方が三十分近く早く授業が終わるのだ。

　一いち蓮れん托たく生しようの、ボディーガード。

　しかしそう決まると今までは考えもしなかったが、雪乃がいない時に〈泡禍〉に遭遇した時はどうすればいいのか、急に気になった。

「……えーと。雪乃さんがいない時に何かあった時は、どうすればいい？」

　並んで歩く雪乃に、蒼衣は訊ねた。

「さあ？」

　雪乃はそっけなく、それだけ答える。

「さあ？　って……」

「手の空あいた〈騎き士し〉がいたら応援に回してくれるって言ってたわ。もしそうでない時に出くわしたら、自分で何とかして」

　蒼衣が困った表情をすると、それをちらりと見た雪乃はようやく、溜ため息いき混まじりに説明した。

「自分で、か…………あんなのを相手に？」

「そうよ」

　これでは説明されても、何も説明されていないのと変わらない。

　あの時、あのマンションで蒼あお衣いを襲おそった女性は〈異デイジエ形ネレーシヨン〉というらしい。誰かに浮かび上がった〈悪あく夢む〉によって、肉体や精神が〝変へん質しつ〟してしまった人間。あの時でさえ雪ゆき乃のに助けられたのだ。自分だけでどうにかする自信は正直なかった。

「私は〈騎き士し〉だから、あなたを守るのが役目だけど」

　雪乃は言った。

「それでも〈泡ほう禍か〉と遭そう遇ぐうした時に一人で生き残れない〈保有者〉は、いま生き残ってもすぐ死ぬわ。諦あきらめたら？」

「………………」

　蒼衣に対して、雪乃の態度はきつい。

　雪乃の言う〈騎士〉というのは、〈泡禍〉の被害者の互ご助じよ組織である〈騎士団オーダー〉の中でも、積極的に〈泡禍〉との戦いや後あと始し末まつに乗り出すメンバーのことだ。その数は〈騎士団〉全体から見ても、決して多くはないという。

　ほとんどの〈泡禍〉の被害者は自分の中にある悪夢の欠片かけらを恐れながら、二度と〈泡禍〉の起こす恐ろしい現げん象しようと関わらないことを望みつつ、ひっそりと生きることを選ぶからだ。

　組織を構成する小しよう単位である〈ロッジ〉には、〈騎士〉がいない〈ロッジ〉も多いらしい。

　当たり前ではあるが、ほとんどの者は再び〈泡禍〉に出で遭あうことと、自分の中の〈泡禍〉の欠片が再び鎌かま首くびをもたげることを怖れながら日々を暮らす。

　ごく一部の────割合にして二割ほどの人間が、正義感から、または復ふく讐しゆう心しんのため、あるいは恐怖の記き憶おくを克こく服ふくするために、神の悪夢と戦って人々を助ける道を選ぶ。

　それぞれの理由のために自分の心にとてつもない傷を残したはずの〈悪夢〉と積極的に関わり、その恐怖と危険の中に、その身を晒さらしてゆく。

　それでもなお、〈騎士〉とその他のメンバーの死亡率りつは二倍も違わないそうだ。

　悪夢の欠片である〈断だん章しよう〉の再発率は極めて高いという。その点では雪乃の言うことは無む慈じ悲ひなまでに正しい。

　蒼衣は、溜ため息いきをつく。

　そして言う。

「……善ぜん処しよするよ」

「無む駄だね」

　一いつ蹴しゆうされた。

　むっとするより、苦にが笑わらいが出た。蒼衣はそんなところがある。あまり人の態度や言葉に、腹を立てたり嫌ったりするような感情が湧わかないのだ。

　腹を立てたのは、むしろ雪乃の方だった。

　雪乃は苦笑した蒼衣の表情を見ると、あからさまに不ふ機き嫌げんの度合いを深めた。

「……一度死んだ方がいいかもね、あなた」

「挑ちよう発はつしたのはそっちなのに……」

「うるさい、殺すわよ。私はそういうヘラヘラした男が一番嫌きらい。役目じゃなかったら一緒に歩いてないわ」

　そこまで言うか、と蒼あお衣いの表情にはかえって笑いが出た。

「………………」

「………………」

　雪ゆき乃のはますます不ふ機き嫌げんになり、会話が途と切ぎれた。

　ガードレール向こうの車道を大型トラックが走り抜け、排ガス混じりの風が蒼衣と雪乃の髪を等しく嬲なぶった。

　しばし無言で、二人は歩く。

　どんどん先に進んでゆく雪乃の背中。その後ろ頭で揺れる黒いレースのリボンに、蒼衣は声をかける。

「……雪乃さん。僕は普通の方がいいと思うよ」

　雪乃は振り返りもせずに、答えた。

「興味がないわ」

「せめて普通の振りをした方が、生きやすいと思うんだけど」

「楽な生き方なんか望んでないわ。私は戦って生きることに決めたの。憎ぞう悪おを糧かてに、殺さつ意いを刃やいばに、苦痛を火ひ種だねに、私は生きるの」

　淡たん々たんとした、しかし強い言葉。

「でも、つらくはない？　そんな生き方」

「なぜ？」

「ずっとその調子なら、軋あつ轢れきも多いと思う。学校でいじめられたりしない？」

「まあね。だから何？」

　雪乃は肩越しに振り返って、冷たく細めた目を向ける。

「どうせいじめなんてのは、集団があれば必ず起こるつまらない現げん象しようだわ。そんな普通の現象なんかに、私の心は動かない」

　そして言う。

「だから、いくらでもやればいいわ。私が引き受けて、助かってる子が一人くらいはいるんじゃない？」

「………………」

　蒼衣は想像を絶するその答えに、絶ぜつ句くした。

　きっと、彼女はクラスの女子から和を乱す存在としてさぞや敵てき視しされているに違いない。

　それは容易に想像がつく。だが蒼衣は、見ず知らずのクラスのことなどよりも、雪乃の身の方を先に案じた。

「……大丈夫なの？　それで」

「ええ、平気だわ」

　きっぱりと、雪ゆき乃のは答えた。

「何も感じない？」

「私が何を感じるわけ？」

「何を、って、悔くやしいとか、悲しいとか……」

「私が？　誰に対して？」

　雪乃はその答えとして、微かすかに口元に冷れい笑しようを浮かべた。

「その気になったらいつでもまとめて殺せるような連れん中ちゆうに、私がわざわざそんな感情を抱くと思う？」

「………………」

　雪乃は言い切った。




　なぜ自分はあのとき、この雪乃という少女について行ったのか。

　なぜ自分はあのとき、この雪乃という少女と友達になることを承しよう諾だくしたのか。

　なぜ自分はこんなに、この雪乃という少女のことがひどく気にかかって仕方がないのか。




　その雪乃の言葉を聞き、その表情を見た瞬間────蒼衣の脳のう裏りでは一人の少女の姿が重なって、全ての疑問の理由を、このとき初めて完全に理解した。







　　　　３




　学校が終わって、放課後。

　白しら野の蒼あお衣いと時とき槻つき雪乃は、最初に二人が出会ったマンションからほど近い場所にある、ファミリーレストランにいた。

　この辺りは、〝予言〟を受けた雪乃が、二度にわたって〈泡ほう禍か〉と遭そう遇ぐうした地区だった。

　夏なつ木き夢ゆ見み子この〈断だん章しよう〉による〝予言〟を受けた人間は必ず〈泡禍〉と遭遇するので、雪乃はずっと手がかりもない状態で、適当に町を移動し続けたらしい。

　要するに当てずっぽうだが、しかし外れたことのない〝予言〟の通り、やがて雪乃はこの地区で〈泡禍〉に出で遭あった。

　それからは集中的にこの地区を捜そう索さくし、都つ合ごう二回、蒼衣と雪乃の出会ったあのマンションでのものを含めて〈泡禍〉に遭遇したらしい。

　今ここに蒼あお衣いがいるのは、その続きだった。

　蒼衣の安全のため、同じ〝予言〟を受けた二人をできるだけ一緒に行動させると決めはしたものの、それでも〈泡ほう禍か〉の捜そう索さく自体はやめるわけにはいかず、こうして雪ゆき乃のの探たん索さく行こうに蒼衣も同行するという形になったのだ。

　今朝けさの迎えとは違い、今は一緒に田たの上うえ颯さつ姫きもいた。

　放課後、目立ちたくないからと必死で頼み込んで校門前ではなく駅で雪乃と合流した後、蒼衣はこの地区の最も寄より駅に移動して、そこで颯姫と合流したのだ。

　そして昼食がまだだという颯姫のために、もう夜も間ま近ぢかな夕刻に、三人はこのファミリーレストランに立ち寄った。他人の記き憶おくを消すという〈騎士団オーダー〉の活動に不ふ可か欠けつな〈断だん章しよう〉を持っている颯姫は、話によると近辺の〈ロッジ〉から引っ張りだこで、あちこちを忙しく駆け回っているらしい。

　今日も日中は関東一いち円えんを出向いて回り、昼食を食べる暇ひまもなく働いていたということだ。

「あれ？　平日だよね。学校は？」

「行ってませんよ。戸こ籍せきもないんです、私」

　疑問に思って訊たずねた蒼衣に、ドリアを頰ほお張ばりながらそう答え、颯姫は笑った。

　何だか複雑そうな事情と、それに反する屈くつ託たくのない笑顔に、蒼衣はそれ以上を颯姫に訊きくのを躊躇ためらった。だがそもそも考えてみれば、時間の経過と共に記き憶おくが失われてゆく人間がまともに学校生活を送れるわけがないのだ。

　現に颯姫は、幼少期の記憶をほとんど自身の〈断章〉に食い尽くされて、ほぼ全くと言っていいくらいに持っていないらしい。首から下がっている紐ひものつけられた可愛かわいらしいメモ帳が、辛かろうじて彼女の記憶を補っている状態だ。

　考えるだに悲ひ惨さんな状況だが、颯姫はそんな悲惨さなどおくびにも出さず、食事をしながら無む邪じや気きに目を細めている。

「んー、おいしいですね、これ」

「ただのチキンドリアだけど……食べたことないの？」

「うーん、あるとは思うんですけど、覚えてないです。たいていの物は初めて食べる感じなので美味おいしいですよ。数少ない、得してるところです」

　颯姫は笑う。本人はそのつもりはないだろうが、ここまで前向きなのも、見ていて少々痛いた々いたしかった。

「………………」

　それとは対照的に、にこりともせずに押し黙っているのが雪乃だ。

　蒼衣と同じく学校の制服姿すがたの雪乃は、二人がけの椅い子すの傍かたわらにスポーツバッグを置いて、中のものが貴き重ちよう品ひんである時に無意識にそうするように、そのバッグの上に手を置いていた。

　中身が詰まって膨ふくらんでいるそれは、勝手な印いん象しようだが大きなぬいぐるみにも思える。雪乃の動作も、バッグを守るというよりもそれに縋すがっているように思えてくる。

　バッグの中身は、あの時のゴシックの衣装だ。

　朝に会った時から雪ゆき乃のはこのバッグを持っていたが、学校には持って行かず、途中で神か狩がり屋やの店に預けて放課後に再び回収しているらしい。

　戦せん闘とう服のようなものだと、彼女は自分で言っていた。

　彼女らの抱える〈断だん章しよう〉は要するに物理現げん象しようを伴うトラウマで、フラッシュバックは命に関わるため、〈騎士団オーダー〉の旨むねとする互ご助じよの一員となった被害者たちは皆必ひつ死しでＰＴＳＤに対してそうするように、抑制と治ち療りように心を砕いているという。

　しかし〈泡ほう禍か〉現象との闘争を選んだ〈騎き士し〉は、そういうわけにはいかなかった。

　超ちよう常じよう現象である〈悪あく夢む〉との闘争には、その悪夢の欠片かけらがもたらす有用な超常的側そく面めんが不ふ可か欠けつだった。

　乱暴に言えば『トラウマが能力になる』と言ってもよい〈断章〉は、〈泡禍〉に対してほぼ唯ゆい一いつの武器だった。常に暴走の危険を抱えた、そのうえ〈神の悪夢〉に対してはあまりにも非ひ力りきであるこの脆ぜい弱じやくな武器は、〈保持者〉と呼ばれる所有者の精神状態に強く影えい響きようされるので、その制御のために多くの者が様々なものに縋っているのだという。

　雪乃のように、特別な服を着て気持ちを切り替えるのもそう。

　心を落ち着けるために、何かの小物などに執しゆう着ちやくしたりする者もいる。

　また雪乃もやはりそうだが、〈断章詩し〉と呼ばれているキーワードを使う者も多いらしい。かつて自分が遭そう遇ぐうした〈断章〉の元になった〈泡禍〉に関わる言葉を選んで、それを呪じゆ文もんのように唱えてその時の記き憶おくを呼び覚まし、条件反はん射しやのように自分の心の中から〈悪夢〉を汲くみ上げるのだ。

　これはその言葉を日常で思い浮かべないことで、抑制の役にも立つ。

　当然これらの条件反射を固定するためには、ある程度の訓練と経験が要いる。

　ゆえに『衣装』、『道具』、そして〈断章詩〉。これらを使う者は自発的に自分の中の恐怖を使おうとする〈騎士〉がほとんどだった。そして雪乃も、そのうちの一人なのだ。

「………………」

　雪乃は自分の、戦いのための服が入ったバッグに手を置き、黙っている。

　その動作と表情は、もう一度見ても、やはり蒼あお衣いが最初に抱いたぬいぐるみの印いん象しようが、そう遠くないものであることを感じさせた。

　嵌はめ込みガラスの大おお窓まどに無言で顔を向け、外を睨にらむ雪乃。

　手元のコーヒーはとっくに空からになって、カップももう冷え切っている。

「雪乃さん。おかわり、頼もうか？」

「……いい」

　訊たずねる蒼衣に、雪乃はそっけなく答える。

　蒼あお衣いは小さく溜ため息いきをつく。多分ここに蒼衣がいなければ、もう少し雪ゆき乃のにも愛あい想そうがあるのだろうと漫まん然ぜんと思った。

　蒼衣の提案を断った代わりに、雪乃はもう氷の八割方がたが溶けた水のコップを手元に引き寄せて、バッグのポケットからプラスチック製の四角いケースを取り出した。それは黒地に、赤で英文と五ご芒ぼう星せいがあしらわれた小さなピルケースだった。

　袖そで口ぐちから包ほう帯たいの覗のぞく手で、ぱちんと小さな音を立てて開ける。

　中からざらりと音を立てて出てきたのは、当然ではあるが何種類もの錠じよう剤ざいだった。

「……薬？」

「何？」

　文句があるのかと言わんばかりに、雪乃が蒼衣を睨にらむ。うっ、と蒼衣は黙ったが、その錠剤のほとんどが蒼衣も見たことがあるビタミン剤などのサプリメントであることを見て取って、ほんの少しだけではあるが、内ない心しんで安あん堵どした。

　雪乃はその錠剤の中からいくつか蒼衣の知らない形のものばかりを見み繕つくろって口に放り込み、結けつ露ろで水みず浸びたしになったコップを口にやって、それを流し込んだ。

　その様よう子すを見ながら、蒼衣はかつて自分の見ている前で同じことをしていた少女のことを、脳のう裏りに思い出していた。

　あの女の子も、そうだった。

　蒼衣はテーブルに頰ほお杖づえをついて雪乃の様子を眺ながめながら、この少女と様々な部分で重なる女の子のことをぼんやりと考えていた。




　────溝みぞ口ぐち葉は耶や。




　その少女は白しら野の蒼衣の幼少期の記き憶おくの、実にその大たい半はんを占める存在だった。

　蒼衣と葉耶とは幼おさな馴な染じみで、物もの心ごころついた時にはすでに毎日のように一緒に遊んでいた関係だった。葉耶の方がひとつ年上。ごく近所で生まれた似た年の子供だったため、二人が赤ん坊の頃に、まずは親おや同士が仲良くなったらしい。

　幼稚園に通う頃には、すでに文学全集などを読んでいたほどの頭のいい女の子だった。

　当時の蒼衣には理解できないくらい難しい本を読み、理解できないくらい難しい話をする葉耶を、蒼衣は純粋に尊そん敬けいし、好きだった。

　しかし彼女は賢かしこくはあったが、決して賢けん明めいとは言えなかった。その聡そう明めいさは協きよう調ちよう性せいというものとは一切無む縁えんで、それは彼女の存在を同じ年とし頃ごろの子供たちから逸いつ脱だつさせ、さらには両親の庇ひ護ごからすらも逸脱させてしまった。

　同年代の子供は葉耶を生なま意い気きな異い物ぶつとみなし、そのためすぐに幼稚園には行かなくなった。

　さらには当時不ふ仲なかになり始めていたらしい葉耶の両親の関係は、子供の前では何とか取り繕つくろおうという二人の努力によって辛かろうじて成り立っていたにもかかわらず、聡さとい彼女が敏びん感かんにそれを察したことであっという間に終わりを告げた。

　それらは葉は耶やから、ますます他人と協調するという選択肢しを奪っていった。

　葉耶は誰からも愛情を与えられない存在で、そして葉耶自じ身しんも、誰もを憎んでいる存在。そして幼い葉耶の聡そう明めいさは、ただこの世の不ふ条じよう理りと悲劇、悪意と愚ぐ劣れつさとを洞どう察さつする、そのためだけに、費やされていた。

　たった五歳さいの、葉耶は言った。

「にんげんは、滅びるべきだわ」

　と。

　周囲の人間の全て、ひいては世界を呪のろっていた幼い少女。

　同年代の子供たちの中で、たった一人自分だけが別の存在であると暗く深く自覚していた、あまりにも孤独な少女。

　そしてたった一人の、あまりにも無力な少女。

　そんな葉耶にとっての唯ゆい一いつの遊び相手が、蒼あお衣いだった。

　幼い頃の蒼衣と葉耶は、毎日たった二人だけで遊んでいた。特に近所の町工場の敷地にあるほとんど使われていない倉庫の壁の穴を知っていて、そこからこっそりと中に忍び込んで、そこでひっそりと遊ぶことが多かった。

　そこはたった二人の、小さな王国だった。

　誰の目も届かない小さな遊び場で、葉耶と蒼衣は色々なことを語り合って過ごした。

　そして葉耶は何も分かっていない蒼衣をパートナーとして、〝儀ぎ式しきごっこ〟と呼んでいた自作のおまじない遊びを好んでやった。四歳にして立りつ派ぱな自じ傷しよう癖へきと服ふく薬やく習慣の持ち主だった葉耶は、蒼衣が遊び場に着いた時には体のどこかを傷つけた状態で待っていることが時々あって、そんな時は必ず暗い笑顔を浮かべて蒼衣を迎えて〝儀式ごっこ〟に蒼衣を誘うのだった。

　薄暗い倉庫の、地面が剝むき出しの床にしゃがみ込み、蒼衣に気がつくと安全カミソリを片手に立ち上がって嬉うれしそうに笑う。

　そして新しく考えてきた〝儀式ごっこ〟の内容を、蒼衣に説明する。

　彼女がそうする時は、たいてい家かどこかで嫌なことがあった時なのだと、蒼衣は何となく気づいていた。何があったのか、当時の葉耶は決して言わなかったので詳しいことは今も分からないが、それでも彼女の家庭の事情を考えると、起こったであろうことのあらかたは、概おおむね想像がついた。

「ほんとうのわたしは、こんなのじゃないの」

　葉耶は〝儀式ごっこ〟をするときには、口くち癖ぐせのようにそう言った。

　周囲の人間、周囲の世界、そして無力な自分への怨えん嗟さを呟つぶやきながら、葉耶は自分の自傷行こう為いによる血で、紙に魔ま法ほうの図形を書いた。

　それらの儀ぎ式しきは、全て葉は耶やの呪のろいの発はつ露ろだった。

　葉耶は呪った。周囲の人間を、周囲の世界を。そして、それによって誰にも愛されない自分を、間接的に彼女は呪っていたのだ。

　誰かを、あるいは誰でもないものを呪う儀式があった。

　何らかの力を、葉耶へと集めようとする儀式があった。

　効果のあった儀式もあれば、ない儀式もあった。それらの、おまじない遊びと呼ぶにはあまりにも陰いん惨さんな〝ごっこ遊び〟を通じて、蒼あお衣いと葉耶はたった二人、何か悲ひ惨さんな卵を温める鳥のように、共有した目に見えない何かを醸じよう成せいしながらずっとずっと過ごしていたのだった。

「蒼衣ちゃんだけは、わたしの味方だよね」

「うん……」

　二人きりで、そんなやり取りを何なん度ど繰り返しただろう。

　今にして思えばカルト染みていた。しかし当時の蒼衣は自分の知らないことを知り、自分の考えもしないことを言う葉耶のことを本当に尊そん敬けいしていて、そして蒼衣を支配しながら蒼衣に縋すがるこの少女のことが、本当に好きだった。

　これが多分、蒼衣の初恋なのだと思う。

　キスしたこともあった。だから確証はないけれども、それは葉耶にとっても同じだったのではないだろうかと今でも思っている。

　幼く歪いびつで、しかし幸せだった二人の関係は、二人が小学校に上がっても続いた。

　だがこの関係は蒼衣が成長し、小学校低てい学がく年ねんを過ぎた辺りに、蒼衣が社会性を身につけ始めた頃から、徐々に翳かげりが差し始めた。

　簡単な理由だ。蒼衣は他の友達や学校での責任と徐々に共きよう存ぞんし始め、対する葉耶はそれらの全てを拒否し、蒼衣と二人だけでいようとし続けたのだ。さらに蒼衣も学校で普通の友達との関係を深めるにつれて、葉耶の言う異常な世界観かんを、そのまま異常なものとして認にん識しきするようになったのだ。

　葉耶のことは変わらず好きだったが、しかし蒼衣はもう、葉耶と同じ閉じた世界は共有できなくなっていた。葉耶の一面ではあまりにも正しく、しかし他の全てで間違っている認識を蒼衣は正そうとし、それゆえに二人は徐々に、言い争いをするようになった。

　ただ蒼衣は、自分が生きている、人として生きる以上は必ずそこにいなければならない普通の世界に、葉耶にも出てきて欲しかったのだ。

　彼女と一緒に、普通の生活をしたかっただけなのだ。

　蒼衣は粘ねばり強く葉耶を説得しようとしたが、葉耶はそれを裏切りと認識した。

　やがて最後に破局が来た。忘れもしない十歳さいの時、頑かたくなな葉耶の態度にとうとう蒼衣の忍にん耐たいが底を尽いて、蒼衣は最後に葉耶へと拒きよ絶ぜつの言葉を投げつけて倉庫から立ち去ったのだ。

　その辺りの記き憶おくは、逆ぎやく上じようしていたせいか曖あい昧まいだ。

　そして葉は耶やは、それきり蒼あお衣いの前から姿を消した。

　いや、蒼衣の前からだけではない。そのまま彼女は行方ゆくえ不明となり、事件として大騒ぎになった。そしてとうとう葉耶は見つかることなく時が過ぎ、彼女の家族もこの町を離れ、全ては過去のこととなってしまった。

　葉耶は、それっきり。

　蒼衣のせいだ。子供の頃の、最悪に苦にがい思い出。

　まだ幼い子供だった蒼衣には選択の余よ地ちも能力もなかったとはいえ、思い返せば後こう悔かいだらけの出来事だった。

　もっと、別の説得をすれば。

　もっと、蒼衣に忍にん耐たいがあれば。

　あの時、葉耶を見捨てさえしなければ。

　きっと葉耶は──────いなくなったりはしなかったのだ。

　それからだ。

　蒼衣がリストカッターのたぐいの女の子に、変な義ぎ務む感かんのようなものを感じるようになったのは。

　だが今までは漠ばく然ぜんとしていた、その感情。

　今、はっきりした。蒼衣はこの時とき槻つき雪ゆき乃のという少女に、かつて救ってあげられなかった幼おさな馴な染じみの少女の面おも影かげを、重ねて見ていたのだ。




「……あの、白しら野のさん」




　その時、そんな物もの思おもいに沈んでいた蒼衣を、不意に颯さつ姫きの声が呼んだ。

「あ……ごめん。考え事してた。何？」

　慌あわてて蒼衣は頰ほお杖づえを外し、隣となりの颯姫に答えた。

　見ればいつの間にか雪乃が携帯を片手に、蒼衣の方を見ていた。その顔には普ふ段だんの不ふ機き嫌げんとは別の、引き締まった表情が作られている。

「……ああ、もう出るんだ」

　蒼衣はその表情から察して、言った。

　たった数日の付き合いで蒼衣が見た雪乃の表情は、普段の不機嫌と、もう一つ〈騎士団オーダー〉の活動に関わる時のこの表情の、二種類がほとんどだった。

　初めから、蒼衣たちはここに〈泡ほう禍か〉の捜そう索さくにやって来た。

　颯姫の食事も終わった。となれば、いよいよというわけだ。

「探すんだよね。この辺りを」

　微かすかな緊きん張ちようを感じながら、蒼衣は言った。

　二人がうろつけば、〝予言〟があった以上必ずいつか〈泡ほう禍か〉に出くわすという寸法だ。

「ええ、どこを探すかも決まったわ」

　雪ゆき乃のは答えた。

「そうなんだ。どこを？」

「それなんだけど……さっき神か狩がり屋やさんから電話があったわ」

　片手の携帯電話。雪乃の表情に、微かすかに蒼あお衣いを品しな定さだめするような微び妙みような色が混じる。

「電話？」

「一昨日おとといのマンションの〝女性〟の、身元が分かったそうよ」

　雪乃は言った。

「あの〝目を刳くり抜かれた女性〟の名前は、黒くろ磯いそ夏なつ恵え。あのマンションに住んでる、杜もり塚づか眞ま衣い子こという典てん嶺りようの一年生と、従姉妹いとこ関係だそうよ。……知ってるわよね？」

「な……!?」







　　　　４




　学校を休んで家で母の世話をしていたこの日、夕刻に黒磯の伯母おばから電話があった。

『眞衣ちゃん……夏恵が帰って来ないの。心当たりない？』

「え……!?」

　その伯母の言葉に、杜塚眞衣子は呆ぼう然ぜんと声を上げた。

　昨日きのう約束していたのに、母親の世話に来てくれなかった夏恵。

　あれから携帯にかけても繫つながらなかった。だからどうしても納なつ得とくできなかったものの、自分との言い争いが原因で怒らせてしまったのだと思うようにして、ようやくそう信じられるようになってきたところだった。

『ねえ……うちの夏恵、そっちに行ってない？』

「え……」

　伯母の言葉に、一いつ瞬しゆん口ごもる眞衣子。

　というのも黒磯の伯母夫ふう婦ふも他の親しん戚せきと同じく眞衣子の母親を嫌っていて、夏恵が世話をしに来てくれるというのも、伯母たちには内ない緒しよの話だったからだ。

　そんな話をすれば、伯母夫婦────特に眞衣子の母親にとって兄に当たる、癇かん癪しやく持ちの伯父おじが怒り出すことは目に見えていた。だから秘密だったのだ。この伯父夫婦が、夏恵と同じく眞衣子には同情を示してくれるということを、大きく差し引いてもだ。

　あれは、夏恵の個人的な好意だったのだ。

　そんなことを考えながら受け答えをした結果、反射的に眞衣子の口から出た言葉は、否定の言葉だった。

「い、いえ……知らないです」

『そう……』

　困り果てたような、伯母おばの声。

　疑われているような様よう子すはなかった。そのとき眞ま衣い子この胸に浮かんだのは、道どう理りに合わない気もしたが、疑われていないということに対する安あん堵どの気持ちだった。

　そして次に浮かんだのは、伯母の声に含まれているのと同じような、心配と困こん惑わくだった。

「あの……帰ってないんですか？　夏なつ恵えお姉ねえちゃん」

『そうなのよ……』

　首を傾かしげるのが見えるような、伯母の声。

「い、いつからですか？」

『一昨日おとといの晩からよ』

「おととい……」

『さすがに心配してるのよ。もう子供じゃないって言っても、今まで無む断だんで外がい泊はくするなんてことなんか一度もなかったし』

「そ、そうですね」

　知っている。夏恵はしっかりした人だ。眞衣子のためにちょっとした噓うそをつくことはあっても、そういう基本的なところはきっちり押さえている人だ。

『何回携けい帯たいに電話しても繫つながらないし……警察にお願いしようか、って今朝けさもお父とうさんと相談してたの』

「警察ですか……」

『眞衣ちゃんも、ちょっと気にとめておいてね。もし連絡あったら、教えて、ね？』

「あ、はい……」

　控えめに答えながらも、胸の中にはみるみるどす黒い不安が広がり始めていた。

　じゃあね、よろしくね、と繰り返して、伯母からの電話は切れた。しかし眞衣子は受話器を戻すのも忘れて、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていた。

　一昨日の夜といえば、あの言い争いになった夕方の、その後。

　翌日に眞衣子の家に来なかったどころではない。その前から、夏恵は家にさえ帰っていなかったのだ。




　────行方ゆくえ不明？

　　　　　どこに？

　　　　　なんで？




　眞ま衣い子この頭の中で、答えの出ない問いがぐるぐると回る。

　あのケンカが原因？　そんなわけがない。しかしあの直後に、夏なつ恵えは消えたとしか考えられない。

　いなくなるような素そ振ぶりが、あっただろうか？

　分からない。全然わからない。見開いた眞衣子の目が、見下ろしている電話機の表ひよう示じの上を無む為いに泳いだ。

　夕刻の、薄い陽光と蛍けい光こう灯とうの明かりが、ぼんやりと相そう殺さいしあう薄ぼけた色彩のリビング。

　ツーッ、ツーッ、という電話機の音を遠く聞きながら、眞衣子は電話台の前に立ったまま、夏恵のことをぐるぐると考えていた。

　親しん戚せきの中で、一番仲なかのいい従姉いとこ。

　子供の頃から一緒にいた、仲のいいお姉ねえちゃん。

　しっかり者で正義感が強くて、頼りがいのあった夏恵お姉ちゃん。

〝失しつ踪そう〟

　そんな言葉とは、眞衣子の中では最も無む縁えんだった人だ。

　あり得ない。どんな理由も考えられない。たった一つ、何かの事件に巻き込まれたという、本人とは関係ない理由以外は。

「………………！」

　思い至った瞬間、胸の中から冷たい不安に心臓を摑つかまれた。

　そうとしか考えられなかった。きっとそうに違いない。眞衣子は祈った。早く伯母おばが、警察に捜そう索さく願ねがいを出してくれるように。

　と、その時、眞衣子の耳に寝室から母の激しい咳せきが聞こえた。

　はっ、と眞衣子は我に返った。そしてずっと握ったままだった受話器を慌あわてて戻し、寝室に向かって、母の世話へと戻ろうとした。

「！」

　その瞬間、受話器を置いたばかりの電話が再び鳴り始めた。

「え？　わ……」

　すでに電話から離れかけていた眞衣子は、あわあわと部屋の真ん中でたたらを踏んで、まだ自分の体温が残っている受話器を摑んで電話機から取り上げた。

「も、もしもし？」

　慌てているのが、思い切り声に出た。

　しかし電話の相手の声を聞いた途と端たん、眞衣子の声はますます慌てることになった。

『えーと、杜もり塚づかさん？　僕、白しら野のだけど』

「え……白野君!?」

　電話の相手が名乗るのを聞いて、眞衣子は思わずそんな声を上げた。

　予想もしていなかった相手だった。一瞬嬉うれしく思ってしまった後、昨日きのう見た綺き麗れいな女の子の記き憶おくがよぎって、気持ちは苦にがいものに変わった。

「な、何？　白しら野の君……」

『あ、えーと……何か用があるわけじゃないんだけど。ちょっと気になってさ』

　眞ま衣い子この問いに、電話の向こうの蒼あお衣いは少し困ったような調子で、何故なぜか話題を探すようにして言った。

『いや……前に話したとき、大変そうだったからさ。家のほう、大丈夫？』

「え？」

　ぽかん、とした。意味が飲み込めるまでに、数すう瞬しゆんかかった。

　蒼衣が、ただ自分のことを心配して電話をかけてきたらしいということ。

　想像を通り越して妄もう想そうの外だった。眞衣子はてっきりこの間のように、学校の用事だとばかり思っていた。

「え？　あ……うん。大丈夫……」

　眞衣子はやっとのことで、そう答える。

　せっかく蒼衣が心配して電話をくれたというのに、もっと気の利いたことが言えないのかと密ひそかに心の中で落ち込んだ。

「平気……」

『そ、そっか。何か変わったこととか、身のまわりになかった？』

　蒼衣は、重ねて訊たずねた。

「う、うん……」

『そう……ならいいんだ。何かあったら遠えん慮りよなく電話して。手伝えるかもしれないし』

「うん、ありがとう……」

　眞衣子の胸に広がる、どこか幸せな、戸と惑まどいの感情。

　この人は何でこんなことをするんだろう。眞衣子はそんなことを思う。

　きっと誰にでも、こうする人なのだ。それは今まで見ていて感じた蒼衣の人となりとは全く違うものだったが、誰にでもこうなのだとでも思わなければ、うっかり期待してしまいそうで辛つらかった。

　それとも、あの蒼衣といた一いち高こうの子は、恋人ではないのだろうか？

　いや、だめだ。そんなことは考えない方がいい。仮に今そうではなかったからといって、どうだというのだろう。

　どんな期待をしても、眞衣子にはとても勝ち目なんかないのだ。

　同性の眞衣子すら見とれそうになる綺麗な子。あの姿を見てしまった以上、眞衣子程てい度どではどんな小さな期待すらも持ってはいけないと、どんな小さな期待も必ず破れるだろうと、眞衣子は本能的に理解できた。

　それなのに、どうしてこんな、期待してしまうような電話をしてくれるのだろう。

　眞ま衣い子こは上じよう気きした緊きん張ちようと同時に絶望的な思いに囚とらわれながら、この幸せで不幸せな電話の受け答えをしていた。

「……だ、大丈夫。何もないから」

『そっか』

「うん」

『わかった、大丈夫ならいいんだ。安心した』

「うん」

　本当につまらないやり取り。しかし無数の相あい反はんする感情が詰め込まれた、たったそれだけのやり取り。

『うん。急に電話して、ごめん』

「うん」

『それじゃ』

「うん、じゃあね……」

　最後にそう言って、受話器を下ろす。

　かちゃ、というプラスチックの触れ合う小さな音と共に、通話が途と切ぎれた。

　途と端たんに、電話によって繫つながっていた緊きん張ちように似た何かが心の中で切れて、ぼんやりとした明かりの照らす部屋で一人、胸に重りを吊つるされたように、ずん、と思い切り落ち込んだ。

「………………はあ……」

　スリッパを履はいた自分の足を見下ろすほど俯うつむいて、眞衣子は重く溜ため息いきをついた。

　つま先の部分が開いているスリッパから、古い火傷やけどの痕あとで肉が盛り上がった左足の指と、変形した爪が覗のぞいているのが見えた。

　そうだ、こんな私が好かれるわけがない。

　こんな自分が、蒼衣に好かれるわけがない。

　身のほど知らずの夢を見るのは、やめよう。

　そう自分に言い聞かせながら、眞衣子は小さく、唇をかみ締めた。

　母親にすら、愛されなかった自分。

　他人ひとに愛されるなんて、夢のまた夢だ。

　そうしていると、リビングの眞衣子を、寝室から痰たんのからんだかすれた声が呼んだ。

「眞衣……子！」

　母の声。慌あわてて眞衣子は顔を上げた。眞衣子は電話に出るためここに来ていたが、母にフルーツを食べさせている途中に抜け出していたのだった。

　足早に寝室に戻ると、骸がい骨こつのように瘦やせた母の、そこだけは輝く目が眞衣子を睨にらんだ。

　眞衣子は身が竦すくむ思いになる。もう眞衣子を虐ぎやく待たいする力もない母だったが、子供の頃から眞ま衣い子こを威い圧あつしてきた目は条件反はん射しやで怖かった。

「……」

「………………電話、誰？」

　俯うつむいてベッド脇に戻り、テーブルに置かれた桃ももの器とスプーンに手を伸ばす眞衣子に、母のかすれた声が訊たずねた。

「……黒くろ磯いその……あの子じゃ、ないでしょうね」

「違うよ。伯母おばさんの方。夏なつ恵えお姉ねえちゃんが家に帰ってこないから、知らないかって……」

　眞衣子は答える。

　ふん、とそれを聞いた母親は、憎にく々にくしげに鼻で笑った。

「どうせ……どこかで遊び呆ほうけてるんでしょ」

　そんな人じゃない、と言いたかったが、言わなかった。言えば母が怒り出すことは、火を見るより明らかだったからだ。

「……」

　眞衣子は何も言わずに、ベッド脇の椅い子すに座った。

　そして母に食べさせるために、ガラスの器に入った缶かん詰づめの桃にスプーンを差し入れた。

　つるりとした曲線を描く黄おう桃とうに、鈍く輝くスプーンを突き刺す。ぐるりと刳えぐり貫つらぬくようにスプーンを回して、桃を一ひと口くち大だいに切り出す。

　今まで、何なん度ど自分がこうしている、この光景を見ただろう。

　母は桃とプリンが好きだ。入院していた頃も、眞衣子はいつも家から持って行ったこのスプーンを使って、幾いく度どとなく同じように、桃やプリンを食べさせた。

　自分で食べればいいのに、母はこれらを食べるときは必ず眞衣子に命じて食べさせる。

　まるで女王が、使用人の服ふく従じゆうを確かめているかのように。あるいは継まま母ははが、娘をこき使っていじめているかのように。

　それでも眞衣子は文句を言わずにその命令に従って、まるで親おや鳥どりが雛ひなに食べ物を与えるように、黙もく々もくと母の口にスプーンで桃を運んだ。

　すぐに死んでしまうだろう、傲ごう慢まんな雛の口へと。

　食べさせるほど、時が経たつほど弱ってゆく、ただ死にゆく雛の口へと。

　そこから感謝の言葉など一度も出たことがない、いつも眞衣子と他の人間への、罵ば倒とうと恨うらみと妬ねたみばかりが出る雛の口へと。

　かつっ、と歯の当たる小さな音を立てて、母の乾いた唇がスプーンを咥くわえる。

　唇がシロップで艶つややかに濡ぬれて、貪どん欲よくに光る。

　それでもスプーンの桃を啄ついばむようにして食べる、その時ばかりは嬉うれしそうに目元が歪ゆがむ母の表情が眞衣子は好きだった。たとえ幼い眞衣子の足を、火のついた煙草たばこで啄むようにして嬲なぶった母であってもだ。

　これほど弱っても、いまだ眞ま衣い子この中に暴ぼう君くんのように君くん臨りんしている母。

　今にも命が尽きようとしている、意地の悪い母。

「……」

　母が口の中の桃ももを咀そ嚼しやくしている間、眞衣子は窓の外を見た。

　空に鳩はとが、飛んでいた。

　そういえば『灰かぶり』では、鳩は死んだ実母の化け身しんだったな、と、ふと眞衣子はそんなことを、頭の隅すみで考えた。




　……母は二日後の金曜日の夕刻、命と憎ぞう悪おが尽きたように、突然に、ひっそりと死んだ。
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　　　五章　葬送そして葬送







　　　　１




　日曜日。街の葬そう儀ぎ社のセレモニーホールで、杜もり塚づか眞ま衣い子この母、良りよう子この葬儀が行われた。

　白しら野の蒼あお衣いはこの夕刻近くに始まる葬儀に出席するために、そのセレモニーホールの会場に、学校の制服姿すがたでやって来ていた。

　白黒の鯨くじら幕まくに囲まれた、一番小さな会場の、一番小さな祭さい壇だん。

　しかしそれでも足りてしまう、それこそ十人足たらずの参列者しかいない式に、蒼衣はどこか気まずい思いをしながら、神しん妙みような表情をして立っていた。

　同じくやって来ていた担たん任にんと出くわして、軽く挨あい拶さつをする。

　聞けば眞衣子は母ぼ子し家庭で、参列している人間が少ないのはそのせいだろうかと、納なつ得とく気味の想像をしながら周囲を見回した。

　学校関係で来ているのも、担任の佐さ藤とう先生と自分だけらしい。

　眞衣子の姿も、すぐに見つかる。この会場で学校の制服を着ている若い参列者は、蒼衣と眞衣子の二人だけだったからだ。




　もちろん、蒼衣はただ葬そう式しきにやって来たわけではない。

　蒼衣たちは、眞衣子の家に関わる誰かが『灰かぶり』の泡あわが浮かび上がった〈潜有者〉ではないかと疑っていたのだった。

　それは最初に蒼衣が出会った、あの〝目を繰り抜かれた女性〟が眞衣子の従姉いとこであると分かったからだった。あの黒くろ磯いそ夏なつ恵えという〝女性〟は、〈泡ほう禍か〉に心身を喰われ、〈異い形ぎよう〉と呼ばれる別の存在モノになっていた。

　おおむね〈泡〉は、それを潜せん有ゆうしている人間から物理的、あるいは精神的に近いところにいるものが影えい響きようを受けやすいという。

　原因から近しい者が悪あく夢むによる恐きよう怖ふ体験をするか、あるいは最悪の場ば合あい悪夢によって変へん質しつして、〈異形〉の存在と化す。

　そのため、最も〈潜有者〉として疑わしいのが眞衣子とその家族だった。

　だから蒼衣たちは昨日までの三日間、放課後になるたびに雪ゆき乃のたちと合流して、眞衣子と彼女の住むマンション周辺を見張っていたのだった。




　そして、この日。

　蒼あお衣いは葬そう式しきにかこつけて、こうして様よう子す見みにやって来た。

　恐怖、憎ぞう悪お、悲ひ嘆たんなどの負の感情は、容易に〈泡あわ〉と親しん和わして触しよく媒ばいのように〈泡〉の悪あく夢むを活性化させる。そのためこういった悲劇の現場は〈泡ほう禍か〉の舞台になりやすく、危険な場合が多いのだという。

　セレモニーホールの近くには、当然ながら雪ゆき乃のと颯さつ姫きが密ひそかに待たい機きしていた。

　神か狩がり屋やから偵てい察さつを頼まれた蒼衣は当然のように引き受けたが、もちろん一人では何かあっても対処できないため、このようなバックアップが控える形になった。

　不安は、ほとんどなかった。三日見み張はって何もなかった。そのため六日前に遭そう遇ぐうしたマンションでの恐怖も、徐々に蒼衣の中から、形を失い始めていた。

　あの〈泡禍〉という名のとてつもない現げん象しようの証しよう拠こは、神狩屋や雪乃たちとの会話と、そして毎日反復的に繰り返される二人一緒の登とう下げ校こうと放課後の〝活動〟だけだった。

　あれから一度も、あの現象は起こっていなかった。

　いかに蒼衣が人の話を拒否するのが苦にが手てといっても、何の不安も文句もなくここに来るのを引き受けたのは、そのせいかもしれない。いずれにせよ蒼衣の仕事は眞ま衣い子この様よう子すを気にかけて、何かおかしなことが起こっていないか調べ、彼女の安全を確かめることだった。

　閑かん散さんとしたホールを、蒼衣は見回す。

　親しん戚せきの人間だろう、やや年ねん齢れい層そうの高い喪も服ふくを来た男女がホールにはいるが、その雰ふん囲い気きは葬式の場であることを考えても、奇き妙みようによそよそしかった。

　それぞれ、ただでさえ少ない人数がさらに少人数で固まって、会場の中央に並べられたパイプ椅い子すに座るでもなくホールの隅すみなどで立ち話をしている。眞衣子に話しかける者もいない。話しかけても挨あい拶さつだけのやりとりで、質しつ素そな祭さい壇だんに手を合わせる者もいるにはいるが、会場にやって来てすぐの、形だけの短いものだ。

　それらを、蒼衣は困こん惑わくした気持ちで眺ながめていた。

　蒼衣は葬式に慣れているわけではないので、皆のやるようにしようと思っていたが、これではいまいち参考にしづらかった。

　困って立ち尽くしていると、声を潜ひそめた会話が、聞こうとしたわけでもなく耳に入った。

　近くで立ち話をしている、年配の女性の会話だった。

「……あんなに落ち込んで可哀かわい想そうにねえ…………自分の娘もいじめてたとんでもない人だったけど、それでも母親は母親だったのかしらねえ」

　いじめ!?

　その内容に、思わずぎょっとした。おばさんたちの会話に耳をそばだてつつも、それに気づかれないように、手持ち無ぶ沙さ汰たな振りをしてそこに立った。

「意地の悪い人だったものね、あのお母かあさん」

「そうねえ……親しん戚せき中に嫌われて」

「眞ま衣い子こちゃんを召めし使つかいみたいに扱ってたし」

「それでも悲しいものなのねえ。いい子よねえ。眞衣子ちゃんは……」

　蒼衣は呆ぼう然ぜんとした。ようやくこの会場の人の少なさと、このよそよそしい空気の正体を、蒼あお衣いはようやく理解した。

　どうやら眞衣子は、大変な生活を送っていたらしい。

　ふとシンデレラの身の上が、頭をよぎる。

　葬そう儀ぎが始まるまで、まだ少しの時間があった。

　蒼衣はそれを腕時計で確認すると、並ぶパイプ椅い子すの最さい前ぜん列れつに、黙って近づいて行った。

　棺ひつぎの置かれた祭さい壇だんの真正面に当たる椅子に、典てん嶺りよう高校の制服を着た少女の背中があった。

　深く俯うつむいて椅子に座り、話しかけられた時の最低限の挨あい拶さつを除いては微び動どうだにしていない、悲ひ嘆たんに暮れた、いかにもそんな様よう子すの眞衣子の背中。

　そんな、参さん列れつ者の誰もが遠えん慮りよするほどの重い空気をまとった眞衣子に近づくと、蒼衣はその前に立って躊躇ためらいがちに声をかけた。

「あの…………杜もり塚づかさん？」

「……し、白しら野の君……？」

　その呼びかけに、眞衣子が顔を上げた。そして、このたびはご愁しゆう傷しよう様です、と型通りの挨拶をしようとしたが、その言葉はいきなり眞衣子の目から溢あふれ出した涙を見た瞬間に、どこかに吹き飛んでしまった。

「も、杜塚さん!?」

「……あ、う……ご、ごめんなさい……」

　蒼衣の顔を見た瞬間ぼろぼろと泣き出した眞衣子は、慌あわてて眼鏡めがねを外し、再び俯いてハンカチを目に当てた。泡あわを食った形の蒼衣は何もできず、内ない心しんひどく混乱しながら、それを見守ることしかできなかった。

「あっ……あれ？　ご、ごめんなさい、急に……」

　眞衣子はハンカチで目を覆おおって、途と切ぎれ途切れに言い訳する。

「こんな、つもりじゃ…………なんか、止まらなくて……」

「あ……いや……大丈夫？」

　言いながらも蒼衣は待つしかできない。そしてしばし、気まずく立っていたが、眞衣子は一分ほどで少し落ち着いて、濡ぬれた目元のまま蒼衣を見上げた。

「ごめんなさい……ありがとう、来てくれて」

「うん……」

　応えながらも、蒼衣はやはり困る。

　こんな状態の眞ま衣い子こに、こんな話題を話していいものなのか、迷ったのだ。

　しかし、聞くべきことを聞かなければ、何のためにここに来たのか分からない。蒼あお衣いは意を決して、口を開いた。

「えーと…………君のお母かあさんのこと、周りの人が言ってるのを少しだけ聞いたよ」

　蒼衣は言った。

「本当？　だったら、大変だったね」

「うん……」

　眞衣子は再び俯うつむいて頷うなずく。否定をしないところを見ると、おおむね事実らしい。

　しかし蒼衣は、同時にそれを聞いた瞬間の悲しそうな眞衣子の表情も見逃さなかった。

「……でも、好きだったんだ？　お母さんのこと」

「！　……う、うん」

　弾はじかれたように顔を上げる眞衣子。そういうことらしい。蒼衣はそれだけで、眞衣子を取り巻いていた状況を大おお雑ざつ把ぱながら理解した。

　性格に問題があって、親しん戚せき中からも嫌われていた母親。

　その母親に冷たく当たられながらも、嫌いにはなれない眞衣子。

「うん……わかる気がするよ。僕も何だかんだ言って家族は好きだからね。どんなことされても、見捨てたりはできないと思うから」

「……うん」

「いや、周り中から嫌われてるからこそ、自分だけは見捨てられないよ」

「うん…………うん……！」

　再び涙を流しながら、何度も頷く眞衣子。その様よう子すを見ながら蒼衣は、自分の想像が間違っていなかったことを確信した。

「お母さん、どんな人だった？」

　蒼衣は、訊たずねた。

　眞衣子はそんな蒼衣の問いに答えようとして何度もしゃくりあげ、そしてようやく話ができるまで気持ちを落ち着けると、途と切ぎれ途切れに口を開いた。

「意い地じ悪わる……だった。みんなに、嫌われてた」

「そう……」

「ヒステリック、で、すぐに怒り出す人……だった。お金にだらしなくて……親戚や友達からお金借かりて、返さずに、平気な顔してる人だった」

「……」

「嫉しつ妬と深くて、人の幸せにも嫉妬して、人の言うことを……何でも悪くとる人だった。人の善意なんか、ぜんぜん信じられない人だった。そんなだから、みんなお母さんを嫌ってた。そのせいで何もかも上手うまくいかなくて、お父とうさんが出て行ったあとは、すぐ癇かん癪しやくおこして私の足に煙草たばことか、押し付けた。外で嫌なことがあると、不ふ機き嫌げんになって帰ってきた。それで私が口くち答ごたえすると、煙草。やることが気に入らないと、煙草……子供の頃は、そんな毎日だった。今も私の左足……ひどいことになってる」

「……」

　想そう像ぞう以上の状況に、蒼あお衣いは内ない心しんで冷や汗をかいた。先ほどは眞ま衣い子こにああ言ったものの、自分がそんな状況になった時、それでも親を好きでいられるかと問われると、さすがに正直自じ信しんがなかった。

「〝罰〟が、怖かった」

「……」

「お母かあさんの罰が、お母さんが、ずっと怖かった。でも周りには、そんな風ふうに見てほしくなかった。そんなんじゃ、私まで見捨てたら、お母さん本当に一人ぼっちになっちゃう…………」

「………………そう」

　それだけ言うのが、蒼衣には精せい一いつ杯ぱいだった。壮そう絶ぜつな吐と露ろ以外の何物でもなかった。

　蒼衣は、ハンカチを握り締めて俯うつむく眞衣子の肩に、そっと手を置いた。

　驚いたように眞衣子の肩が、微かすかに震えた。

「とにかく……気を強く持って」

　蒼衣は言った。

「……うん」

　陳ちん腐ぷも極まれりといった感じの蒼衣の言葉だったが、眞衣子は本当に真しん摯しに、蒼衣の言葉に頷うなずいた。

「じゃあ……また」

「うん、ありがとう」

　蒼衣は最後にそう言うと、眞衣子の席から離れた。

「……」

　重かった。

　眞衣子の席から離れる自分の足取りが、その前の何倍も重く、蒼衣には感じられた。

　蒼衣が想像もしていなかった悲ひ惨さんな家庭環かん境きように、蒼衣にも想像できる家族愛あい。一部を蒼衣が知っているからこそ、そこから想像できる凄絶な家族愛が蒼衣には重かった。

　重い足取りで、蒼衣は自分の座るべき椅い子すを探して歩いた。

　その時、蒼衣に声をかける者があった。

「……白しら野の」

　担たん任にんの佐さ藤とう先生が、先ほど会った時よりも緊きん張ちようしたような面おも持もちで、蒼衣を呼んだ。普段の着き慣ならしたようなスーツではなく礼れい服ふくなので、くたびれた中年の印いん象しようがあった普段の先生とは多少印象が違う。

「何です？　先生」

「えっとだな、さっき親しん戚せきの人から気になることを聞いたんだが……」

　何か言葉を選ぶような、困こん惑わく交じりの声で先生は言う。

　蒼あお衣いはぴんと来た。

「……杜もり塚づかさんの、お母かあさんのことですか？」

「あ、ああ。ということは……」

「本当みたいですね。さっき少しだけ、杜塚さんからも聞きました」

「そうか……」

　思し案あんげに頷うなずく先生。思いのほか察しがいい。

「うーむ。そうか、弱ったな。本当なら、相談に乗ってやらんといかんだろうな……」

　先生は眉まゆを寄せて、顎あごに手をやる。

「そうですね」

「ん、わかった。少し話してみよう。白しら野のも済まんな」

「いえ」

　片手を上げて、先生は眞ま衣い子このいる席へと歩いて行った。蒼衣は先生を見直した。学校で見る先生はいまいちやる気の見えない中年だったが、意い外がいにも面めん倒どう見みは悪くないようだ。

　先生と話して、少し肩が軽くなった気がした。

　きっと眞衣子のことについて話したせいだと、蒼衣は理解した。

　心の重荷も、人と共有すれば軽くなるのだ。蒼衣は先生の背中を見ながら、眞衣子もそうなることを願い、そして次に何もかも一人で背負い込もうとしているような態度の、雪ゆき乃ののことをふと思い浮かべた。







　　　　２




　杜塚家の葬そう儀ぎは、何事もなく終わった。

　棺ひつぎが運び出されて、黒くろ塗ぬりの霊れい柩きゆう車しやに乗せられて火か葬そう場ばに向かった後、蒼衣はセレモニーホールを出て、その近くにある小さな公園に足を向けた。

　そこには待たい機き中の少女二人が、蒼衣が来るのを待っていた。

　ビルの脇に申し訳程てい度どに切り取られた、東あずま屋やじみた小さな公園でだ。

　蒼衣が顔を出すと、颯さつ姫きがぱっと笑顔を浮かべ、雪乃は休みの日だというのに学校の制服姿すがたで冷ややかな表情をしていた。こうして対たい照しよう的な二人はそれぞれの表情で蒼衣を迎えたが、その関かん心しん事じは、二人とも同じものだった。

「お疲れ様でした。何も起きませんでしたね」

「うん、そっちもお疲れ様」

　結論と労ねぎらいの言葉を言う颯さつ姫きに、蒼あお衣いはそう言って応えた。

　何事も起きなかった。それ自体は、悪いことではない。

　そもそも蒼衣だけが単独でいる中で、〈泡ほう禍か〉が起こるという危険な事態を期待したわけではない。しかしそれでも、拍子抜ぬけしたというのは確かだった。

「どう？　何かわかった？」

　雪ゆき乃のが問う。

　蒼衣の仕事は葬そう式しきを口こう実じつにした情報収しゆう集しゆう。問われた蒼衣はちょっと複雑な笑みを浮かべて、とりあえず頷うなずいた。

「一応、色々わかったけど……」

　色々な意味で、少し口ごもる蒼衣。

　思った以上に深しん刻こくだった眞ま衣い子この家庭。そして葬式を口実に、それを暴あばきに行った罪ざい悪あく感かん。

　それに……

「雪乃さんは、嫌いな話だったろ？　分ぶん析せきとか予想とか」

「うるさいわね」

　一応配はい慮りよのつもりだったが、理り不ふ尽じんに睨にらまれた。

「いいから話して」

「……うん」

　蒼衣は溜ため息いきをついて、中で聞いた話を雪乃たちに話して聞かせた。

　童どう話わに出てくるような、意地の悪い眞衣子の母親の話。

　まるでシンデレラのようだった、眞衣子の身の上の話。

「……これ、完全にシンデレラと重なるよね」

「そうね……」

　語り終わった蒼衣がそう評ひよう価かを口にすると、雪乃もやや渋しぶ々しぶながら、同意した。

　そして、

「少なくとも、その杜もり塚づかさんが完全に〈泡禍〉とは無関係で、ここで待ってたのが完全に無む駄だだった、って事態だけは避けられそうかもね」

　そう言うと、雪乃はどこか凶きよう暴ぼうにも見えるうっすらとした笑みをその貌かおに浮かべた。

　獲え物ものを見つけた、猫の笑み。今までの人生で色々な人と出会ってきたが、こんな表情を浮かべた人間を見たのは、過去にはたった一人だけだった。

　たった一人だけ。

　幼い頃の、溝みぞ口ぐち葉は耶や、その人だけ。

「……」

　蒼衣はその事実に何とも形容しがたい運命を感じたが、雪乃はふっと表情を不ふ機き嫌げんなものに戻すと、ぼやくように言った。

「ま、確かく証しようがあるわけじゃないから、まだ分からないわけだけどね」

　冷めた意見。

　颯さつ姫きも同意した。

「そうですねえ……」

　雪ゆき乃のを初めとする〈騎士団オーダー〉の人間は、蒼あお衣いが見てきた限り、希望的観かん測そくというものをほとんどしない傾向があった。

　それが普段の出来事ならそうでもないが、〈泡あわ〉に関わるものに関してはできるだけ最悪の予想を立てようとする。それが何を意味しているのかは、蒼衣はあまり考えないように努力している。

「まだ〈泡ほう禍か〉も本格化はしてないみたいだし。ひょっとしたら長なが丁ちよう場ばになるかもね」

「困りますねえ……」

　雪乃が言い、颯姫は頰ほおに指を当てて、可愛かわいらしく小さな溜ため息いきをついた。

　場の雰ふん囲い気きが弛し緩かんした。溜息交まじりの空気が、三人の間に広がった。

　だが、その瞬間。




『────そうかしら？』




　ぞわっ、と背せ筋すじを撫なで上げられるような少女の声が、蒼衣の耳に流れ込んだ。

　透明で綺き麗れいな声に、とてつもない悪意と狂気を含ませた少女の声。そのどこから聞こえてきたのか分からない声が聞こえた瞬間、蒼衣の周りにある空気があっという間に異い質しつなものへと変へん質しつした。

　皮ひ膚ふに触れる空気の温度が一気に下がり、周囲の明度が突然に翳かげった。

　そもそも曇り気味の夕刻近ちかく、それ以上翳ることなどあり得ないにも関わらずだ。

「………………!!」

　だが、その瞬間に顔色を変えたのは、三人の中で二人だけだった。

　雪乃と蒼衣。そして、その二人だけが気づいたという事実に気がついた途と端たん、その瞬間まで平静だった雪乃が、瞬またたく間に顔色を失った。

「あ、あなた…………気づいてるの!?」

「な……っ!?」

　問われたことの意味が、理解できなかった。

　自分の五ご感かんが当然感じるものに、気づくも何もなかったからだ。

『へえ……あなた、私の声が聞こえるの？』

　暗い暗い、世にも楽しそうな声が、空気から染み出すようにして聞こえた。

　この空間そのものから話しかけられているような感覚に、蒼あお衣いは慌あわてて周囲を見回し、その声の主ぬしを探した。

「……！」

　そして見つけたのは────雪ゆき乃のの背後。

『はじめまして、かしらね？』

　うっすらと笑みを含んだ声。その声の主は、半なかば雪乃と重なるようにして、その背後に立っていた。

　半ば景色に溶け込んだような少女が、雪乃の背後に影のように寄り添っていた。

　雪乃とよく似た顔立ち。しかしその表情は笑みであることこそ判別できるものの、背景に溶けてしまうほどうっすらしたもので、詳しい顔かお形かたちは分からない。

　蒼衣は、呟つぶやいた。

「風かぜ乃の……」

「！」

　それを耳にすると、雪乃は険しい表情で蒼衣を睨にらみつけた。

「何であなた、風乃を知ってるの？」

「い、一度、神か狩がり屋やさんから……」

「あのお喋しやべり……！　……ううん、違う。そんなことは、今はどうでもいいわ。あなた、どうして風乃が見えるわけ？　何で私の〈断だん章しよう〉が知覚できるの!?」

　強く問い詰める調子で言った。

　蒼衣は、呆ぼう然ぜんとする。まだ状況が理解できない。

「〈断章〉……？」

「あなた、姉ねえさんの〝声〟が聞こえてたの？」

　雪乃は言う。

「私に〈断章〉として取り憑ついてるこの姉さんの亡ぼう霊れいは、私にしか見えないし、私にしか聞こえないのよ!?」

「！」

　そんな雪乃の説明に、今度は蒼衣が顔色を失った。

　だが蒼衣は、同時に思い出してもいた。この場に満ちる空気が、あのマンションの踊り場に満ちていた空気と、恐ろしくよく似ていることにだ。

「なんで……」

『そういう〈断章〉なんじゃないかしら？　他人の〈悪あく夢む〉を共有してしまうタイプの』

　さらに問おうとする雪乃に、くすくすと笑みを含んだ〝声〟が言った。

　思わず言う蒼衣。

「共有……!?」

『……ほら、完かん璧ぺきに聞こえてる。嬉うれしいわね。私に新しい話相あい手てができたのかしら？』

　くすくすと、声が笑った。

『今まで話相手が雪ゆき乃のばかりで、退たい屈くつしてたところなのよ。これは私にとって奇き跡せき的な出で逢あいよ。私に身体からだがあったら、抱きしめてあげたいくらい』

　楽しそうな〝声〟。颯さつ姫きは何が起こったのか全く分からない様よう子すできょとんとし、雪乃はますます表情を険しくしていた。

「白しら野の君……あなた……」

　雪乃は、口を開く。

　だがそれ以上言葉が続かずに口ごもり、尻しり切きれになった言葉は、そのまま雪乃の背後の影が話す楽しげな〝声〟に奪われた。

『ところで雪乃。水を差すけど、いいのかしら？』

「な、何よ……？」

『こんなことしてる暇ひまはないんじゃないかしら？　〈泡あわ〉が、溢あふれ出しそうよ』

「……！」

　絶ぜつ句くする。

『〈泡〉の気配がするわ』

　世にも楽しそうに、少女の声は言う。

『もうすぐ、『灰かぶり』が始まりそう。貴方あなたたちの見立ては、正しかったわね』

「な……！」

『きっとあの杜もり塚づかという女の子が、〈泡〉を抱えていたのね。急いで追わないと、あの子の着いた火か葬そう場、きっともうすぐとんでもないことになるわよ？』

「…………………………!!」







　　　　３




　お葬そう式しきに来てくれた親しん戚せき、たった六人。

　その全員が立って待つ白く静かな部屋に、微かすかなモーターの音を立てながら、大きな火葬台が入ってきた。

　火葬場の職員によって運ばれてきた、窯かまから出てきたばかりの、まだ強く熱を残す台。

　先ほどまで炎ほのおに晒さらされていた台の上にはむっと独特な臭いと共に強い熱気が立ち昇り、跡あと形かたもなくなった棺ひつぎの灰に埋もれるようにして、残ざん骸がいのような白い骨が辛かろうじて人の形だと分かる配置で横たわっていた。

「……それでは、お骨こつ上あげのご案内をさせていただきます」

　そう言って一礼した初しよ老ろうの火か葬そう場ば係員に応えて、眞ま衣い子こと親しん戚せきたちは神しん妙みような空気の中で静かにお辞じ儀ぎをした。

　台の周りに集まっている一同。そこに職員の手によって、長い箸はしの入った箸立てと、磁じ器きで作られた、ただひたすらに白い骨こつ壺つぼが持ち込まれた。

　台の脇でじっとお骨を見下ろす眞衣子の顔に、台から立ち昇る熱が触れる。

　最さい期ごには底そこ意い地じの悪さという皮が張り付いた骸がい骨こつのようになっていた母だったが、本当に骨になってしまうとその面おも影かげもなくなり、むしろ寂せき寞ばく感かんさえただよう、骨の欠片かけらと白い灰の混合物に成り果てていた。

「えー、まずお箸ですが、これは竹と木の箸を一本ずつ一組にして使います」

　係員がそんな説明をしながら、皆に箸を渡していった。

「木と竹は接つぎ木きできませんので、あの世とこの世の節ふし目めを表して、仏ほとけさまが迷わないようにと願う意味だと言われております。それからお骨ですが、故こ人じんに関係の深い順に、二人で一つのお骨を拾って骨壺に入れていきます。これは箸はし渡わたし、ということで三さん途ずの川の橋渡しに通じておりまして、仏さまが無事に三途の川を渡って成じよう仏ぶつできるようにという、お祈りの意味だと言われております」

　そして係員は、一同を見回した。

「お骨は、足から頭へ順番に骨壺に収めていきます。……それでは、喪も主しゆさんから」

　係員が言い、眞衣子は黒くろ磯いその伯父おじに促うながされて箸を持ち直した。

　黒磯の伯父は、大変な状況の中、こうして来てくれた。夏なつ恵えは結局戻もどって来ずに、行方ゆくえ知れず。とうとう先日、警察に捜そう索さく願ねがいを出したばかりだった。

　癇かん癪しやく持ちの怖い伯父だったが、義務には堅く、頼りになる。

　母にも夏恵にも似ている伯父は、 足のあった辺りの灰に箸の先を近づけ、 目め線せんで眞衣子を促うながし、頷うなずいて見せた。

「……」

　眞衣子も、その白い灰へと、箸を伸ばした。

　足の位置にある、半なかば灰に埋もれた崩れかけの骨を伯父と共に箸でつまみ、骨壺に入れた。

　拾い上げた感かん触しよくも、骨壺に入った音も、とても軽く、乾いていた。たった七人の参加者が順番に骨を拾って一いち巡じゆんすると、そこからは時間短縮のために箸渡しは省しよう略りやくされ、後は普通に骨壺を満たす作業となった。

　神妙な空気に、少しだけ和やかなものが混じった。

　微かすかに緑がかった白い灰から骨を拾い出しながら、ぽつぽつと親戚達の間で静かな会話が交わされ始めた。

　だが眞衣子は少し気分が悪くなった振りをして、台から離れ、その輪から外れた。

　交わされる会話が、当然ながら母の人となりについてだったからだ。

　母について話せば、どう控えめにしても悪口にしかならないことは、眞ま衣い子こも十分に理解していた。

　だが聞きたくはないし、言って欲しくもない。しかしやめて欲しいとも、言えなかった。

　言われても仕方がないくらいに、母は親しん戚せき中に迷めい惑わくをかけていた。そんな風ふうに見て欲しくないという眞衣子の望みは、どう考えても無理な相談だった。

「良りよう子こさん、最さい期ごまでいい話は聞かなかったわねえ……」

　台を囲む親戚の女性がぽつりと呟つぶやいたその言葉が、母の人生の全てを語っていた。

　眞衣子はそれらの会話を意識に入れないように、何か意識を逸そらすものがないかと自分の身を探った。

　制服のポケットに、硬いものが触れた。

　眞衣子はそれを取り出す。それは火か葬そうの棺ひつぎに入れようとして断られた、病床の母を世話したスプーンだった。

　白い部屋の明かりの下で、鈍く輝く大おお振ぶりのスプーン。

　これを母は持って行けなかった。向こうで、母はどうやって食事をするのだろうと、そんなことを考えた。

　心配と想像を巡らせているうちに、少しは気が紛まぎれた。

　そしてそうしているうちに、台の周りでの話題は別のものに移っていた。

「……この仏ほとけさん、長く病気されてたでしょう」

　係員が、骨を見ながら言った。

「わかるんですか？」

「ええ、年間何百人と見てますとね、大体わかってくるんですよ」

　親戚たちは係員の話に興味を移した。スプーンを握ったままの眞衣子は、心の中で係員に感謝した。

　係員は言う。

「病気してるとね、悪いところの、お骨こつの色が違うんですよ」

「ははあ……」

「ほら、こことか黒くなってるでしょ？　脊せき髄ずいなんかも色がついてる。薬を長く使ってると、こんな風になるんです」

　灰と骨の欠片かけらを、箸はしがかき回すかさかさという乾いた音。

　親戚たちも台の上に箸を向け、灰を探っている。そして骨こつ壺つぼの中に骨を入れる作業を、ぽつりぽつりと再開する。

　伯父おじの手にした箸の先に白い骨が摘つままれ、壺の中に落とされる。

　その光景を見ていた眞衣子は、ふと思い浮かんだ。

「あ……」

　骨を摘つまむ箸はしが、まるで鳥のくちばしのようだと思ったのだ。

　パンを啄ついばむ鳩はと。そのくちばしの印いん象しようが、目の前で行われている作業と、眞ま衣い子この頭の中で重なったのだ。

　その途と端たん、連想が働いた。




『家ばと、山ばと、小鳥さん。いい豆は、お鍋なべの中へ』

『悪いのは、おなかの中へ』

『悪いところの、お骨こつの色が違うんですよ』




　なら────あの骨こつ壺つぼは、お鍋だろうか？

　思い至った瞬間、ぞっとした。そして怖おぞ気けを感じたその直後、まるで目に見えない〈泡あわ〉がこの空間で弾はじけたかのように、部屋の中の空気が一変した。

「…………………………！」







　ぞわっ







　と瞬またたく間に、全身の産うぶ毛げが逆さか立だった。

　眞ま衣い子この肌はだに触れる空気の温度が一気に下がり、目にしている景色の色彩が変わって見えるほど、見えている世界の明度が明らかに低下した。

　突とつ如じよとして闇やみを増した世界の中で、しかし骨を拾う親しん戚せきたちは誰もそれに気づいていないように骨こつ上あげの作業を続けていた。いや、事実気づいていなかった。彼らはすでに、それに気づくべき正気を完全に失っていた。




　────ざくっ、




　音が、響ひびいた。

　そのスナック菓子を嚙かんだような音が、一体何なのか、眞衣子は最初理り解かいできなかった。

　しかしその印いん象しよう自体は、決して事実から遠いものではなかった。眞衣子がそれに気づいたのは、目の前で骨上げをしている親類の、その一人の箸の先が、一つ奇き妙みような方向を向いているのを見つけた時だった。

　彼の持った箸は、自分の口へと向いていた。




　────さくっ、




　別の口から、音がした。

　おばあさんと呼んで良い年をした親類の女性が、箸はしでつまんだ骨を口に入れた。

　そして、それを嚙かみ締めるざくっという音と共に、茶色に濁にごった脊せき髄ずいの欠片かけらが、女性の口からぽろりと一つ、台の上へとこぼれて落ちた。

　色の変わった、骨が。

　闘病の痕こん跡せきが残る、悪い骨が。

『悪いのは、おなかの中へ』

　立ち尽くす眞ま衣い子この中で、全てが符ふ合ごうした。

　その瞬間、台の上に広がった母親の灰を囲む男女の手に握られた箸が狂きよう騒そうのように母の遺い灰はいへと群がって、我われ先さきにと灰の中を探り出して、その中に埋まった〝悪いの〟を次々とつつき出して自分の口へと運び始めた。




　────さくっ、さくっ、さくっ、さくっ、




　骨を咀そ嚼しやくする乾いた音が、部屋の中に次々と響ひびき始めた。

　全ての親しん戚せきと係員たちが群がるように灰の中から骨まめをつつき出して、悪いものを次々と口に入れて咀嚼し、それを嚥えん下かする音だった。

　親戚達の目は鳥のように真ん丸に見開かれて、その顔からは完全に表情が失われていた。

　鳥の表情だった。無表情な目と顔は、いかなる情じよう動どうも表現しない代わりに、明らかな本能と欲望と、そして人間としての明らかな異常と狂気を発はつ散さんしていた。




　────ざくっ、さくっ、さくさくさくさく、




　灰の中から、瞬またたく間に骨という骨がつまみ出されていった。

　そして正常な骨の欠片かけらが溢あふれるほど骨こつ壺つぼに放り込まれ、色の変わった悪い部分の骨が、親戚達の口の中、腹の中に、次々と収まっていった。

　悪いのは、おなかの中へ。その言葉が作り出すあまりにもおぞましい光景。

「……う…………っ！」

　吐き気を催して口を押さえた。だがそれが、全ての間違いだった。




　ぴた、




　と骨を啄ついばむ音が、止まった。

　眞ま衣い子この立てたそのたった一つの声によって、初めてその存在に気がついたように、一いつ斉せいに灰に群がる男女が骨を探る動きを止めた。

「！」

　そして次の瞬間、一斉に彼らは眞衣子を見た。

　鳥類の無表情に、真ん丸に見開かれた鳥類の目。それを一斉に鳥の群れがそうするような動物的な動きで眞衣子へと向け、そしてじっと、一切の音を立てずに眞衣子の顔を見つめた。

「…………………………!!」

　わっ、と恐怖と戦せん慄りつが背せ筋すじを駆け上がった。

　明らかに正気、いや人間ではない表情をした十四個の瞳ひとみに見つめられて、その明らかに意思疎そ通つう不能の存在に自分が見つめられているという恐怖に、肌はだが粟あわ立だった。

　この密みつ室しつに、それらのイキモノと閉じ込められているという事実が、恐怖を加速した。

　真ん丸に目を見開いて、口の周りに人間を焼いた灰をこびりつかせた男女。

　ごくり。

　と真正面にいる黒くろ磯いその伯父おじが、口の中のものを胃の中に嚥えん下かした。

　そして次の瞬間、伯父は仲間へと呼びかける鳥のようにがばっと大きく口を開けると、その喉のどの空くう洞どうの奥から声と音とを相あい半なかばにしたような〝聲コエ〟を響ひびかせ、部屋の中に響き渡らせるように、大きく高らかに一声啼ないた。




『────灰ハイダ!!』




　途と端たんに次々と親類たちが裂けるほど口を開け、それに続いた。

『灰！』

『灰ダ！』

『灰ヲ！』

『悪アクヲ！』

　部屋の中に反はん響きようする凄すさまじい〝聲〟。それらは部屋の中で反響しながら混じり合い、もはや人間の声とはとても思えぬ不ふ協きよう和わ音おんとなって、部屋の中に響き渡った。

　その声は幾いく重えにも重なり合って、おぞましいまでの声量で、部屋を、耳を、頭の中を、響き渡った。それは徐々に混じり合い、重なり合って、あたかも夕暮れの空で不ふ吉きつに鳴き交わす鳥の聲に似た、人の言葉からは逸いつ脱だつしたものに変へん質しつしていった。

『悪！』

『灰ヲ！』

　空気の振動が皮ひ膚ふで感じられるほどの、怖おそろしいまでの〝聲〟の不協和音。

「…………………………っ！」

　身が竦すくんで、心が竦んで、思い切り強く耳を塞ふさいで、身体からだを硬くして冷たい石の壁かべ際ぎわに震えながら立ち尽くした。

　涙が浮いた。鳥とり肌はだが立った。

　凄すさまじい〝聲コエ〟と、異常と狂気と狂きよう騒そうとを全身と頭の中に浴びて、もはや何も考えられなかった。ただひたすらに、恐怖に竦んだ。

　だが、それは始まりだった。




　ぶつっ。




　その目の前で、黒くろ磯いその伯父おじの持つ箸はしが、隣となりに立つ伯母おばの目に突き入れられた。

『ギャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア──────────ッ!!』

　大きく開かれた伯母の口から鳥類に酷こく似じした、凄まじいまでの甲かん高だかい悲鳴が溢あふれた。その絶ぜつ叫きようは灰と悪の存在を叫ぶ〝鳴き聲〟と入り混じって、鳴き交わされる狂騒に、新たな音おん階かいを付け加えた。

　皮かわ切きりだった。

　そこに群れていた男女は突とつ如じよとして共食いを始めたかのように〝箸〟を振りかざし、互いの目を、顔を、次々と突き刺し始めた。そのたびに血と甲高い悲鳴が部屋の中に飛び散って、狂騒をさらにおぞましいものへと塗り替えていった。狂騒は台の上の灰を吹き飛ばし、撒まき散らして、彼らの喪も服ふくを白く染め上げて、その光景はますます灰にまみれた鳩はとの狂騒に酷こく似じさせていった。

『ギャアアアアアアアア──────────ッ!!』

　彼らは瞬またたく間に互いの目玉をつつき出して、顔を血と涙と、得え体たいの知れない粘ねん液えきで汚しながら叫び続けていた。

　眼球に突き刺された箸が眼がん窩かの中で折れ、血を流す目から箸を覗のぞかせたまま、他の者の目玉を求めて絶叫を上げて摑つかみかかった。

　眼窩を狙って逸それた箸が顔の肉を抉えぐり、叫びを上げる口から喉のどの奥に突き刺さった。

　狂気に満ちた怖おそろしい殺し合い。それを目の前にして、眞ま衣い子こはただ悲鳴を上げることしかできなかった。

「──────いやああああああああ──────────っ!!」

　すでに足が立たず、壁を背に座り込んだ眞衣子は、耳を塞いで悲鳴を上げた。

　生まれて初めて上げたほどの大きな悲鳴。しかしその悲鳴ですら、この部屋に響ひびき渡る怖ろしい絶叫と狂騒の前には全くの無力で、反はん響きようする凄まじい鳥類の叫びと悲鳴の中に、ただ飲み込まれてゆくだけだった。

　もはや何も、考えられなかった。ただ床に座り込んだまま、強く強く身を竦すくませて、耳を塞ふさいで、心の底からの恐怖の悲鳴を上げ続けた。

　それでも恐怖に引き攣つり、閉じることさえできない目。

　恐怖と狂気を見つめたまま、涙を流して見開かれた目。




　ずる……




　そんな眞ま衣い子この見開かれた目に、突とつ如じよとして異い様ようなものが見えた。床にぶちまけられた母親の遺い灰はい、その中に、不意にもぞりと、動くものがあったのだ。

　狂った伯父おじたちが踏みしだく足元に、うっすらと積もった灰。

　ずる、とその灰が盛り上がる。いや、それは灰ではなく、母親を焼いた灰の中から、灰にまみれた大量の髪の毛と、その下に続くモノが這はい出てきたのだ。

　目が合った。それは灰の中から顔を出した、人間の頭の上半分だった。

　それは灰の中から覗のぞく、病びよう苦くで荒れた髪の毛と、骸がい骨こつのように瘦やせた顔だった。

　母だった。

　それは見み間ま違ちがえようもない、つい今朝けさまで毎日見ていた、癌がんのためにやせ細った母だった。

　灰の中から、母の目がじっと見つめた。それは大きく、鳥のように真ん丸に見開いた、鳥のように表情のない目をした、眞衣子の母親の頭部だった。




「──────────────────!!」




　もはや、悲鳴にもならなかった。

　恐怖に息が止まった。もはや声は出ず、ただ心の中だけで割れんばかりの悲鳴を上げた。

　動けない眞衣子の目の前で、視し界かいにある灰という灰が残らず蠢うごめき、その下から〝何か〟がもがくようにして這い出した。灰にまみれた羽、嘴くちばし、目。しかし這い出した〝それ〟は間違っても鳥などではなく、鳥の部品を滅め茶ちや苦く茶ちやにこね合わせたような、世にも気味の悪い畸き形けいじみた塊かたまりだった。

　灰から半分ほどを出した母の頭部が、身じろぎするように這い出した。

　それまで見えていた上半分の下が、床にたまった灰の中から、徐々に姿を現した。

　しかし、そこから現れたのは、眞衣子の知っている母の顔ではなかった。灰の中から現れた頭の下半分は、鳥の翼つばさと頭と足とが滅茶苦茶に生はえた、世にも怖おそろしい形状をした人じん体たいの成れの果てだった。

「──────きゃああああああああああああああああっ!!」

　止まっていた息が、悲鳴になって迸ほとばしった。

　その瞬間、動かなかった自分の身体からだが動いた。

　自分の悲鳴に弾はじかれるようにして、眞ま衣い子こは半なかば這はうように立ち上がって、この場から逃げ出した。目の前で繰り広げられている全てに背を向けて、部屋に反はん響きようする甲かん高だかい叫びと悲鳴を背に、両開きの大きな扉に取り付いて、その扉を押し開けた。

　外の見える大おお窓まどと、すでに日の落ちかかっている夕刻が見えた。

　異い様ように静かな無む人じんの火か葬そう場ばを、妙みように薄うす暗ぐらい蛍けい光こう灯とうの光の中、入り口の自動ドアに向けて走った。自動ドアが開いて、表おもてに出た。高台にある火葬場の正面には大きな階段があり、眞衣子はその階段を、必死になって駆け下りた。

　その時、突とつ然ぜん空気にノイズが混じった。

　そして直後、夕刻の六時を告げる放送が、火葬場の前に立つスピーカーから大だい音量で流れ出した。

「うくっ！」

　いきなり左足に激げき痛つうを感じて、眞衣子は階段の途中でうずくまった。

　夕ゆう闇やみの下、音の割れた『夕焼け小焼けが』空気そのものを震わせる中で眞衣子が自分の足を見下ろすと────そこには靴に付着した灰から無数の鳥の畸き形けいが涌わきだして、その羽が、嘴くちばしが、爪が、眞衣子の靴と左足を食い破り……




『灰ノ中ノ、悪ヲ!!』




　血に塗まみれた嘴が大きく大きく開いて、一声啼ないた。

　その甲高い〝聲コエ〟と、おぞましい〝異い形ぎよう〟。それが眞衣子の正気が見聞きした、最後のものだった。




　　　　†




　蒼あお衣いたちがようやく火葬場に辿たどり着いた時、最初にそこで見つけたのは、正面の階段の中ほどに転がっていた、ぼろぼろに破れて血に濡ぬれた学校指し定ていの革かわ靴ぐつだった。

　………………………………………………







　　　　４




　田たの上うえ颯さつ姫きの〈食害〉が広がる火葬場の前に、一台の車が乗りつけられた。

　大型で黒くろ塗ぬりのバン。そのバンは後部の窓が全てスモークで潰つぶされて、本物を見たばかりでなければ勘かん違ちがいしただろうほどに、あまりにも雰ふん囲い気きが霊れい柩きゆう車しやじみていた。

　夜の火か葬そう場ば。周囲に人ひと気けは、全くない。

　白しら野の蒼あお衣いはそんな正面玄げん関かんの灯とう火かだけがぼんやりと照らす火葬場の前に立って、その黒くろ塗ぬりの車を、雪ゆき乃のや颯さつ姫きと共に黙もく然ぜんと出迎えた。

「……」

　この車は、火葬場の中に転がる死体を処理するために呼ばれた〈葬そう儀ぎ屋や〉だった。

　もちろん普通に言うところの葬儀屋ではない。この車の人物は死体を処理できる〈断だん章しよう〉を抱えた〈騎き士し〉で、一片の痕こん跡せきも残さずに死体を処理してしまう〈効果エフエクト〉を使い、周辺の〈ロッジ〉から死体処理を請うけ負っている関東で最も有名な〈騎士〉の一人なのだそうだ。

　通称〈葬儀屋〉。どこの〈ロッジ〉にも所属していない、孤こ高こうの〈騎士〉。

　どんな人物なのか蒼衣はほとんど聞かされていないが、ただ一ひと言こと颯姫が言うには「怖い人です」とのことなので、それを出迎える蒼衣は心なしか、緊きん張ちようしていた。




　……神の悪あく夢むの顕けん現げんである〈泡ほう禍か〉は、それに巻き込まれた被害者を二ふた目めと見られないほど悲ひ惨さんな状態にしてしまうことがままあるという。

　大量死。

　あまりにも猟りよう奇き的な手段で損そん壊かいされた死体。

　現代の技術では完全に不可能な、異常な殺され方。

　しかも、聞けばそれらはまだマシな部類なのだそうで、場合によっては明らかに超ちよう常じよう的な、例えば完全に人間ではないものに変へん質しつしてしまう場合もあるとのことだった。そして発見されれば大事件になることが免まぬがれないそれらを処理する役目の人間が、〈騎士団オーダー〉には常に一いつ定てい数すう存在するのだということだった。

　確かに、必要だろうと思う。

　────人ひと目めに触れさせちゃいけない！

　火葬場の中に広がっていた現場を見た瞬間、立場的にはまだ一般人寄りの蒼衣でさえ、反射的にそう思った。

　眞ま衣い子こを追って火葬場にやって来た蒼衣たちは、中に入った途と端たんに悲惨なものを見た。

　骨こつ上あげをするための部屋の中は、セレモニーホールで見たことがあるはずの人たちが殺し合いをしたらしく、血と灰が飛び散った、凄せい惨さんな有あり様さまになっていた。

　見たことが〝ある〟、ではなく、〝あるはず〟の人たち。

　というのは一目見ただけでは、それが本当にその人たちだったのか、判別ができなかったからだった。

　忘れたわけではない。

　目を潰つぶし合って容よう貌ぼうが損壊していたが、そのせいでもない。

　倒れていた七人分の人じん体たいは、半ば人間の形をしていなかったからだった。

　それらは身体からだの傷という傷から、鳥の羽や頭や脚あしなどの部品が滅め茶ちや苦く茶ちやに生はえていた。

　特に傷の多い顔面部は無数の鳥の部品に覆おおわれ、どんな顔をしているのかすら、もはや判別できない有あり様さまになっていた。

　それはまさしく、人間という形への冒ぼう瀆とくに他ならなかった。

　見た瞬間に心が悲鳴を上げ、凄すさまじい怖おぞ気けに襲おそわれた。そして蒼あお衣いはすぐさま逃げるように部屋を出て、表おもてに立ったまま、二度とそれらを見ることなくこの時間を迎えていた。

　……




　そしてその車は、やって来た。

　威い圧あつ感かんのある黒いバンは火か葬そう場ばの前に停まると、蒼衣たちの見守る中、そのエンジンを静かに止めた。

　一瞬の間があって、ドアのロックを外す音が、不ぶ気き味みな静けさの広がる夜よ闇やみにやけに大きく響ひびいた。雪ゆき乃のも颯さつ姫きも、その音を聞きながら、少しだけ表情を硬くしていた。

「……」

　どんな人が出てくるのかと、蒼衣も緊きん張ちようしていた。

　あの、できるなら二度は見たくないとまで思った悲ひ惨さんな死体の数々を、平然と処理するであろう、そしてしてきたであろう人物。

　それだけでも、今の蒼衣にとっては充分に畏い怖ふの対象たりえる。

　がちゃ、と音を立ててドアが開く。開いたのは、運転席と助手席が同時だった。




　────現れたのは、黒こく衣いを纏まとった男だった。




　百九十センチ近いのではないかと思われる長身に、ネクタイもないほど着き崩くずされた喪も服ふく。

　癖くせのある髪に彫りの深い顔立ちはやや日本人離ばなれし、洋画に出てくる魁かい偉いな墓はか掘ほりのような印いん象しよう。目元は険しく、寡か黙もくに引き結ばれた口元。

　その両手に提さげられているのは何故なぜか、大きなバケツと、そして使い込まれた大振りの鉈なた。

　しかし、この男と対面した時に感じた何よりも異い様ような点は、この男の姿すがた形かたちなどではなく、その全身から発散されている異様な〝気配〟だった。

　雰ふん囲い気きなどという生なま易やさしいものではない。それは存在自体が周囲の空気を作り変えているかのような、存在感と呼ばれるものを悪意を持って濃ぎよう縮しゆくしたような、明らかに人間離れした異様としか言いようのないものだった。

　彼がそこに現れただけで、景色が悪あく夢むめいて見える。

　蒼衣が知っている『人間』と呼ばれているモノとは、明らかに『枠わく』が違う存在。

　いや、奇き妙みような話かも知れないが、蒼あお衣いはこうも感じた。それは人間を人間というカテゴリに押し込めている『枠わく』を失いつつある人間で、その存在そのものが、周囲の空間に漏もれ出している存在なのだと。

「……」

　男は無言で、蒼衣たちには一いち瞥べつすら向けずに乱暴に車のドアを閉めた。

　一言の愛あい想そうもない。代わりに蒼衣たちに話しかけて来たのは、助手席側がわから出てきた、長いスカートの喪も服ふくを着た、蒼衣よりも少し年上と思われるくらいの娘だった。

「今晩は」

　後ろ髪を髪留どめでまとめた彼女は、そう挨あい拶さつすると静かに微笑ほほえんだ。

　だが少女が鞄かばんを持つように体の前で合わせられたその手には、やはり重ねられたバケツが提さげられ、その中には何本もの山やま刀がたなと鉈なた、鋸のこぎりなどが突っ込まれていた。

「被害者は？」

　簡かん潔けつに訊たずねる娘に、颯さつ姫きが答える。

「この中の……入って左です。可か南な子こさん」

「そう。ありがとう、颯姫ちゃん」

　可南子と呼ばれた娘はそう言って微笑み、無言でバンの後部ドアを開けていた男を振り返って呼びかけた。

「……だそうよ、瀧たき」

「ああ」

　男はそれだけ答え、後部ドアを開けてしまうと、中から大量のバケツを道路に降ろした。そして自分は元のバケツ一つと鉈を手に、大おお股またに火か葬そう場ばの建物へと向かって行った。

　可南子は、蒼衣たちに微笑みかけて言った。

「じゃあ、また。……はじめましての君も、また機会があれば」

　最後に蒼衣へとそう言うと、男の後を追って歩み去って行った。

　間違えようもなく男の方が〈葬そう儀ぎ屋や〉で、女の方は助手か何かだろう。間違えようもなかった。外見や性別は関係ない。その理解はただ一つ、男の纏まとっているあの異い様ようきわまる〝気配〟ゆえのことだった。

　呆ぼう然ぜんと、蒼衣は呟つぶやいた。

「何だ……あれ……」

「自分が抱えた悪あく夢むと、付き合い過ぎた人間。〈断章保持者〉の行き着く先の一つだけど、人としての正気をいくらかでも保ったままああなるのは稀まれなケースね」

　そんな雪ゆき乃のの説明を聞きながら〈葬儀屋〉の背中を見送っていると、蒼衣たちの連れん絡らくでここにやって来ていた神か狩がり屋やが、火葬場の玄関から出てきて〈葬儀屋〉を出迎えた。

「たびたび済まない、修しゆう司じ」

「役目だ」

　例の調子で迎える神か狩がり屋やに、〈葬そう儀ぎ屋や〉は答えた。

　そして瀧たき修しゆう司じという名前らしい、その〈葬儀屋〉は、笑みの一つも浮かべずに、神狩屋へと質問を返す。

「……仏ほとけの数は？」

「七人。全員〈異い形ぎよう〉がある」

「多いな。わかった」

　短いやり取りは、すぐに終わる。

　そのまま〈葬儀屋〉は、可か南な子こを伴って建物の中へと入って行った。

　あまりにも、素そっ気け無ない。

　しかし颯さつ姫きが、呟つぶやいた。

「今日はよく話しますね。〈葬儀屋〉さんが話すの、久しぶりに聞きました」

「え？　あれで？」

「ええ、神狩屋さんくらいなんですよね。普通に話するの」

　頷うなずく颯姫。雪ゆき乃のも否定はしない。

　そうしていると〈葬儀屋〉と別れた神狩屋が、蒼あお衣いたちに近づいてきた。そして疲れたような笑顔をその顔に浮かべると、蒼衣たち三人を見回して、労ねぎらいの言葉を口にした。

「……ご苦労様。まさに『シンデレラ』になってしまったね」

　言って神狩屋は、手にしていたもの蒼衣に差し出した。

　ぼろぼろの、茶色の塊かたまり。それはここの正面階段で蒼衣たちが見つけた、眞ま衣い子このものだと思われる、破れた革かわ靴ぐつだった。

　差し出されたので、蒼衣は思わず受け取った。典てん嶺りよう高校の、女子用指し定てい革靴。すでに血は拭ふき取られているが、最さい初しよ蒼衣が見つけた時には血ち塗まみれの足で履はいていたような、ちょっとした事故現場の遺い物ぶつような状態だった。

　それが階段の途中に転がっていたのを見つけた時には、正直ぞっとした。

　童どう話わのどの場面かは、説明も要いらない。そしてこの場面の後は、グリム版なら足を切り、目を潰つぶされるエンドへと一直線なのだ。

　颯姫が、呟くように言った。

「もうずいぶん、目が潰されましたね……」

「そうだね」

　神狩屋は、頷く。

　最初のマンションで、一人。

　そしてここで、新たに七人。

「つまりこのモチーフが、最も重要ということだね」

　軽く腕組みして言う、神か狩がり屋や。

「ほぼ確実に、今回の〈潜有者〉は杜もり塚づか眞ま衣い子こ君だろう」

「……」

　蒼あお衣いは複雑な表情になる。ずっと疑って調査していたのは確かだが、断言されてしまうと、また思いが違った。

「そうですか……」

「うん、もちろん中の被害者に〈潜有者〉が混じっている可能性もあるわけだけど、それは希望的観かん測そくだね。十じつ中ちゆう八はつ九く彼女で、その彼女が〝目〟に関する何らかの悪あく夢むを抱えているんだろうと思う。それが解わかれば、この先どう出るかの手がかりになるかもしれない。できるなら彼女も、救ってあげたいものだね……」

　思し案あんげに言う神狩屋。蒼衣も心の底から、同意する。

「……杜塚さんを、助けてあげられるんですか？」

　蒼衣は、訊たずねた。

　神狩屋は答える。

「もちろんできる。僕たちはそのために、〈騎き士し〉として活動している」

「どうすればいいんですか？」

「神の悪夢である〈泡あわ〉そのものは実にあやふやなもので、直接どうこうする手段はない。

　僕たちにできることは〈潜有者〉を〈顕けん現げん〉してくる悪夢から守り、〈泡〉の内容物が尽きるのを待つことだ」

「……」

「だからまずは、行方ゆくえの知れない杜塚眞衣子君を探さなくてはいけない」

　そこで神狩屋は、表情を微かすかに厳きびしくする。

「急がなくてはね。〈異い端たん〉になってなければいいんだけど……」

　神狩屋は言う。

　蒼衣は、眉まゆを寄せた。

「異端？」

「ああ、前はわざと君に詳しい説明をしなかったんだけど……〈泡ほう禍か〉の起こす悪夢に耐え切れなくなって、完全に発狂した〈潜有者〉と〈断章保持者〉をそう呼ぶんだ」

　難しい顔で、神狩屋は答えた。

「なぜ説明しなかったというと、ショックが大きいかと思ったからだ。その〈異端〉となってしまうと、その人間は殺すしかなくなる。狂気は、悪夢の門なんだ。際さい限げんのなくなった悪夢を撒まき散らす〈異端〉は、殺さなければ、周りにもっと大きな被害を出してしまう」

「……！」

　確かにショックではあった。そうなった時に自分はどうすればいいのか、蒼衣は想像できずに、ただ表情を暗くした。

「………………」

　嫌な沈ちん黙もくが、この空間に広がった。

　そしてますます暗あん鬱うつなものが、ここにやって来た。

　火か葬そう場ばの入り口の自動ドアが開いて、中から可か南な子こが出てきたのだ。そしてその両手に下げられた、バケツの中身が────

「!!」

「……ああ、白しら野の君は見ない方がいいかも知れないね」

　神か狩がり屋やの忠ちゆう告こくは、明らかに遅かった。

　見てしまった。可南子の手にしたバケツは血に塗まみれていて、その中にはぶつ切りにされた人体の破片が、なみなみと入っていたのだった。

　バケツに入った血と肉と羽う毛もうとの混合物から、切せつ断だんされた腕が一本突き出ていた。

　色が変わって見えるほど血塗れの髪の毛が、ごっそりとバケツの淵ふちから溢あふれていた。

　それを持っている可南子の手も血ち脂あぶらで汚れていて、白い顔にも赤い血が飛び散っていた。

　むせ返るような血の臭いが広がる中、可南子は解体された死体の入ったバケツを、澄すました顔でバンの後部ドアから車の中に積み込んだ。

　そして道路に置かれた新しいバケツを抱えて、建物の中へ戻って行く。

　そのとき蒼あお衣いと目が合った可南子は、血の斑はん点てんが飛び散った貌かおで、にこ、と柔らかく、優しげに微笑ほほえんだ。

「……!!」

　あまりのことに竦すくんでいる蒼衣に、神狩屋が言った。

「済まない。いずれ知ることだと思って躊ちゆう躇ちよしていたら、説明が遅れてしまったね。これが僕らの〝活動〟の、現実だ。中にいる彼、瀧たき修しゆう司じは、彼の異い名みようと同じ〈葬そう儀ぎ屋や〉と呼ばれている〈断だん章しよう〉を持っていて、彼がその手で切り刻んだ生物は、それが死んでいても生きていても、その血の一いつ滴てきまでもが心臓のある場所に集まって生き返るんだ。

　血だけなら、三十分もしないうちに跡あと形かたもなく現場から消えてなくなる。薬品による血液反はん応のうすら消失する。それを利用して、彼は〈泡ほう禍か〉による被害者の死体を処理する。現時点では彼ほどの有効な死体処しよ理り係がかりは世界的に見てもほとんどいない」

「……！」

　神狩屋が蒼衣の肩に手を置いた。思わずびくりと震える蒼衣。

「い……生き返るんですか？　死体が」

「うん、まともな状態じゃないけどね。生き返る。修司はそれを家に持ち帰って、心臓が燃え尽きて再生しなくなるまで窯かまに入れて燃やす。灰になるまで。彼の本業は陶とう芸げいで、山の中の家に大きな窯を持っている」

　淡たん々たんと説明する神か狩がり屋や。その落ち着いた言葉が、かえって怖おそろしい。

「このさき君が〈断だん章しよう〉と共に生きるなら、必ず一度は彼とは関わることになる。覚えておいた方が、いいと思う」

「灰に……」

　自分の唇が、震えているのが分かった。

　だがそんな自分の感情とは裏うら腹はらに、頭は突然に、一つの符ふ合ごうを思いついた。

「『灰』……『罰』……『罪』……」

　頭の中で次々と連想が組みあがった。

　人を焼いた火か葬そう場ばの『灰』。葬そう式しきの前に眞ま衣い子こが恐れを吐と露ろした母親の『罰』。そしてあのマンションで、狂った女性が口にしていた『罪』。

「人はみんな、火葬場で焼かれる……」

　震える声で、蒼衣は呟つぶやいた。

「人はみんな最後に灰になるってことは……つまり人はみんな『灰』だってことじゃ？」

「…………白しら野の君？」

　蒼衣の言葉。その呟きを聞いて、神狩屋の声が、みるみる真剣なものになった。

「確かに、人は『灰』だと言われているよ。多くの神しん話わ物語で、人は灰や、塵ちり芥あくたから生まれたとされている」

　神狩屋は言った。

「キリスト教の祈りにもこうある。『汝なんじ灰はいにして、灰に還かえる』」

「………………」

　やはり、そうなのだろうか。

　思いついてしまった。それならば、まだ『灰かぶり』は何も終わっていないのだ。




「白野君────君は、何を思いついたんだい？」




　神狩屋が、訊たずねた。

　問いが静かに、夜よ闇やみに広がった。

　………………………………………………
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　　　六章　終わりの始まり
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　……杜もり塚づか眞ま衣い子こは、ひとつ確信したことがある。




　灰かぶりの二人のお姉ねえさんは、きっと灰かぶりが靴を失くしたあの階段で、目玉をつつき出されたのだ。

　行きに一回。

　帰りに一回。

　あの階段で、灰かぶりを蔑さげすみの目で見ていた、その罪を裁さばかれて、その両の目をつつき出されたのだ。

　階段は、罪を裁かれる場だ。

　灰かぶりも、金の靴を片方失うしなった。

　きっと母親の間違いを正さなかった、その罪を裁かれて。

　今の眞衣子のように。片方の靴を失ったというのは、多た分ぶん片足を失ったことのメタファーなのだろう。

　今の、眞衣子のように。




「………………」




　眞衣子が足を進めると、左足から、雨の日の小学生の靴のような音がした。

　左足は血ち塗まみれで、削そぎ落とされて布のようにぶら下がった肉と皮を引きずっていた。元々火傷やけどでケロイド状だった足はもはや原型を留めておらず、濡ぬれた雑ぞう巾きんを引きずるような音を立てて、眞衣子は足を進めていた。

　足を前に運ぶたびに、まだ足に繫つながった肉が引きずられる。

　その一歩ごとに垂れ下がった肉が引っ張られるおぞましい感かん触しよくが脚あしを駆け上がり、皮ひ膚ふが引きちぎれる寸すん前ぜんの、引き攣つった痛みが火を噴ふいた。




　ずる……ずる……




　と、削そげ落ちて剝むき出しの足の裏が、生なま肉にくの嫌な音を立てる。

　皮ひ膚ふが剝かれて剝き出しになった足の裏。その肉が地面を踏みしめる、足が破壊されてゆくような激しい痛みを意識で押し殺しながら、眞ま衣い子こは黙もく々もくと歩いていた。

　ずっと、ずっと、歩いていた。

　人に構われたくなかったからだ。その辺りに座り込みでもして誰かに見つかって、この足の傷のことを何か言われるのが、心の底から面めん倒どうだったからだ。

　眞衣子は人から逃げるようにして、削がれた足の肉を引きずって歩き続けた。

　実際にはこの街をどう歩いたところで人間のいない場所へは向かえはしないのだが、それでも眞衣子はただそのために、ひたすらに道を、歩いていた。

　眞衣子は左足の残ざん骸がいを引きずって、歩く。

　その一歩ごとに肉を引きずる音とは別に、かりっ、かりっ、という金属の擦こすれる音が、小さく空気に響ひびく。




　かりっ……




　音は眞衣子の右手に握られた金属が、壁を擦る音だった。

　眞衣子はその右手に持ったものの先せん端たんを、歩きながらずっと、側そばにある壁に触れさせていたのだった。

　それは、スプーンだった。

　病床の母親に食事を与えていた、あの大おお振ぶりのスプーンを手に持って、その先端を壁に触れさせながら、延えん々えんと歩いたのだ。

　その行為に、さしたる意味はない。

　たまたまそれを、手に持っていたからに過ぎない。

　子供が手に持った棒切れを、無む心しんに引きずるのに似ていた。だが実際はその行為に最も近いのは、鳩はとが地面に落ちているものを餌えさもゴミも区別せずにつついて回る、その本能的な動作の方だった。

　ただそこにあるものに、嘴くちばしを触れさせる。




　かりっ……ずちゅっ……




　硬い音と、柔らかい音が一歩ごとに鳴る。

　二種類の不ぶ気き味みな音を立てながら、眞衣子は黙々と道を歩く。

　もう、夜は明けていた。

　曇り気味の空はすでに薄うす灰はい色の光に満たされていて、眞ま衣い子こが意識して選んで歩いている人ひと気けのない路ろ地じ裏うらにも、柔らかい光が差し込んでいる。

　もう、早い者ならば学校に行っている時間だ。

　眞衣子は夜通し、こうして街を彷徨さまようように歩き続けていた。

　皮ひ膚ふという頑がん丈じような表面を失った足の肉はいとも簡単にアスファルトに削けずられて、眞衣子の足は皮と、骨が露ろ出しゆつするような有あり様さまになっていた。

　その剝むき出しの足の神経にアスファルトの凹おう凸とつが直接突つき刺さる痛みも、まだ繫つながった皮を引きずるおぞましい感かん触しよくも発はつ狂きようしそうなものだったが、しかし涙を流し、歯を食いしばって歩く眞衣子の気分は、同時にとても清すが々すがしく、気分が良かった。

　自分の罪がなくなったと、眞衣子は感じていたのだ。

　これは贖しよく罪ざいの痛みだった。肉を削り、意識を削るこの凄すさまじい痛みと共に、眞衣子は自分を縛しばっていた罪が消えてなくなってゆくのを、はっきりと感じていた。

　罪を償つぐなうためには、痛みが必要だ。

　贖罪は、幸福への始まりだ。

　幸福への階きざはしである金の靴を失った時、灰かぶりはどれほどの痛みを感じただろうか？

　金の靴は罪ざい人にんには履はくことができない。灰かぶりの二人の姉は、罪があったゆえに、金の靴を履くために、つま先と踵かかととを切り落とさなければならなかったのだ。

　贖罪の激げき痛つうと共に、靴を履いたのだ。

　その苦痛は、二人にとって幸せなものだったに違いない。

　今の、眞衣子のように。




　かりっ……ずる……




　眞衣子は幸せに満たされた引き攣つった笑みを浮かべながら、うっすらとした光の満ちる、真っ直ぐな路地を、延えん々えんと歩いていた。

　今の眞衣子には、目的地があった。

　学校だ。学校に行かなければならなかった。

　今の眞衣子の幸福を、確定的にするためには必要なものがあった。

　人の罪を、許してはいけないのだ。

　灰かぶりも継まま母ははの罪を正さなかったために、その美しさにも関わらず、最初の邂かい逅こうで王子を射い止とめてはならなかったのだ。

　母親の罪を正さなかったがために、二人の姉も、足を切っただけでは足りなかったのだ。

　そして今、こうして眞衣子が凄まじい苦痛を嚙かみ殺しながら歩いているのも、最後まで母の罪を正さなかった、その罪を償うためだった。

　眞ま衣い子この親しん戚せきたちは、眞衣子の母を蔑さげすみの目で見た罪で、目をつつき出されて死んだ。

　全員死んだ。いなくなってしまった従姉いとこの夏なつ恵えも、きっと同じ罪を裁さばかれて、死んでしまったに違いない。

　涙がこぼれた。

　大好きだった、お姉ねえちゃんなのに。

　しかし罪があったのだから、仕方がない。かわいそうな、夏恵お姉ちゃん。

　きっと夏恵は、どこかで鳥に目め玉だまを食べられて、死んでしまったに違いない。

　鳥に、罪を食べられて。償つぐなわれなかった罪は、食べられることで浄じよう化かされる。

　灰かぶりの二人の姉が、そうだったように。あの二人は両の目を食べられて、灰かぶりを蔑みの目で見た罪をようやく浄化されたのだ。

　眞衣子の母も悪いところを食べられて、浄化された。

　伯父おじさんや伯母おばさんや親戚たちも、あの後お互いの目玉を食べただろうか？

　ちゃんと罪が、浄化されただろうか？　そうなっていればいいな、と眞衣子は思う。それはきっと、とても幸福ですばらしいことなのだから。

　今の眞衣子が、そうであるようにだ。

　だから眞衣子は、この自分の幸福が長く続くように、そしてたくさんの人が幸福になるように、行動しなければいけなかった。

　だから、学校に行く。学校に行って責せき務むを果たす。

　そのために、こうして歩いてきた。自分の背を鞭むちで打ちながら巡じゆん礼れいした中世キリスト教きよう徒との一派のように、痛みに歯を食いしばって、贖しよく罪ざいの幸福を嚙かみ締めながら、ここまでやって来たのだった。




　かりっ……




　手にしたスプーンの先が、学校の裏門の門もん柱ちゆうに触れた。

　眞衣子は裏門の前に立ち、学校を見上げた。

　聳そびえる学校が、お城のように思えた。

　眞衣子は微笑ほほえむ。そして裏門を開けて、かつん、とスプーンで門もん柵さくを叩たたき、敷地の中へと入り込む。

　そして────走った。

　削そげた左足に構わず、ぶら下がった皮ひ膚ふを引きずりながら、眞衣子は心から楽しそうに笑顔を浮かべて、学校の敷地内ないを走った。

「うふふふふふ……」

　骨が地面に触れる痛みと、怖おそろしい感かん触しよく。思わず口元から笑いが漏もれる。舞踏会に向かう灰かぶりも、こんな素晴らしい気分だったのだろうか？

　体が軽い。

　心が弾はずむ。

　まず最初に目指したのは、下げ駄た箱ばこだった。

　誰もいない下駄箱にやって来ると、眞ま衣い子こは自分の下駄箱を開けて上うわ履ばきを取り出した。そして右足だけの革かわ靴ぐつを脱いで几き帳ちよう面めんにしまうと、取り出した上履きに、いつも登校した時にそうするように履はき替えた。

　まずは、右足。

　そして左。しかし襤褸ぼろを引きずったような有あり様さまの左足は、どうやってもきちんと上履きに収まらない。

　みるみる白い上履きは、どす黒い赤色に染まってゆく。

　眞衣子は砂だらけの皮ひ膚ふを一生懸けん命めい上履きに押し込もうとしたが、どうしても入らない。しかしすぐに納なつ得とくした。

　靴が入らないということは、

　足りないのだ、贖しよく罪ざいが。

　もはや、躊躇ためらいもしなかった。眞衣子はぼろぼろに引きずった、砂と血と脂あぶらに塗まみれた皮を摑つかむと、まだ脚あしと繫つながったままのそれを、思い切り引っ張った。

「ぐぎっ!!」

　皮は指のささくれを深く剝むいてしまったように、まだ無事な脚の皮膚をもぎ取って、ぶつんと嫌な音を立てて千ち切ぎれた。

　その痛みと感かん触しよくに、口の端はしから嫌な声が漏もれた。

　みるみる新しい傷口から血が染み出したが、脚はきちんと上履きの中に納まった。

　満足した。立ち上がる。やらなければいけないのは、これからだ。舞踏会は、まだ始まっていないのだ。

　眞衣子は再び、走り出す。

　激げき痛つうが脳のう神経を焼き、何も考えられない。

　重い酩めい酊ていのような感覚と、脳を焼く幸福が入り混じったものが頭の中に満ちていた。身体からだだけが、異い様ように軽い。

　校舎の中に、駆け込んだ。

　自分の為なすべきことを、為すために。

　一階の、まだ閉まっている事務室の脇を駆け抜ける。そして職員室のある二階へと続く階段を、駆け上がる。

「！」

　ばったりと、出くわした。

　降りてきていた担たん任にんの佐さ藤とう先生と、階段の折り返しで、思い切り行き会った。

　二人とも、立ち止まる。冴さえない風ふう貌ぼうの佐藤先生が、昨日とは違ういつも通りの崩れたスーツ姿で、目を丸くして眞ま衣い子こを見下ろしている。

「杜もり────」

　佐藤先生が口にしかけた言葉が、朝あさ連れんの生徒たちのために鳴らされる一日の一番最初のチャイムにかき消された。

　階段の狭い空間に満ちる空気に、いっぱいの〝音〟が満ちた。

　そんな中で先生を見上げて、眞衣子は「なんて運命的なんだろう」と思った。

　思って眞衣子は、にこ、と微笑ほほえんだ。







　ぶちっ







　そして手にしたスプーンを、先生の目に無む造ぞう作さに突き刺した。

　ずっと壁を擦こすっていたために先せん端たんが刃は物もののように研とがれたスプーンが、たやすく下した瞼まぶたの皮ひ膚ふを貫つらぬいて目の中に潜もぐり込んだ。

「──────────────────っ!!」

　先生の口が大きく開き、凄すさまじい悲鳴がチャイムの音と混じって階段に響ひびき渡った。それはもはや音だった。声ではなく、チャイムの鐘かねの音の一部だった。

「……先生、救ってあげるね」

　眞衣子は微笑んだまま、スプーンを持った手首をひねった。

　刃物と化したスプーンはその曲線に沿って眼がん窩かの中をぐるりと回り、眼球と眼窩の境さかいにある膜まくと血管と神経を切断して、桃ももやプリンを切り出すようにして先生から眼球を切り出した。

　悲鳴が大きくなり、瞼がスプーンの柄えにねじられて千ち切ぎれる。

　ゆっくりと、スプーンを引き抜く。




　ぐちゅ、




　と濡ぬれた音を立てて、血と共に白い塊かたまりが眼窩から引き抜かれる。

　スプーンの上に載った眼球。眼球は意い外がいと大きなものだというのを本で読んだことがあるので、その先入観かんがあったのだが、思ったよりは小さかった。

　これが先生の罪か、と眞衣子は思った。

　先生は母の葬そう式しきの場で、母の眞衣子への行いを質ただしたのだ。

　眞ま衣い子この今までの生活と、精神状態を心配してくれた。何か思うところがあったら、相談に乗るとまで言ってくれた。

　気持ちは嬉うれしかった。

　嬉しくて、悲しかった。

　先生まで、母をそんな目で見る。




　ならばその罪は、償われなければならなかった。




　眞衣子は、微笑わらった。

　母親のような慈じ愛あいの笑みを浮かべて、眞衣子は眼球の乗ったスプーンを、口へと近づけた。

　ぬめる眼球を、舌で舐なめ取るようにして口に入れた。ねっとりとした固い球形が口の中に納まり、微かすかな涙の味と、血の味が口の中に広がった。

　喉のどを塞ふさぐ大きさの、〝それ〟を飲み込む。

　その大きさに一瞬吐はきそうになりながら飲み下すと、食道を徐々に下がってゆく感かん触しよくが、ありありと感じられた。

　これで罪が、浄じよう化かされる。

　目を押さえてうずくまる先生。先生も、この贖罪の痛みに喜びを感じているだろうか？

「もう少し我慢してね。先生」

　眞衣子は、語りかけた。

「そうすれば……償つぐないが終わって、幸せになれるから」

　微笑ほほえんだ。血で汚れたスプーンを手に。

　そして一歩、先生に近づいた時。




「────見つけたわ。〝異い端たんの灰かぶり〟」




　突然の鋭い声。

　その声に、眞衣子がゆっくりと目を向けると、階段の下にシャープなゴシックロリータの衣装を着た少女が立って、美しくも鋭い表情で、眞衣子の方を見上げていた。







　　　　２




　ようやく邂かい逅こうした、〝彼女〟。




「同情はしないわ、〝シンデレラ〟」




　時とき槻つき雪ゆき乃のはその大人おとなしそうな眼鏡めがねの少女を見上げ、静かな声で、そう言った。

「あなたは被害者だけど、〝それ〟を導いたのはあなたの歪ゆがみよ。あなたにもいい所はたくさんあるんでしょうけど、それはあなたを灰にした後で、その中から探してあげる」

　雪乃は言って、左手首の包ほう帯たいに指をかけた。

『偽ぎ悪あく趣味ね』

　くすくすと、背後に立った黒い気配が笑った。

　雪乃は「うるさい」と小さな声で呟つぶやき、その風かぜ乃のの声を黙らせる。

　階段の上の杜もり塚づか眞ま衣い子こは、きょとんとした表情で雪乃を見ていた。その表情は無む邪じや気きと言っていいものだったが、姿は凄せい惨さんそのもので、何をどう贔屓ひいき目めに見ても、明らかに常じよう軌きを逸いつしていた。

　血ち塗まみれの手に握られたスプーンに、口の端はしを汚す血。

　そして明らかに削そげた左足首が履はく、真っ赤に染まった血染めの上うわ履ばき靴。

　階段には、血で捺おされた彼女の靴くつ跡あとが点々と残っている。その足元にはしゃがみ込んで呻うめきを上げる男性教師がいて、彼が顔を押さえる手の指の間からは血が滴したたり、ここで何があったのかは、見ただけでいくらでも想像できた。

「……」

　そんな中に立つ、不ふ思し議ぎそうな表情の眞衣子。

　雪乃の横に、蒼あお衣いが立った。

「杜塚さん……」

　呻くように言ったその表情は、悲しみとも、苦しみともつかない表情だった。何を言えばいいのか分からない様よう子すで、その呼びかけの後に、続く言葉はない。

「白しら野の君…………おはよう」

　対する眞衣子は微かすかな笑顔と共に、控えめな挨あい拶さつをした。

　蒼衣の表情が歪んだ。普通に学校で為なされたならば、きっと本当にいつも通りの、彼女の挨拶なのに違いない。

　しかし今ここでは、その普通さは醜しゆう悪あくなまでに異常の証明だった。

　挨拶という日常の行為が、ただ強烈なまでに日常の風景を冒ぼう瀆とくしていた。

『わかりやすい〈異い端たん〉ね…………あの子の〈食害〉で隔かく離りしておいて良かったわね。ここはもう悪あく夢むの中よ』

　風乃が言った。

『放っておいたらレミングみたいに、生徒が続々と死にに登校して来てたところね。もう学校にいる子はどうしようもないし、私はそれでも面白いと思うけど』

　くすくすと笑った。蒼あお衣いが拳こぶしを握り締める。

「……どうにかならないのか？」

「無理ね」

『そう、無理』

　雪ゆき乃のの冷たい声と、風かぜ乃のの流れるような声が続いた。

「悩めばそれだけ被害が増えるだけ。そうやって悩んで〈異い端たん〉を助けようとして、自殺したくなるくらい悲ひ惨さんなことになった例を山ほど知ってるわ」

『それで自殺した例もね』

「……」

　蒼衣が、強く唇を嚙かんだ。

「せめて、先生がターゲットになるって、もう少し早く気づいてたら……」

　呻うめく、蒼衣。

　昨日あの火か葬そう場ばの前で、蒼衣はこの〈泡ほう禍か〉の持つ悪あく夢むの概がい要ようを大おお雑ざつ把ぱながらも推理していたのだ。

　この〈泡禍〉が、何を意味するかを。しかしそこで高校生である雪乃と蒼衣は時間切れとなり、後は動ける大人おとなに眞ま衣い子この捜そう索さくを引き継いだ。

　だが人ひと手でも少なく、〈グランギニョルの索さく引いんひき〉の予言を受けたわけでもない者が闇やみ雲くもに捜して見つかるわけもなかった。結果、今朝けさになって蒼衣がいま起こっているこの状況の可能性を思いつくまで、眞衣子はずっと見つかることなく、行動していた。

　先生が次の被害者になる可能性を思いついた、今まで。

「……もっと早く気づけたんだ。目を潰つぶされた今までの人が人間じゃなくて、灰だったことに気がついた時に」

　蒼衣は苦く渋じゆうの表情で、言う。

「あのマンションの女性も、火葬場の親しん戚せきの人も、『鳩はとに目をつつき出された姉』じゃなかったんだ。あれは全部『灰の中から悪い豆をつつき出す』シーンだったんだ。杜もり塚づかさんは、お母かあさんが悪い目で見られるのを嫌がってた。だから親戚の人たちは、悪い目をつつき出された。

　マンションで僕が会った従姉いとこの人は、僕の目を抉えぐろうとしながら『罪を』と言ってた。だからきっと、親戚の人と同じことだったんだと思う。あの人たちは二人の姉のような〝人間〟じゃなくて、ただの〝灰〟の配役だった。そして先生も杜塚さんのお母さんに疑いを持ってしまったことに、僕は今朝まで気づかなかった」

　蒼衣は呻く。

「気づいてたらもっと早く、杜塚さんを見つけられたはずだったのに……」

　目を閉じて、ぎり、と奥おく歯ばを嚙かみ締める蒼衣。

　それでも〈泡ほう禍か〉をある程度でも予想した人間を雪ゆき乃のは初めて見たが、それを口にはしなかった。素直に認める気にもならなかったし、何より何の慰なぐさめにもならないことは雪乃にも理解できたからだ。

「そう……白しら野の君、夏なつ恵えお姉ねえちゃんに会ったんだね」

　そんな蒼あお衣いの話を聞いていた眞ま衣い子こが、どこか寂しげな微笑を浮かべて言った。

「夏恵お姉ちゃんも、やっぱり償つぐないをしてたんだね」

「杜もり塚づかさ……」

「悲しいけど、仕方ないよ…………でも白野君はすごいね、そんなことまで分かっちゃうんだね……」

　寂しげな、愛いとしげな、蒼衣を見下ろす目。

「目は罪だってこと、誰にも言ってないのに、白野君には分かっちゃうんだね…………あのお葬そう式しきの時も、白野君だけが本当のことを解わかってくれたね。お母かあさんを悪く見られるのがどんなに嫌だったか、白野君だけが解ってくれた。お母さんを見捨てられない私を、白野君だけが解ってくれた」

「杜塚さん、違うんだ……」

「もっと早く、白野君と逢あえてたらよかったのにな」

　眞衣子は、微笑ほほえむ。

「そうすれば、私が白野君の隣となりにいられた？」

「違うんだ……僕は言わなかっただけで、君が言うような立りつ派ぱなことは……」

「あ……ごめんね、変なこと言って。それじゃ、あとでね。私は大事なお母さんのために、贖しよく罪ざいをさせなきゃいけないの」

　眞衣子の視線が、足元の男性教師に向いた。

「そうじゃないと、私の罪になるから」

「杜塚さん、やめるんだ……！」

　無む駄だだと知りつつ、搾しぼり出すように言う蒼衣。

「……話は終わった？」

　雪乃はその悲痛な声を、遮さえぎるように口を開いた。

　そして言葉と同時に左腕の包ほう帯たいを、引きちぎるように引っ張った。

　包帯を留めていたクリップが弾はじけ飛び、タイルの床で澄んだ音を立て、白い包帯がぞろりと解ほどけた。腕の傷に張り付いていた包帯が引き剝はがされて、ほとんど治まっていた痛みが傷口と共に蘇よみがえった。

　雪乃は微かすかに眉まゆ根ねを寄せ、漏もれ出した痛みが火を噴ふいた。

　痛みは包帯を瞬またたく間に発火させた。

　炎ほのおの帯おびに変わった包帯は、すぐさま燃え尽きて宙に消えた。

　ぢぎぢぎぢぎっ、と音を立てて、赤い柄えのカッターナイフの刃はを伸ばした。

「私は〈雪の女王〉。異い端たん狩がりの魔ま女じよ」

　雪ゆき乃のは言った。

「三年前に、私は自分をそう定めた。あなたの存在は、私にとって苦く痛つう以外の何者でもない」

『なぜなら私に似てるから』

　くすくすと、流れるような声が続いた。

「だから燃やすわ。あなたを」

『私に似た、〈異端あなた〉を』

「救ってあげる」

『救えなかった人たちの代わりに』

　階段に満ちる閉へい塞そくした悪あく夢むのような空気に、旋せん律りつのような言葉が流れる。雪乃以外には、いや、雪乃と蒼あお衣い以外には、誰にも聞こえない旋律。

「……だから、始めましょう？　〝最終章〟を」

　タクトを振り上げるように、カッターナイフと左腕を、交差するように頭上に掲げ────




「〈私の痛みよ、世界を焼け〉!!」




　叫んだ。〈断だん章しよう詩し〉を。瞬間、三年前の赤い悪夢の恐怖と絶望が雪乃の中に蘇よみがえり────直後に左腕に当てたカッターナイフを、思い切り横に引いた。

「……く！」

　押し付けただけで微かすかな痛みがある薄い刃を引いた瞬間、びりっ、と鉄が肉の中の神経に触る、寒さむ気けに似たおぞましい痛みが電気のように全身に走った。鳥とり肌はだが立ち、身体からだが痙けい攣れんし、微かな悲鳴が、口から漏もれた。

　瞬間、

「きゃああああああああっ!!」

　薄暗い階段が爆発するような炎ほのおの色に照らされ、眞ま衣い子この悲鳴が響ひびき渡った。

　顔を庇かばう眞衣子の制服を火か勢せいの強い炎が舐なめ、瞬またたく間に松明たいまつのように全身が燃え上がった。その光景を見た途と端たん、雪乃の脳のう裏りに自分の見た悪夢の光景が蘇る。両親を惨ざん殺さつした部屋で、風かぜ乃のが部屋に火を放ち、瞬く間に炎に覆おおいつくされた部屋と、そして笑みを浮かべたまま炎に吞まれる在りし日最後の風乃の姿。

「…………………………っ！」

　雪乃の胸に凄すさまじい恐怖が蘇り、気が遠くなるほど血の気が引く。

　だがそれを誰にも悟さとられないよう、鳴りそうになる歯を食いしばり、腕に熱のように広がり始めた切り傷の痛みに、強く意識を集中した。

　この集中が途と切ぎれれば、即そく座ざに炎ほのおは消えてなくなる。傷は肉から染み出した血でみるみるうちに埋まり、すぐに溢あふれ、無数の傷が走る白い腕に、つう、と赤い筋を描く。

　ちら、と視線を流すと、蒼あお衣いは強く両手を握り締めていた。

　友人が今まさに焼き殺されようとしている様よう子すを凄すさまじい表情で見つめながら、蒼衣は血が出そうなほど唇を嚙かみ締めて、その光景に耐えていた。

　できるだけ速すみやかに、終わらせてあげた方がいいだろう。

　いかに〈断だん章しよう〉に耐たい性せいのある〈異い端たん〉とはいえ、このまま抵抗がなければ、そうできる。

　雪ゆき乃のはそう考えたが、その瞬間だった。周囲の〝空気〟が突とつ如じよとして、怖おそろしい密みつ度どを持ったものに〝変へん質しつ〟した。




　ぞ、




　と空気の温度が、身が竦すくむほど低下した。

　眞ま衣い子この怯おびえと恐怖によって、その心の奥底から汲くみ上げられた巨大な〈泡あわ〉が、現実に溢れ出した、その気配だった。

　炎と、申し訳程てい度どの蛍けい光こう灯とうに照らされた階段に、影が落ちたように明度が下がった。

　現実が、〈悪あく夢む〉に塗り替えられた。

「……うあっ!!」

　突如、雪乃は左足に凄まじい痛みを感じた。腕の痛みへの意識の集中が霧む散さんして、眞衣子を包んでいた炎が、吹き消されたように消失した。

　思わずしゃがみ込み、左足が目に入った。そこにはコンクリートの床についていた血で捺おされた眞衣子の靴くつ跡あとが蠢うごめいて、その血から無数の〝鳩はと〟の一部が滅め茶ちや苦く茶ちやに生はえ、雪乃のブーツを包み込むようにして、爪を突き立てていた。

　鋭い爪と嘴くちばしが、革製のブーツを易やす々やすと貫つらぬいていた。深く深く爪が足の肉に突き刺さり、皮ひ膚ふをも貫いたその痛みは骨に達し、そして次々と増えていき、異い形ぎようの〝鳩〟はみるみるうちに増ぞう殖しよくして雪乃の足を這はい上がり始めた。

「雪乃さん！」

「……このっ！」

　蒼衣が雪乃の名を叫び、雪乃はその生きた〝鳩〟の塊かたまりから足を引き抜こうとして足あ搔がいた。

　しかし〝鳩〟はまるでコンクリートから直接生えたように、雪乃の足を固定していた。爪はますます深く突き刺さり、血がブーツの中を濡ぬらし始めた。身動きするほど傷は広がり、その痛みも無視できないものになった。

「雪乃さん……いま颯さつ姫きちゃんが、応援を呼んでるから」

　蒼衣がいつの間にか、雪乃のそばにやって来ていた。

「血も人間の一部なんだ。これも〝灰〟なんだ」

「くっ……！」

　そういうことか、と雪ゆき乃のは歯は嚙がみする。

　最も致ち命めい的な〈泡ほう禍か〉の害である〈異い形ぎよう〉化は、耐たい性せいがある〈断だん章しよう保持者〉の心身には大たい抵てい及ばない。ならば眞ま衣い子こという存在が孕はらむ危険は手に持った凶きよう器きだけなので、離れてさえいれば危険は少ないのではないかと考えていたのだ。

　甘かった。

　これは、雪乃たちが希望的観かん測そくをしないようにしているのとは、また違うものだった。

　なぜなら〈異い端たん〉との戦いは、初めから勝てる確かく率りつの高くない、それでもやらないわけにはいかない、そういう種類のものだったからだ。そしてさらに言えば雪乃たちは希望的観測を意識して排除しているのではなく、ただ最悪の想像が身についているだけなのだ。

「く……」

　雪乃が顔を顰しかめていると、蒼あお衣いは雪乃の脇にしゃがみ込んだ。

「手伝う」

　そして蒼衣は震える声でそう言うと、無数の羽と爪と頭が蠢うごめく〝鳩はと〟に震える手を伸ばし、雪乃を拘こう束そくしている床に近い〝塊かたまり〟を摑つかんだ。

　みるみるうちに畸き形けいじみた爪と頭が無数に両腕に喰らいつき、蒼衣が呻うめいた。

「……うぐ！」

「何やってるの!?」

　雪乃は自分でも驚くほどの、悲鳴に近い声を上げていた。

「あなたは離れてて！　殺し合いなのよ？　これは！」

「先にそう言っててくれたら、やらなかったんだけど……」

　痛みに顔を歪ゆがめながら、蒼衣は笑った。

「断るのは苦にが手てだからね。でも僕の先生を助けようとして一人で戦い始めた人は、ほっとけないよ……」

「……！」

　脂あぶら汗あせを浮かべて言う蒼衣に、雪乃は言葉を失った。

　確かに雪乃は、逃げろ隠かくれろといったことは蒼衣に言わなかった。

　どうせ事が始まれば何もできないだろうと、はっきり考えこそしなかったものの思い込んでいたのだった。

　それにあの男性教師がさらに傷つけられそうになったのを見て攻撃したのは事実だが、例えそうでなかったとしても、どうせ戦いは一人で始めるつもりだった。そんなつまらないことを義ぎ理りに感じて、蒼衣はこの〝鳩〟を引き剝はがしにかかった。

　すでに〝鳩〟は、蒼衣の肘ひじ近ちかくまで這はい上がっていた。

　中身は雪ゆき乃のの足の比ではないくらいに、爪で傷つけられているはずだ。

「やめ……！」

「……ぐっ……！」

　雪乃の制止をよそに、蒼あお衣いが押し殺した気合の声を上げると、ぶちぶちと羽と肉とを引き千ち切ぎる音が響ひびいた。〝鳩はと〟の羽う毛もうが瞬またたく間に血に染まり、内側の肉と内ない臓ぞうとが露ろ出しゆつして、滅め茶ちや苦く茶ちやに生はえた〝鳩〟の頭部が、一いつ斉せいに嘴くちばしを開いて無数の甲かん高だかい悲鳴を上げた。




　ギャアアアアアアアア──────────ッ！




「……っ！」

　蒼衣は構わず雪乃の足元から、〝鳩〟の畸き形けいじみた肉の塊かたまりを毟むしり取った。そして返り血を浴びた凄せい惨さんな姿で、その塊を投げ捨てた。

　蒼衣の制服の袖そでは、すでにいくつもの裂け目ができていた。

　それを染める血が、返り血だけではないことは一ひと目め見て分かった。

「こっ、このバカ……！」

　雪乃は蒼衣を罵ば倒とうしたが、足を拘こう束そくする〝鳩〟の力が弱まったのを感じた瞬間、考えるより先に闘とう争そう本能が身体からだを動かした。思い切り足を引くと、爪が肉を引き裂く激げき痛つうと共に足が抜けて、雪乃はそのまま残りの〝鳩〟の残ざん骸がいを足から引き毟り、立ち上がって眞ま衣い子このいる階段を睨にらみつけるようにして見上げた。

「!!」

　その周りに広がっていたのは、絶望的な光景だった。

　階段に点々とついていた眞衣子の足跡から無数の異い形ぎようの〝鳩〟が発生し、階段の段全すべてをびっしりと覆おおい尽くし、蠢うごめいていたのだ。

　それらはあまりにも大量に、足跡だけではなく眞衣子自じ身しんの左足から流れる血液からも次々と涌わいていた。涌いて、ひしめくように蠢いて、階段だけでなく壁や天井を徐々に徐々に覆い始め、雪乃の視し界かいを白くおぞましく埋め尽くしていた。

「……」

　そして〝現げん象しよう〟は、すでに眞衣子自身を蝕むしばみ始めていた。

　上着やスカートの裾すそが焼け焦こげ、顔を押さえて、がたがたと恐怖に震えている眞衣子。

　そんな眞衣子の靴から露ろ出しゆつしている左足の傷から、あの火か葬そう場ばで見た死体のように、無数の畸形じみた鳥の各部が滅茶苦茶な形で生え始めていた。さらに焼け焦げた袖から露出する手や頰ほおの一部に、そこに負った火傷やけどから、未み発達な〝鳩〟の一部が涌き、焼けた皮ひ膚ふの内側で蠢き始めていた。

　彼女は〈異い端たん〉だ。もう人間とは呼べなかった。

　そして今や姿さえも、人間ではないものに変わろうとしていた。

　この状態を、もはや存在しないであろう、彼女の正気は望んだだろうか？

　早く終わらせてやるのが慈じ悲ひだ。だが、全ての悪を喰らうであろうこの〝鳩はとの階段〟を見上げて、雪ゆき乃のはその内ない心しんで、絶望的な気分になっていた。

　雪乃の〈断だん章しよう〉は、単体の〈異い形ぎよう〉程度なら瞬またたく間に焼き尽くすが、弱点も多かった。

　集中できなければ使えない。一度に複数を標ひよう的てきにはできない。

　眞ま衣い子こだけなら刺し違えることができるかも知れないが、その後はどうにもならない。おそらく十分も経たたない間に〝鳩はと〟どもが足場を覆おおい尽くし、喰われるだろう。

　心に絶望が、広がった。

　だがその絶望は、あまりにも心が躍おどった。

　歪ゆがんだ破滅願がん望ぼうが、雪乃の口元に冷え切った笑みを広げた。

「……望むところよ、〝シンデレラ〟」

　すでに周囲が〝鳩〟に覆われている中で、雪乃は静かに、呟つぶやいた。

「雪乃さん……？」

　残った狭い空間で、ほとんど背中合わせに立っている蒼あお衣いが、不安げな声を出した。

「あなたは、さっさと逃げて」

　雪乃は、それに言葉だけで答えた。

「私はあの〈異い端たん〉を刺し違えてでも殺す。そうすればこれ以上〈悪あく夢む〉は広がらないでしょうから、後で来た応援が残りの〝鳩〟は何とかしてくれるわ」

　蒼衣は答えない。雪乃も振り向かない。

「誰か、この〝シンデレラ〟を止める役が必要よ」

「………………」

「応援は間に合わない。誰かが止めないと、すぐにこの〝階段〟は広がって、いま学校の中にいる人間が残らず〝シンデレラのお姉ねえさん〟になるわ」

　口だけはそんな正論を言いながら、しかし雪乃はすでに、階段の上にいる〝標的〟以外、視し界かいに入れていなかった。

　雪乃の中にある〈泡ほう禍か〉への憎ぞう悪おと、自分への憎悪。

　雪乃は自分から何もかも奪った〈泡禍〉の全てを憎むと同時に、自分の中にある〈泡禍〉の欠片かけらである風かぜ乃のも、そのとき何もできなかった自分も、全てを憎んでいた。

　雪乃にとって、敵と自分の死は等とう価かだった。

　ただ敵への憎悪が、自分への憎悪よりもほんの少し勝っているに過ぎない。

　殺せるなら、どちらが死んでも構わなかった。

　冷たい高こう揚ようが、雪乃の中に広がった。

　だが……

「……何してるの！」

　動かない蒼あお衣いに怒りを感じ、雪ゆき乃のは後ろを振り向いた。

　しかし雪乃がそこに見たのは、竦すくんで動けない蒼衣でも逆らって動かない蒼衣でもなく、階段の上を見つめて目を見開き、蒼そう白はくな顔をしている蒼衣の姿だった。

　それは雪乃が今までに幾いく度どとなく見たことのある、かつての〈泡ほう禍か〉の被害者が、自分のトラウマと直面してしまった時の顔だった。

「白しら野の君!?」

　雪乃は叫んだ。だが、その瞬間に────




　ぶちぶちぶちっ！




　革かわを引きちぎる凄すさまじい音と共に左足のブーツが内側から引き裂かれ、あの爪が喰らいつく痛みが次々足に突き刺さって、ブーツの中の雪乃の血から湧き出した凄まじい密度の〝鳩はと〟が見る間に脚あしを駆け上がり、その鋭い爪と嘴くちばしでごっそりと雪乃の脇わき腹ばらを抉えぐり取った。







　　　　３




　白野君!?




　自分の名前を呼ぶ狼ろう狽ばいした雪乃の声が、ひどく遠くで聞こえた。

「………………っ!!」

　蒼衣がその〝光景〟を見た、瞬間。

　見上げた階段の踊り場にいる眞ま衣い子この姿を見たその瞬間に、蒼衣は自分の心の奥底が凄まじい悲鳴を上げて、自分の心臓を鷲わし摑づかみにするのを感じた。

　声にもならない悲鳴を上げて、蒼衣は目を見開いたまま、その場から後ずさった。

　傷が引き攣つるように痛む手で自分の制服の胸を握り締めて、しかし自分の見ている光景から目を逸そらすこともできず、瞬まばたきもできずに、蒼衣はその光景をただ見つめていた。

　眞衣子が異い形ぎようなものへ〝変へん質しつ〟してゆく、その片へん鱗りん。

　蒼衣が昨日火か葬そう場ばで見た光景が、目の前で進行してゆこうとしている姿だった。

　胸が潰つぶされるようなその恐怖は、火葬場の時も感じた。しかしただの恐怖だと思っていたその感覚は、その根源を全く異にするものだと、いま蒼衣は初めて気がつくことになった。

　まさに〝変へん質しつ〟してゆこうとしている、眞ま衣い子こ。

　その光景を見た瞬間、蒼あお衣いの意識の底に封じられていた、一つの光景の蓋ふたが開いた。

　目の前の光景に、重なった。それは蒼衣の最も大きな原げん風景が、すでに〈神の悪あく夢む〉という俎まないたに載せられていたのだと、気づいた瞬間だった。

　蒼衣はほぼ同じ光景を、かつて見ていたのだ。

　蒼衣が自分の心を守るため、ずっと封じていた小学校の時の記き憶おくだった。

　蒼衣は何もかも、思い出した。




　蒼衣が十歳さいの時に幼おさな馴な染じみの葉は耶やは、蒼衣の目の前で異形と化して、悲ひ惨さんな死を遂とげたのだ。




　それは、蒼衣の覚えている、葉耶の最後の記憶だった。

　葉耶を拒きよ絶ぜつした、悔くいても悔やみきれないあの最後の出来事の後、実は惨さん劇げきは、すでに起こっていたのだ。

　あの日、葉耶との二人遊びに疑問を持つようになり、足が遠のいていた頃だった。学校から帰ってきた蒼衣は　一階にある蒼衣の部屋の窓にメモが挟まれているのを見つけ、その葉耶からの呼び出しに応じて、あの倉庫へと行ったのだ。

　すでにその頃、蒼衣と葉耶は意見の齟そ齬ごで何度も激げき突とつした後だった。

　そのせいで、蒼衣はその時、しばらくの間あいだ倉庫へは行っていなかった。

　外で会っても、当時二人はほとんど話などしない仲だった。葉耶が饒じよう舌ぜつに話をするのはただ唯ゆい一いつ、秘密の倉庫で蒼衣といる時だけだったのだ。

　約一週間ぶりの、〝素す〟の葉耶との対面だった。

　その葉耶は、まず開かい口こう一番、蒼衣の裏切りをなじった。

　裏切りじゃないと、蒼衣はそのころ何度も葉耶に言っていた言葉を繰り返した。

　みんなを拒絶して、二人だけではいられない。それはおかしいことだ。そう蒼衣は言ったが、その説得も投げやりだった。

　その説得が届かないことを、蒼衣はすでに何度も繰り返された口こう論ろんから学習していた。

　すでに蒼衣は、口論に倦うんでいた。

「裏切り者！」

　対する葉耶は、必死だった。

「みんななんて知らない！　みんなは本当のわたしを知らないもの！」

　葉耶はこの話題の時いつもそうするように、怒りに満ちた顔で涙を流し、叫んだ。

「みんななんか関係ない！　わたしでも、蒼衣ちゃんでもない人なんか知らない！」

「…………」

「なんで蒼衣ちゃんはすぐ『みんな』って言うの？　そんな顔も名前もないものの言うことが聞けるの？」

「…………」

　蒼あお衣いは眉まゆ根ねを寄せて黙る。泣き叫ぶ女の子は、面めん倒どう以外の何ものでもない。

「二人はいっしょにいなきゃ駄だ目めなのに！」

　葉は耶やは、叫んだ。

「本当のわたしを知ってるのは蒼衣ちゃんだけで、本当の蒼衣ちゃんを知ってるのもわたしだけなのに！　みんななんか関係ない！　わたしと蒼衣ちゃんが離れちゃったら、わたし、どこで本当のわたしになればいいの……!?」

　それまで、蒼衣はずっと耐えていた。しかしその言葉は、最後の引き金になった。

「本当のぼくって、何だよ！」

　蒼衣は、叫び返していた。

「ぼくが学校でどんなふうに話して、笑ってるのか、見たことあるの？　ないよね!?　何も知らないくせに！」

　引き金はそれだった。学校での蒼衣を葉耶は知らない。それなのにそれを否定されて、何も知らないくせにとカチンときたのだ。

「学校は楽しいよ？　みんなといると面白いよ？」

　蒼衣は怒ど鳴なった。

「それも本当のぼくだよ！　ここだけなんかじゃない！」

「………………!!」

　今まで言ったことのない言葉だった。葉耶は凄すさまじくショックを受けた表情で、そこに立ち尽くした。

「それに、本当の葉耶ちゃんって、何だ？」

　蒼衣は言った。

「ここじゃない、他のところで見る葉耶ちゃんは、ぜんぜん人と話しないよね？　それは本当の葉耶ちゃんじゃないのか？　誰がそんなこと決めたんだよ？」

「………………!!」

「答えてよ、本当の君は、何だ？」

　そして、蒼衣の最後の言葉。

「君の好きにすればいい。君の本当の形は君しか知らない。誰も君の形を縛しばってなんかない。変われ！　変われよ！」

「……う……!!」

　葉耶は崩れるように膝ひざをつき、泣き始めて────




　そこまでだった。

　蒼あお衣いの覚えている、正常な記き憶おくは。




　────直後、葉は耶やは持っていた剃刀かみそりで自分の頸くびを怖おそろしく深く切り裂いた。

　思い出した。子供の力で、あんな小さく薄い刃は物もので、一体どれほどの絶望を原げん動力にしたのか、葉耶は自分の首を大きく深く真ま一いち文もん字じに切り開いたのだった。

　喉のどと頸けい動どう脈みやくが深々と切り裂かれ、喉からひゅう、と笛のような音が漏もれた。そして瞬またたく間に止まらない出血は土の床と葉耶の白い服を染め上げて、膝ひざをついた状態の葉耶は、絶望に満ちた虚うつろな表情で蒼衣を見つめたのだ。

「…………………………!!」

　蒼衣はパニック状態で、言葉もなくそこに立ち尽くした。

　葉耶の顔はみるみるうちに蒼そう白はくになり、切り割られた喉の傷からは血と共に空気が漏れ、血の泡あわが噴ふき出した。

　明らかな〝死〟が、その顔に見て取れた。初めて見た、しかし明らかにそれと知れる死にゆく人間の貌かおだった。

　つ、と涙が、血の気のなくなった頰ほおを伝った。

　そして、蒼衣が呆ぼう然ぜんとその様よう子すを見た、その瞬間だった。

　何かになろうとして何にもなれなかった少女は、その〈悪あく夢む〉のままに突とつ如じよとして〝変へん質しつ〟を始めた。彼女がかつてこの場所でそうなればいいと望んだ、ありとあらゆる生物が彼女の血けつ肉にくから発生し、その血肉に瞬く間に群がって、凄すさまじい勢いで貪むさぼり喰った。

　沸ふつ騰とうするように葉耶の輪りん郭かくがなくなり、蟲むしが、鳥が、猫が、犬が、ありとあらゆる場所から不完全な形で発生した。手が、口が、目が、羽が、ありとあらゆる場所から発生した、ありとあらゆるものの表面に、さらに発生した。

　そして異い形ぎようの〝それら〟は、決して元の塊かたまりから独立することができず、元の塊を貪り喰らった。凄まじい血の臭いと肉の臭い、そして血と肉が蠢うごめき貪られる音が、倉庫の中に嵐あらしのような勢いで広がった。

　嵐は、それほど長い時間ではなかった。

　蒼衣が見ている前で葉耶だった塊はみるみる小さくなり、やがていくつもの蟲と生物の残ざん骸がいとなって、消えてしまった。

　蒼衣は放心したように、その光景を見つめていた。

　いや、事実放ほう心しんしていた。蒼衣は倉庫から夢む遊ゆう状態で家に帰り、その後に葉耶が行方ゆくえ不明になったという騒ぎになっても、その事実を思い出すことはなかったのだ。




　蒼衣は、思い出した。

　全てを。息ができないほどに。

　何もかもを、悟さとった。

　悟ったのだ。自分が〈神の悪あく夢む〉という最悪の物語に、偶然という書き手によって、登場人物として初めから名前を刻まれていたということをだ。

　…………………………







　　　　４




「う…………ぐ……」




　膝ひざをつく、雪ゆき乃の。

　息ができない。重い痛みが内ない腑ふに浸しん透とうするように、腹の中を絞しぼり上げる。

　今までとは比べ物にならない深い傷に、雪乃は傷を押さえて呻うめく。

　足などよりも遙かに柔らかい脇わき腹ばらは〝鳩はと〟に喰らいつかれた瞬間やすやすと侵しん入にゆうを許し、瞬またたく間に内臓に達する傷となって、雪乃に膝をつかせていた。

　傷口の痛みは熱かったが、そこから体温がみるみるうちに下がってゆくのを感じた。

　喰いつかれた瞬間反はん射しや的てきに引き剝はがしたのだが、その時に服の生き地じと腹部の肉が裂け、広がった傷から血が止まらなかった。

　自分で傷を広げたようなものだが、この判断は間違っていないと雪乃は思う。何もしないでいたら今いま頃ごろは腹の中をずたずたになるまで食い荒らされているか、さもなくば頭まで這はい上がった〝鳩〟によって、目玉をつつき出されていただろう。

「ぐ…………」

　だが、そうなるのも時間の問題だ。

　脇腹から流れ出す血は床に流れ出し、広がるそれは、その端はしからおぞましい〝鳩〟を新たに生み出す孵卵器インキユベーターと化していた。

　そして息もろくにできないほどの苦痛は、すでに雪乃の〈断だん章しよう〉を開くことを不可能にしていた。集中できるような傷でも状況でもなく、すでに雪乃は群がる〝鳩〟を待つだけの、無む力りよくな〝灰〟と化していた。

「………………！」

　苦痛と口くち惜おしさに歯を食いしばって、雪乃は階段を見上げる。

　このおぞましい現げん象しようの中心である眞ま衣い子こは、階段の踊り場に座り込み、徐々に〈異い形ぎよう〉の形を増やしながら苦痛にがたがたと震えている。

　せめて立ち上がって雪乃を傲ごう然ぜんと見下ろすなら、その顔を睨にらみつけてやれるのに。

　何重にも口惜しかった。この傷ついた小鳥のように震える敵も、それすら殺せない自分も。

　雪ゆき乃のは〈雪の女王〉と呼ばれている、最も〈異い端たん〉狩りに熱心な〈騎き士し〉の一人としていくらか知られている存在だ。初めはそのまま〈火の女王〉と呼ばれていたが、あまりにも雪乃が〈異端〉狩りにのめり込んだので、雪乃の名前にちなんで誰かが言った、「こんなことを続ければ自分の火で溶けてしまうぞ」という心配の言葉をきっかけに雪乃の異い名みようは〈雪の女王〉となった。

　大きなお世話だと、雪乃は思う。

　雪乃は感謝していたのだ。〈泡ほう禍か〉に遭あった人間が負うトラウマ────背負った人間のほとんどがそれを〝力〟とは考えず、〝被害〟や〝傷〟だと思うため、それに配はい慮りよして〈能力アビリテイ〉ではなく〈効果エフエクト〉と呼ばれるようになった自分の抱える〈断だん章しよう〉に対してだ。

　神の悪あく夢むの存在を雪乃は信じていないが、人の悪夢はそこにある。

　雪乃から全てを奪った、その〝目覚めて見る悪夢〟と戦うことができる、自分に宿った悪夢の欠片かけらを、雪乃は憎むと同時に感謝していたのだ。

　嫌うと同時に、必要としていた。

　雪乃は、復ふく讐しゆう者しやだった。

　父を殺し、母を殺し、自分から何もかも奪った存在を殺すため。

　今や自分に宿っている、姉と同じ存在を、見つけ次し第だい殺すことが、雪乃にとっての唯ゆい一いつの生きる意味であり糧かてだったのだ。

『……可哀かわい想そうな雪乃。こんなにぼろぼろになって』

　雪乃が何よりも憎んでいる、しかし何よりも必要な半身が、くすくすと笑った。

『あなたじゃ無理よ。何もかも私の借り物だもの。私がやってあげましょうか？』

「…………うるさい……っ！」

　唸うなるようにはねつける。自分でも分かっている。苦痛を炎ほのおに変える力も、他人を拒否する生き方も、こうして着ているゴシックの服も、全てが姉の借り物なのだ。

　これらは元々、雪乃にはどれもこれも全くない素そ養ようなのだ。異常な感性も、自じ傷しよう癖へきも、ゴシック趣味も、三年前のあの事件までは一つも雪乃は持っていなかったのだ。

　あれから、雪乃は風かぜ乃のを継いだのだ。家族を失った雪乃を引き取った伯父おじ夫婦に、「まるで風乃が乗り移ったみたい」と言われるほどに。

　全てを失った雪乃は、復讐のために姉の狂気を必要としたのだ。

　風乃の生き様ざまを真似まねて、風乃の言葉を真似て、風乃の遺品の服を着て、雪乃はようやくこうして恐るべき〈悪夢〉の前へと立てているのだ。




　だが────この憎ぞう悪おだけは、自分のものだ。




　深ふか手でを負い、膝ひざをつき、傷を押さえてもなお右手から離していない、このカッターナイフの感かん触しよくだけは自分のものだ。

　借り物が使えないなら、もはや自分にはこれしかない。

　雪ゆき乃のは歯を食いしばり、震える身体からだを押さえ込み、すでに下半身を覆おおおうとしていた〝鳩はと〟を引き千ち切ぎって、痛みの中で立ち上がった。

『……雪乃、可哀かわい想そうな雪乃。どうしてそんなに悲ひ壮そうな生き方をしようとするの？』

　悲しそうに、しかし楽しそうに、風かぜ乃のは言った。

『あなたがひとこと言ってくれれば、私はすぐにあのシンデレラも、鳩たちも、瞬まばたきする間に魔ま女じよ狩がりの炎ほのおの中に投げ込んであげるのに』

「………………っ！」

　雪乃は無視して剝むき身のカッターナイフを片手に下げて足を進める。

　階段を覆い尽くす〝鳩〟の、いくつもの羽や首や足を踏み潰つぶす感触が靴の裏に広がり、ポキポキという骨の折れる音と甲かん高だかい断だん末まつ魔まの悲鳴が、ブーツの下からいくつも上がる。

　しかしそれは瞬またたく間に新しい〝鳩〟の苗なえ床どことなり、爆発的に増ぞう殖しよくして、みるみるうちに足を覆って爪を立てた。

「……うぐ！」

　悲鳴を押し殺してさらに階段を登ろうと足あ搔がくが、すでに雪乃の力は、足に喰いつく〝鳩〟を引き剝はがすほど、残っていなかった。

『ほら、可哀想に。お姉ねえちゃんの言うことは聞いておくものよ？』

「………………！」

　愛いとおしげに、風乃は言う。

　雪乃は悔くやしさに唇を嚙かむが、もう先には進むことができない。認めなければならなかった。もう自分には、どうしようもないと。

『それに早くしないと、後ろのあの子も鳩の餌えさにされてしまうわよ？』

　駄だ目め押おし。

　雪乃は後ろを振り返る。すでに蒼あお衣いの足には〝鳩〟が這はい上がり始めていたが、もう痛みすら感じられないのか、搔かき毟むしるように顔を覆ったまま身動きもしない。

『もうあなたは、休んでいいのよ？』

　そして風乃は、雪乃に歌うように囁ささやいた。




『だから────〈愚おろかで愛しい私の妹。あなたの身と心とその苦痛を、全て私に差し出してくれる？〉』




　囁かれるもう一つの〈断だん章しよう詩し〉。雪乃はその表情を悔しさに歪ゆがめ、目を閉じて────そして、応えた。




「〈あげるわ〉」




　瞬間、雪ゆき乃のの左腕に無数に走った傷きず跡あとが、新しいものも古いものも構わず、一度に開いた。

「！」

　水入りの小さな風船が破は裂れつしたように、鮮せん血けつが飛び散った。

「──────────うあああああああああっ!!」

　全ての傷口を吸い上げられるような痛みに、雪乃は身体からだをくの字に折って、悲鳴を上げた。

　その直後、雪乃から吸い上げた痛みを一度に発火させたように、この階段という〝場〟が一いつ斉せいに炎ほのおを吹き上げた。

　いや、それはこの空間の床を、壁を、天井を埋め尽くさんとしていた無数の〝鳩はと〟が、その羽根の一片も残さずに、一度に火か焰えんに焼かれた、その炎だった。

　薄うす暗ぐらかった階段が凄すさまじいまでの赤い光に照らし出され、炎に投げ込まれた無数の〝鳩〟の断だん末まつ魔まの悲鳴が一斉に上がった。凄まじい数の〝鳩〟の頭が叫ぶ絶ぜつ叫きように、閉へい鎖さ空間の空気が、耳をつんざいて震えた。炎は、〝鳩〟以外のものを何一つ焼かなかった。畸き形けいじみた出で鱈たら目めさで集積された鳩の部品は炎の中であっという間に黒い小さな塊かたまりに変わり、すぐに原型を留めない灰へと崩れて、失われていった。

　絶叫を上げて暴れる〝鳩〟の羽から羽う毛もうが飛び散って、凄まじい数の火ひの粉ことなって階段の空間を満たした。

　美しくも凄せい惨さんな火か刑けいの火。その炎の中央に立つ、一人の影があった。

　その影はどこからともなく現れた一人の少女で、黒いゴシックロリータの衣装を着て、長いスカートと黒くろ髪かみを舞い散る火の粉にはためかせていた。下ろされた長い髪には雪乃のものと全く同じ黒いレースのリボンが躍おどり、その服も雪乃の着ているものとほぼ同じ仕立てのもので、しかしその着こなしは雪乃とは全く違い、シャープではあるものの、強く少女性が強調されていた。

　そして少女は、雪乃とよく似た美び貌ぼうを雪乃に振り返らせ、陶とう酔すいしたような笑みを浮かべた。

　凄せい絶ぜつな、狂った微笑。少女は階段の中ほどに立ち、その両腕を大きく広げて、まるで狂ったシンデレラのように、楽しそうに一つ、くるりと回って見せた。

　とてつもない苦痛に襲おそわれながら、それでも必死で階段を見上げる雪乃に向かって。

　その光景は、まるでさかしまの姿を映す一いつ対ついの鏡きよう像ぞうのようだった。




　────時とき槻つき風かぜ乃の。




　雪乃の苦痛を吸い上げて実体を得、その苦痛を意のままに炎に変える、借り物に過ぎない雪乃の〈断だん章しよう〉のオリジナル。

　花のように、風かぜ乃のは微笑わらう。

　炎ほのおの中で。焼き払われる、清せい楚そな毒どく花ばなのように。

　火か刑けいに処された、魔ま女じよのように。

『……鳩はとって、臆おく病びよう者ものの象しよう徴ちようでもあるって知ってるかしら？』

　風乃は燃え上がる階段を、優ゆう雅がな動作で静かに上がった。

『平和の象徴、そして灰かぶりの物語では、善意を助けて悪意を裁さばく〝裁く者〟。……でも所しよ詮せん、無む為いな平和を望むのも、人を裁くのも臆病者のやることよ。〝異い端たんのシンデレラ〟、あなたのようにね』

　くすくすと笑う。その足元にはよく見れば陽炎かげろうのような炎が形を成して燃え、円と奇き怪かいな図形を組み合わせた、見たこともない魔ま法ほう円えんのようなものを風乃を中心に形作っていた。

　円と、フレーム・イズ・ペインというアルファベットを、魔法円のような形にデザインした風乃の紋もん章しよう。雪乃は詳しく知らないが、何かの実在する魔ま術じゆつの一派の手法だと、生せい前ぜんの風乃が言っていた。

　風乃の、象徴。

　円の中に召しよう喚かんされた悪あく魔まのように、風乃は微笑ほほえんで、踊り場に立った。

　眞ま衣い子こを、風乃は静かな、しかし凄すさまじい狂気に彩いろどられた微笑で見下ろす。

　それを座り込んだまま見上げる眞衣子は、火傷やけどを追い、おぞましい〈異い形ぎよう〉化の片へん鱗りんが始まっている顔の半分を隠かくすように手で押さえて、恐怖に満ちた表情で、目の前に立つ風乃を見上げている。

「あ…………あ…………」

『可哀かわい想そうな子。ただ歪ゆがみとそれがもたらすものに吞み込まれただけの、抵抗する意思も論ろん理りもない弱い〈異端〉』

　風乃は、哀あわれみに満ちた目と笑みに歪んだ口元で、そう言った。

『哀れなシンデレラ。あなたの痛みがどんな色で燃えるのか見てみたいけど、私は慈じ悲ひ深い魔法使いになってあげる。せめて王子様の手で、この悪い物語ゆめを終わらせてもらいなさい？』

「……？」

　風乃は言う。止まらない血と苦痛に塗まみれ、今にも真っ白な彼方かなたへと意識が消え失うせそうな雪乃は、それでもその意識の端はしで、風乃の言葉を不ふ審しんに思う。

「どういう……？」

「ごめん、雪乃さん、横よこ通とおるね」

　雪乃が呟つぶやいたその時、雪乃の横に、モスグリーンの制服が立った。

「白しら……」

「うん、心配かけて、ごめん」

　いつの間にか正気を取り戻していたらしい蒼あお衣いは雪ゆき乃のの脇を通って階段を上がり、ちらと雪乃を振り返って、力弱い笑顔を浮かべた。

「……だ、誰もあなたなんか心配してないわ」

　思わず憎まれ口を叩たたいた雪乃に、蒼衣はただ笑って見せた。

　そして、〝鳩はと〟がほとんど燃え尽きて、赤い絨じゆう毯たんかというほどに火か勢せいの落ちた階段を、蒼衣は踊り場まで上がっていった。

『おはよう。目が覚めた？　白しら野の蒼衣』

「うん……」

　風かぜ乃のの問いに、蒼衣は複雑な表情を浮かべてそれだけ答えた。

　だが風乃の問いも、蒼衣の答えも、ただ聞いた通りの、それだけの意味ではなかった。

『もう自分の〈断だん章しよう〉に気づいた？』

「うん」

　蒼衣は答える。

　階段の下で、雪乃は思わず目を見開く。

『なら、自分のすべきことは分かるわね？』

「……うん」

『この可哀かわい想そうなシンデレラが違うものに変わってしまう前に、あなたが終わらせてあげる。あなたが終わらせるの。この悪い夢を』

「うん……わかってる」

　蒼衣は言った。そして床に座り込んで震えている、眞ま衣い子こに近づいた。

　その時、雪乃は蒼衣がその片手にぶら下げているものに、気づいた。それは火か葬そう場ばの階段で拾った、眞衣子のぼろぼろの革かわ靴ぐつだった。

　蒼衣は何とも形容しがたい、悲しんで、それに耐えて、しかし同時にひどく醒さめているような、奇き妙みような表情をしていた。蒼衣はそんな表情のまま眞衣子の前に立つと、膝ひざをつき、手にした靴を差し出した。

「杜もり塚づかさん、忘れ物…………届けにきた」

「し、白野君……」

「ごめんな、何もできなくて。間に合わなくて。それに、杜塚さんの気持ちにも気づいてて、でもそれを無視してて」

「………………」

　眞衣子は蒼衣の言葉を理解しているのかいないのか、呆ぼう然ぜんとした表情で、ただ蒼衣を見上げている。

「でも……ごめん。まだ、謝らなきゃいけない」

　蒼衣は、目を伏せて、言った。

「僕は、王子様なんかにはなれない」

「…………」

「僕は、君を拒絶しに来た」

「…………」

「ごめん…………ほんとに、ごめん」

　ぎり、と蒼あお衣いの口元が、嚙かみ締められて歪ゆがむ。

　眞ま衣い子こは、何も言わなかった。ただ蒼衣が目の前に立った時の呆ぼう然ぜんとした表情のままで、目の前の蒼衣を、見つめていた。

　顔の片方を恥じるように隠かくしたまま、ただ呆然と。

　しかし、沈ちん黙もくが広がった、その後。

「……いいの。ありがとう」

　微かすかに、その口元に微笑を浮かべた。そしてまだ無事な片方の頰ほおに、つう、と一ひと筋すじ、涙が流れて落ちた。

「………………!!」

　がり、と蒼衣の奥おく歯ばが折れそうなほど嚙み締められた音が聞こえた。

　しかし蒼衣は次の瞬間毅き然ぜんとして顔を上げると、眞衣子に向かってはっきりとした言葉で、語りかけた。

「よく聞いて、杜もり塚づかさん。〈本当の君は、何だ？〉」

　そして、叫んだ。







「〈君の好きにすればいい。君の本当の形は、君しか知らない。誰も君の形を、縛しばってなんかない────変われ〉!!」







　叫んだ、瞬間。

　ぱん、 と巨大な泡あわが割れるような気配が空気に広がり、 この場に満ちていた全ての〈泡ほう禍か〉の気配が反転収しゆう束そくして──────

　炎ほのおも何もなくなった階段の踊り場に、あちこちが焼け焦こげた制服が落ちていた。

　そして白い、本当に白い鳩はとの一群が、学校の開け放たれた廊下の窓から、学校の周りを巡るように舞って、どこかへと飛び立っていった。




　…………………………………………
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　　　終章　夢を壊す者の名







　……階段の踊り場に、白しら野の蒼あお衣いは立ち尽くしていた。




　何もかもが終わった踊り場。そこには焼け焦こげのついたモスグリーンの制服だけが残り、それまであったはずの思いも、狂気も、悪あく夢むも、そして人間も、そっくり欠けつ落らくしたように、この場所からなくなっていた。

　蒼衣は、感情が麻ま痺ひしたような表情で、踊り場に落ちた制服を見下ろしていた。

　何もかもを思い出して、思い出した時に何もかも失った。もう蒼衣は普通の生活には戻れない。少なくとも何も考えずに笑うことなどは、もうきっとできないだろうと思った。

　蒼衣は自分に好意を持ってくれている女の子に、自ら手を下したのだ。

　もう手遅れだから、もっと酷ひどいことにならないうちに。

　感情が悲鳴を上げていたが、やらないわけにはいかなかった。それは葉は耶やの二にの舞まいでしかなかったが、それが蒼衣の悪夢である以上、蒼衣が見なければならないのだ。

　蒼衣は自分の今までを縛しばっていた、鎖くさりを知ったのだ。

　葉耶と悪夢が、自分の全てを縛っていた。

　人を拒絶するのが、怖いのも。

　どうしても雪ゆき乃のを、放っておけないのかも。

　蒼衣の情じよう動どうのとてつもない割合を、葉耶が縛っていた。

　葉耶と共有していた悪夢の記き憶おくを蒼衣は封じていたが、無意識はずっと、もう葉耶を見捨てるなと叫んでいたのだった。

　それが今まで普通だと信じていた、蒼衣を縛る全てだった。

　それが蒼衣の、〈断だん章しよう〉だった。




『……そう、あなたは人の〈悪夢〉を理解できる』




　無言で立ち尽くす蒼衣に近づき、風かぜ乃のが言った。

『あなたは人の抱える〈悪夢〉を理解し、時には共有してあげることさえもできる。でもひとたびあなたがそれを拒絶すれば、見捨てられた人は悪夢と共にいられなくなるわ。悪夢はその人にとっての最も強い現実に還かえる。つまりその人、そのものに』

「………………」

『還かえった悪あく夢むはその人を〈異い形ぎよう〉に変えるわ。完かん膚ぷなきまでに。元もと々もと何人もの人を〈異形〉に変えてしまえる〈悪夢〉なのだもの。形がなくなるまで変わるわ。惨むごたらしいほどに。〝あなたが見捨ててしまった人間が破は滅めつする〟。それが、あなたの〈悪夢〉。あなたは選ばないといけないわね。誰にも共感しないか、誰も見捨てないか』

　そう言うと風かぜ乃のは蒼あお衣いを背中から、きゅ、と抱きしめた。

『────可哀かわい想そうな子』

「……！」

　抱きしめられて、蒼衣は戸と惑まどった。

「な、何ですか……？」

『前に言ったわよね？　私に身体からだがあれば、抱きしめてあげたい、って』

　言われてみれば、そんなことを言っていた気もする。とにかく蒼衣は風乃を引き離すと、階段に座り込んでいる雪ゆき乃のに声をかけた。

「雪乃さん……大丈夫？」

「……あなたに心配してもらうほどじゃないわ」

　素そっ気けないが、ひどく力弱い答えが返ってきた。

「でも……」

「うるさいわね。ならそこで遊んでる姉ねえさんを引っ込めさせて。傷が塞ふさがらないわ」

　出血のし過ぎで、ただでさえ白い肌はだが蒼そう白はくになっている。左腕は滅め茶ちや苦く茶ちやに切り刻まれたような有あり様さまで、全てが終わるのを待っていた颯さつ姫きが今は付き添い、ガーゼと包ほう帯たいで必死に傷を押さえていた。

　蒼衣が風乃を見ると、風乃は微かすかに肩を竦すくめ、次の瞬間には風に溶けるようして消えてしまった。途と端たんに階下で颯姫の慌あわてた声がする。雪乃が力尽つきたように、気を失っていた。

　慌てて蒼衣も下に降りようとした時、背後から呼びかけられた。

「……白しら野の」

　佐さ藤とう先生だった。先生は踊り場に座り込んで壁に背中を預け、半なかば固まりかけた血で汚れた手で片目を押さえ、もう片方の目で蒼衣を見ていた。

「先生……」

「お前たち、杜もり塚づかに何をやった？」

　先生は、かすれた声で、詰きつ問もんするように言った。

　眞衣子に片目を抉えぐり出された先生は、意識があるままこの踊り場で、これまでの一部始し終じゆうを見ていたのだった。

「先生……」

　蒼衣はそこまで口にするものの、何を言えばいいのか分からなかった。

　何も言えない蒼衣に、先生はさらに言った。

「ここで何があったのか、俺が何を見たのかは、正直わからん」

「………………」

「だが杜もり塚づかは、あんなことをされなきゃいかんようなことを、したのか？」

　その眞ま衣い子こについ先ほど片目を抉えぐられたばかりだというのに、先生はひどく厳きびしい表情で、蒼あお衣いに問いかけた。

「………………」

　やはり蒼衣は、何も言うことはできなかった。

　そして、

「……颯さつ姫きちゃん、頼む」

「はい」

　様よう子すを察して上がってきた颯姫にそう頼むと、颯姫が頷うなずいてイヤーウィスパーを外した。

　その耳から瞬またたく間に、無数の赤い〝記き憶おくを喰う蟲むし〟が現れた。そして何が起こっているのか見えていない先生の耳へと、〝蟲〟は列れつを成して入り込み、やがて先生の目が落ちるように閉じられた。




　　　　†




　消毒液の臭いがする病室で、佐さ藤とう先生は目を覚ました。

「ん……ここは……どこだ？」

「病院です。先生」

　ベッド脇に座っていた蒼衣は、呻うめくように言った先生に、そう答えた。

「病院？　お前は……白しら野のか」

　ガーゼと包ほう帯たいで顔の半分が覆おおわれた先生が、まだぼんやりとした様よう子すの片目を向けた。

　頷く蒼衣。

「ええ、学校で事故があったんです。先生は階段から落ちて、運うん悪わるくボールペンが目に刺さったんですよ」

　蒼衣は言う。

「僕が第一発見者です。覚えてませんか？」

「階段……覚えてないな。本当か？」

「ええ、ひどい傷だったから、ショックで記憶が混乱してるのかもしれませんね。残念ですけど、片目は義ぎ眼がんにしないと駄だ目めだそうです。ほんとに、お気の毒ですけど」

「義ぎ眼がん……そうか……」

　溜ため息いきをつき、どこか遠くを見るような先生。

　蒼あお衣いはそれを見て、椅い子すから立ち上がって言う。

「じゃあ先生が目を覚ましたので、お医者さん呼んできます」

「そうか。すまんな、白しら野の」

「いえ……」

　蒼衣は病室を出る。

　病室を出ると、神か狩がり屋やと医者が廊下で話をしていた。相手の見事な白髪しらが頭あたまをした初しよ老ろうの医師は、最初に蒼衣がマンションで〈泡ほう禍か〉に巻き込まれた夜に、時間外だというのに蒼衣の目の検けん診しんをした医師だった。

「佐さ藤とう先生、目、覚ましました」

　蒼衣が言うと、白髪の医師が「おう、そうか」と答えた。

　それに応じる形で、神狩屋が頭を下げる。

「じゃあよろしくお願いします。三み木き目め先生」

「おう」

　老医師は片手を上げて、病室に入って行った。

　その白はく衣いの背中を見送った後、神狩屋は蒼衣に向き直って、「ごくろうさま」と疲れた笑顔を向けた。といっても大だい体たい神狩屋の笑顔はこんな感じだ。

　少し離れたところには、制服姿すがたの雪ゆき乃のが不ふ機き嫌げんに立っていた。

　目を引く容よう姿しの上に表情が強いので、まるで廊下を通る人を威い嚇かくしているかのような状態になっている。

　そんな雪乃に苦く笑しようしつつ手を上げると、笑われたのを敏びん感かんに察したのか、眉まゆを寄せて蒼衣たちの方へやって来た。しかし別に何か文句や抗議を言うわけでもなく、黙って蒼衣たちの脇へ大人おとなしく立った。

「……今回は大変な目に遭あわせてしまったね。白野君」

　神狩屋は、言った。

「いえ……いいんです」

　蒼衣は答えた。

「しかし『灰かぶり』が『鳥ちよう葬そう』に繫つながるとは思わなかった。人の浄じよう化かを鳥に食べさせて行うなんて発想は、完全に鳥葬のものだよ」

「鳥葬ですか……」

　学者気き質しつの神狩屋が、今回の〈泡禍〉についての感想を口にした。

「人の体を鳥に食べさせ、その魂たましいを天に運んでもらおうというのが鳥葬だ。人間の罪の浄化というのはやや西洋的な発想だけど、近いものがあるのかも知れないね。

　人を見る目に邪じや悪あくがあるというのも、『邪じや視し』という有名な考え方だ。人の悪意ある視線に魔まが宿るという考え方だ。だから西洋では目の形をしたアクセサリを、邪視除よけのお守りとしている。もちろん神話物語にも邪視の例は多くて、有名なのはケルトの神話の魔ま王おうバロール。バロールの邪じや眼がんはひと睨にらみで屈くつ強きような兵士を灰にして、抉えぐり出された邪眼は地面に落ちても魔ま力りよくを失わず大地を溶かしたそうだ」

　と神か狩がり屋やはついつい興きようが乗りかかったところで雪ゆき乃のに睨まれ、「おっと」と呟つぶやいて薀うん蓄ちくの披ひ露ろうを止めた。

「あー……そうだね。まずは白しら野の君の活躍に、お礼を言わなければいけないね」

　神狩屋は若わか白髪しらが混まじりの頭を搔かいて、改めて言った。

「君があの〈泡ほう禍か〉の内容について気づいたおかげで、かなり被害が抑えられたと思う。ありがとう」

「いえ……」

　照れでも謙けん遜そんでもない。蒼衣はこの事件では、しくじったという思いを抱えていたのだ。

　もっと早く、助けられたはずだと思っていた。少なくとも病室にいる先生は、片目を失わずに済んだはずだった。

　もっと早く気づけたはずだった。

　もっと上手うまいやりかたが、あったはずだ。

「……ところで白野君」

　暗い物思いに沈みかけたところで、神狩屋がふと蒼衣に訊たずねた。

「君の希望は聞いたけど、本当にそれでいいのかい？」

「あ、はい」

　蒼あお衣いは頷うなずいた。

　学校で、全てが終わった後で応援の〈騎き士し〉が遅れて来た時、一緒に来ていた神狩屋に、蒼衣は希望を伝えていた。

「僕は、〈騎士〉になります」

「うん、僕達としても君のような〈断だん章しよう〉を持っている子が〈騎士〉として活動してくれるのは助かるよ」

　神狩屋は言った。

「でも、できればのめり込まないように。雪乃君みたいに」

「大丈夫です」

　雪乃が顔をしかめ、あさっての方向を見た。

「聞いてる？　雪乃さん」

「…………うるさい、殺すわよ」




　　　　†




　かくして白しら野の蒼あお衣いは、〈神の悪あく夢む〉と戦う〈騎き士し〉となった。

　蒼衣の〈断だん章しよう〉とその異い名みようは、その後〈目め醒ざめのアリス〉と名づけられた。

　アリスの来訪した不ふ思し議ぎの国が、その目覚めと共に壊れたように。その〈断章〉は────悪夢ゆめを、壊す。
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　あとがき




　クリック？

　クラック！




　まずは、この本を手にとって下さった貴方あなたに、深く御おん礼れい申し上げます。

　お久しぶりです、甲こう田だ学がく人とです。あるいは、初めまして。




　さて、私にとって三本目のお話となる、『断だん章しようのグリム』をお送りします。

　これは童どう話わをネタにしたお話です。タイトルはグリムですが、グリム童話以い外がいの童話を扱う事も、そのうちあるかも知れません。

　この話は、メルヘンです。

　断言しますが私はメルヘン的な話ばかりを書いている作家です。

　どうも私はホラー系の作家とされているようですが、私はメルヘンのつもりです。

　少なくとも、これはメルヘンを元にした話です。（よし、これで既き成せい事実ができた）

　冒ぼう頭とうの『クリック？　クラック！』は、ある種の童話・民みん話わを語るときに行われるお決まりのやり取りです。語り手がまず最初に「クリック？」と呼びかけ、聞き手達は「クラック！」とそれに応えます。そうしてから、初めてお話が始まります。

　聴衆の「クラック！」の言葉なしには、語り手はお話を始めることはできません。

　本当はグリム童話で用いる言葉ではないのですが、とても印いん象しよう的で象しよう徴ちよう的だったので、冒頭の言葉として置くことにしました。

　全ての作家は、常に皆様の「クラック！」の声が上がることを願っています。

　新しい物語を始めるために。




　それでは、最後にこの本の制作に関わったすべての方々、特に編集の和わ田ださんと、イラストの三み日か月づきさんに心からの感謝を申し上げます。そして西洋民話の語りの最後に使われる、決まり文句の一つで締めくくりたいと思います。




　はつかねずみがやってきた。

　はなしは、おしまい。





二○○六年一月　　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。引っ越し先の近くで新たな飲み屋さんを探し始めました。ようやくいい雰囲気のバーを発見。そこでバーボンの魅力に取り憑かれ、現在勉強中。全種類のバーボンを制覇する予定？
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。趣味は散歩で、色々な本屋さん雑貨屋さんに行くのがお気に入り。自称・万年若葉マークとのことですが、今作品で本格的に絵師デビューですよ～。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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